


















































大国チートなら異世界征服も楽勝ですよ？ 3




豊富な嫁の力があれば神の試練も余裕です。
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前巻までのあらすじ







　平凡な高校三年生である日和ひより常つね信のぶは、呪殺された皇帝とうり二つという理由で異世界の大国グロリア帝国に召喚された。

　皇帝の妹パオラやエルフ族の貴族令嬢ベアトリーチェ、天才（自堕落）発明家キャラ等の力を借り、替え玉皇帝として国内の改革に取り組む。更に帝国騎士ヒルデガルトの急報を受けて十四カ国連合軍との戦に臨み、圧倒的物量によって天才軍師マサト・ホウライを打ち破った。

　こうして一段落ついたかと思いきや、虜囚とした「風の姫ヴエネリツサ」ロザリンドの解放を求めて「七勇神姫セテイオ・プリンサ」の仲間たち五人が立ち上がる。

「ボクたちはお前を絶対に許さない！　絶対にだ！」

　鬼畜破は廉れん恥ち外道皇帝と罵られ、宣戦布告される常信。帝国民に皇帝への不信感が募ってしまう。頭を抱える常信を救ったのは純粋なパオラの思いとキャラの機転だった。国民の信頼を得た常信だったが、「七勇神姫」たちは進軍を始める。

　彼女たちとの戦争を避さけるため、常信は様々な手を打った。

　甘いものに目がない「火の姫フイアネツサ」マリアンヌにはお菓子の城を渡して進軍を止め、彼女の相棒であるセキリンダイシンリュウとの勝負では獣人族の技術と魔法を融合させた新兵器を導入して勝利を収める。

　可愛かわいい女の子が大好きな「水の姫アクウイツサ」ナタリアの母国アレグランサに薄いマンガ本を大量流通させ、彼女の動きも止めてみせた。

　そして「十二星姫ドーデイ・ステラ」をアイドルデビューさせ、アイドル活動をしている「地の姫スオロツサ」マライカの動きも封じる。「光の姫ルーテツサ」ユーリの捕獲も成功し、残るは「闇の姫ブイオツサ」シエラただ一人となった。

「皇帝。貴方あなたのもつ最大戦力で攻めると良い。ボクはその全すべてを悉ことごとく打ち砕こう」

　ところがシエラの力は桁けた外れに強大だった。あらゆる攻撃を飲み込み、無効化して進む彼女の前に帝国軍は為なす術すべがない。皆が諦あきらめかけ、「風の姫ヴエネリツサ」が自ら犠牲になることを申し出たとき、常つね信のぶが声を上げた。

「俺は君を死なせたくない」

　ロザリンドを守るため、常信はシエラと一対一で対峙する。その目もく論ろ見みは相手に看破されてしまうが、皇帝を助けようと駆けつけた帝国民によってシエラの性癖が露あらわとなり、彼女は腰砕けに。ベアトリーチェがトドメを差し、シエラを打ち負かすことに成功する。

　そして何な故ぜか「七勇神姫セテイオ・プリンサ」たちは帝国城内に居着いてしまった。

「やったね、へーか！　嫁が増えたよ！」





第？章　神の試練（瞬殺）







　広大な砂漠の中から指輪を一つ見つけ出す。

　途方もない年月を必要とする過酷な試練に対し、日和ひより常信はハアとため息をついた。

「まさか一日で見つかるなんて……」

　自分の手の平に載っているダイヤモンドの指輪を見下ろす。大たい神しんゼーバが試練の前に見せた物で間違いない。どう見ても本物だ。

「さすがに一日は早過ぎるよなあ……。せめて三日……あんまり変わらないか……」

「どうしたのだ、勇者よ？　降参するには早過ぎるであろう」

　一人ぼやいていた常信の頭上から威い厳げんのある声が降ってきた。素早く手を握って指輪を隠し、見上げる。

「あ、どうも。大神ゼーバ様」

　雲の隙すき間まから顔を出している巨大な偉い丈じよう夫ふに挨あい拶さつをした。相手も「うむ」と鷹おう揚ように頷うなずく。立派な髭ひげをたくわえた中年男で、イバラの冠かんむりを被かぶり、下半身に腰巻きを巻いているだけのシンプルな格好だ。筋きん骨こつ隆りゆう々りゆうとした肉体を見せつけるように胸を張っている。

　この大男こそ、大陸で最も信仰を集めている神、最高神ゼーバだ。

　ゼーバは悠然と笑みを浮かべ、常つね信のぶを見下ろす。

「これまで幾多の試練を乗り越えてきた汝なんじであっても、此こ度たびの試練には苦しんでおると見える。しかし、それでこそ試練。吾わが輩はいの末すえ娘むすめ、クオーレを娶めとるに相応ふさわしい勇者であるかどうかを試す、最終試練なのだ！」

　大男が天空で両腕を広げた。

　どこからともなく荘そう厳ごんな旋律が流れ出し、大地に光が降り注ぐ。

「勇者よ。この試練を乗り越えしとき、汝は真に大切なものをその手に摑つかむであろう」

　陶とう然ぜんと告げる大たい神しん。

　その姿を見上げ、常信は小さくぼやいた。

「手、開けづらくなったなあ……」

　試練を乗り越えよと言いながら、最高神は勝ち誇った顔をしている。こちらがすでに指輪を手に入れていることなど予想だにしていないのだろう。

「パパ！」

　大男のすぐ側そばで高い声が上がった。

「どうした、クオーレ？　お腹なかが減ったのかい？」

「違います！　私にも、その……皇帝に一言、言わせてっ」

「おお、そうか。そのくらいなら許してやろう。勇者の励みになるであろうからな」

　ゼーバが穏やかに答えるなり、光の球がこちらに向かって降りてきた。常信の目の前まで来ると光が弱まり、中から一人の美少女が姿を現す。

　最高神ゼーバの末娘、慈じ愛あいの女神クオーレだ。

　セミロングの水色髪をカチューシャで整え、白を基調としたノースリーブのワンピースに身を包んだ少女は、眉まゆをキッと吊つり上げてこちらを見み据すえた。

「ちょっと皇帝！　簡単に諦あきらめたりしたら許さないんだからねっ」

　人差し指を立て、口を尖とがらせる。常信はアハハと愛想笑いを浮かべるしかなかった。

「か、勘違いしないでよね！　別に……あんたのことなんて何とも思ってないんだから！　ただ、皇帝だったら、もう少し頑張ってもいいんじゃないのっ？」

　そう言い放つなり、フンとそっぽを向く。

　しかし、すぐにこちらをチラチラ盗み見てきた。

　相変わらず雑なツンデレだなあ……と思いつつ、常信は指輪をズボンのポケットに押し込んだ。また日を改めて話をすることにしよう。

「皇帝！　今、何か隠したわよねっ？　何を隠したの!?　見せなさい！」

　ところがクオーレが目め敏ざとく指摘した。こちらが「何のことかな？」と言っても聞く耳持たない。ズイッと身を寄せ、「そのポケットに隠したものよ！」と指差した。

「どうしたのだ、クオーレよ？　婚礼前だというのに、そんなに近づいてはならぬっ」

「パパ！　皇帝が何か隠したのっ。きっと良からぬ物よ！　だって皇帝は鬼畜破は廉れん恥ち外道なんですものっ。も……もしかして私のスカートの中を盗撮!?　そ……それを使って何をするつもりなのよ！」

　クオーレが顔を真っ赤にして叫ぶ。

　雲間に浮かぶ大男がグワッと目を見開いた。

「盗撮だと!?　勇者よ！　本当にそのような卑ひ劣れつな真ま似ねをしたのか!?　今すぐ隠した物を出すが良い！　吾わが輩はいがどのような写真を撮ったのか確認しよう。裁定はその後、行うものとする！　吾輩は常に寛容であるぞ」

　いや、けっこうムキになったり意地になったりしてたと思いますけど、とは思ったが口には出せず、「盗撮なんかしてない！」と返すので精一杯だった。

「本当にっ？　何でよ!?　何でしてないのっ？　私が可愛かわいくないって言うの!?」

　何な故ぜかクオーレが不満そうに詰め寄ってくる。意味が分からない。

「勇者よ。疑いを晴らすには、そのポケットの中の物を出すより他あるまい。安心せよ。我は全すべての神の頂点に立つ神、最高神ゼーバなるぞ。決して悪いようにはせぬ」

「うわぁ……。信用ならないなあ……」

「私のじゃなかったら、誰だれの隠し撮りなのっ？　やっぱりパオラなの!?　おっぱいが良いの!?　それともマリアンヌ？　ロザリンド？　……まさか、キャラっ？　ううん、ユーリって線もあるわ。皇帝、あんた、そっちの趣味だったの!?」

「さっきから言いたい放題だな、君も！」

　たまらず常つね信のぶはクオーレに言い返す。いつの間にか、くっつきかねない位置まで迫っていた彼女はさっと身を引き、自分の肩を抱いた。

「何よ！　私があんたと結婚してあげるって言ってるのは、あくまでユーリたちを守るためなんだからね！　私が嫉しつ妬としてるとか、勘違いしないでよね！」

「ああ、面倒くさいなあ……。もう、いいや……」

　色々とバカバカしくなってきたのでポケットに突っ込んだ指輪を取り出す。クオーレについっと差し出した。

「これだよ、ほら」

　若干、投げやりに言う。ダイヤモンドが昼過ぎの日光を反射して目ま映ばゆく輝いた。

「…………」

　沈黙が訪れる。

　目の前に差し出された物の正体を理解したクオーレの目が大きく見開かれた。

「指輪!?　パパ！　指輪よ！」

「う、うむ……。そのようだな。しかし、だからといって吾輩が砂漠に投げ捨てた──」

「皇帝がパパの試練を次から次へと簡単に乗り越えちゃうものだから『これなら人間の寿命では一生かかっても探し出せまい。ガッハッハ！』とか悪い顔して課した嫌がらせみたいな最終試練の指輪で間違いないわ！　どうして!?　信じられない！」

「わ、吾わが輩はいはっ……勇者に嫌がらせなど課してはおらんぞ……！　一人で探したら千年くらいはかかるだろうなと思ってはおったが……」

「やっぱり嫌がらせじゃない！」

「なな何を言うか！　だいたい、それが本物の指輪なわけがないのだ！　昨日の夜明けとともに試練を課したのだぞ。たった一日で見つかるはずがない！　どんなに勇者が大勢の手下を従えていようとも、一年ほどはかかる計算であったのだ！」

　そういえば、そんな計算もしていたなあと常つね信のぶは懐かしさすら感じた。大たい神しんはなおも言い募る。

「よしんば一千万の大軍を動員することができたとして、それでも一月は経たつべきなのだ！　それを、一日だとっ？　そんなもの、どこぞの職人に作らせた偽物に違いない！」

「だけど、パパ。リングの裏側に帝国花の刻印が記してあるわ。偽造防止のために、このことは皇帝には内緒にしてたわよね？」

　常信から指輪を受け取った慈じ愛あいの女神が、指輪の裏側を真剣な眼まな差ざしで見つめながら言った。大神が「なぬっ？」と雲間から身を乗り出す。

「ちょ、ちょっと見せてみなさい！　吾輩が確認する！」

「はい、どうぞ」

　クオーレは指輪を小さな光の球に包み込み、天に放った。一筋の光が瞬またたく間に大神の手の平に届く。巨大な人差し指の腹にそれを乗せたゼーバは目を凝らした。

　しばらくして「ふむ」と唸うなる。

「……本物のようだな」

「そうよね！　ということは、これで最終試練は合格！　皇帝は晴れて私を妻として娶めとることが──」

「早まるでない!!」

　大神の一喝が突風を巻き起こした。吹き飛ばされそうになり、常信は慌ててその場に踏ん張る。クオーレは乱れた前髪を整え、顰しかめ面になった。

「どうしたの、パパ？　その指輪が本物なら、最終試練は合格よねっ？」

「……納得いかん。何な故ぜ、これほどまでに早く見つけることができたのだ？」

「そんなの、決まってるわ」

　急に穏やかな声を出し、クオーレがうっとりと胸に手を当てる。

「皇帝の、私に対する愛が奇跡を起こしたの。愛はどんな力よりも強いんだから」

「ぬああああああああああああああああああああああ!!」

　突如、ゼーバが雄お叫たけびを上げ、人差し指に乗っていた指輪を空の彼方かなたへ投げ捨てた。

「パパ!?」

「……すまん。手が滑った」

　絶句する娘に対し、あまりにいい加減な言い訳をする最高神。

　あげく、常つね信のぶに対し向き直ると「勇者よ」と厳おごそかに言い放った。

「予期せぬ事故により指輪は再びいずこかへと消え去った。恐らく、この大陸のどこかにあるだろう。改めて探し出し、吾わが輩はいの下もとに持ってくるが良い。さすれば今度こそクオーレとの結婚を認めよう」

「パパ！　あれ、事故じゃないわよね！　明らかに故意だったわよね！」

「クオーレよ。最高神たる吾輩であっても、運命のイタズラには抗あらがえぬのだ……」

「理不尽！　パパが本気になれば確率だって操れるじゃない！　神々との戦いでも確率を操って無傷であり続けたって、いっつも自慢してたじゃない！」

「愛いとしい娘よ。最終試練は二段オチになっておったのだ」

「そんな言い訳、通用しないわよ！　こんなの、こんなの皇帝が可哀かわい想そうでしょっ」

　そこまで捲まくし立てたところで、クオーレはハッと常信を振り向いた。

「勘違いしないでよね！　別に私、あんたと早く結婚したいなんて思ってないんだから！　今のは、さすがにあんまりじゃないかなって思っただけなんだからね！」

　再び顔を真っ赤にして叫ぶので、「あ、うん」とだけ返す。

　それから最高神ゼーバを見上げた。

「もう一度、見つければ良いんだな」

「そうだ。今一度、指輪を持ってくることができれば、最終試練の合格を認めよう」

「大たい神しんゼーバに二言はないよな？」

　一応、念を押す。大男が深く頷うなずいた。

「無論だ。さあ、勇者よ！　今再び、探索の旅へと赴おもむくが良い！」

「あ、いや。その必要はないから」

　しかし常信は軽く返すと、懐ふところから一枚の布を取り出した。ハンカチほどの大きさのそれを地面に広げる。紫色の布には魔法陣が描かれていた。

「ええと、晶機コムニカのアプリで呪文を詠唱してくれるんだよな」

　手の平サイズの水晶を操作し、呪文を再生する。魔法陣が光り輝いた。

　数秒で光は収まり、布の上に指輪が現れる。

　それを摘つまみ上げて常信は高々と天に掲げた。

「ほら、持って来たぞ」

「何じゃ、そらあああああああああああああああああああああああ!?」

　大神の絶叫が響き渡る。

「勇者よ。汝なんじ、一体何をしおった!?」

「もしものときのために、指輪に帰還魔法を付与しておいたんだ。これで、どこにやっても呪文一つでこの魔法陣のところまで呼び戻すことができる」

「すごいっ……」

　常つね信のぶの隣でクオーレが瞳ひとみを潤うるませる。

「これが愛の力！　皇帝ってば、そんなに私と結婚したいのねっ」

　熱っぽい視線を向けられるので彼女の方を見ると、瞬時にそっぽを向かれた。

「べ、別に嬉うれしくなんかないんだからねっ」

　本当に自分は何をしているのだろうと自問してしまう。

「なあ、大たい神しんゼーバ様。これで俺の──」

「これが本当の最終試練であるぞおおおおおおおおおおおおおおおおおお!!」

　巨大な拳こぶしがこちらに向かって容よう赦しやなく打ち下ろされた。

「スーパーギャラクティカグレイツエクセレントスペシャルマックスビューリフォーファイナルエグゼクティブアルティメットウルトラエターナルマグナムファイナルクリティカルゴッドパアアアアアアアアアアアアアアアアアアンチ!!」

　最高神ゼーバが唾つばを飛ばしながら叫ぶ。

「このパンチは森しん羅ら万ばん象しよういかなる者も避さけることが敵かなわぬ無敵の拳！　相手は死ぬ!!」

　理不尽にもほどがあるな。あと、ファイナル二回言ってるから。と、常信は醒さめた目で迫り来る巨岩のような拳を見上げた。

「やめて、パパァッ!!」

　隣でクオーレが悲鳴を上げる。その声で彼女が逃げていないことに気づき、咄とつ嗟さに抱き寄せて庇かばった。

　瞬間、神の拳が打ち落とされる。




「ごっはああああああああああああああああああああああああああああ!?」




　森羅万象いかなる者も避けることが敵わない無敵の拳を食らい──




　大陸において最も信仰を集めている最高神ゼーバの片腕が消し飛んだ。




「な、何が起きたのだっ……？」

　目を剝むく神に対し、無傷の常信は淡々と返す。

「まあ、このくらいのことは想定して対策を施してあるよ」

　不敵に笑ってみせた。

「だってウチ、大国だから」





第一章　神嫁って多分、意味が違う（正論）







　川辺で美少女たちが戯たわむれている。

「それそれ～♪」

「キャッ。パオラ様、冷たいですよぉ」

「やったな～。マライカちゃんもやり返すぞ～っ」

　銀髪を舞い踊らせ、小柄な美少女が弾はじけるような笑顔で皆に川の水をかけると、それに対し数人がキャッキャとはしゃぎながらやり返す。

　そんな微笑ほほえましい光景を眺め、日和ひより常つね信のぶは頰ほおを緩ませた。

「パオラたち、楽しそうだな」

「日差しが強くなってきているというのに、皆、元気ですわよね」

　隣を見る。豪ごう奢しやな衣服を身に纏まとった金髪エルフが大きなパラソルの下で優雅にティータイムを楽しんでいる。こちらに流し目を向け、「陛下もいかがですか」と誘ってきた。

「エルフって森で生活しているイメージなんだけど、日焼けを気にしたりするのか？」

　色っぽい紫の瞳ひとみを見返すことができず、目を逸そらしつつ尋ねる。

　そっとティーカップを降ろし、エルフがこちらに向き直った。

「人間種でいうところの日焼けは致しませんわ。けれど強い日差しは好みませんの。森の中は木々によってほどよく日差しが遮さえぎられますから、過ごしやすいんですのよ」

「ああ、なるほど」

　常信が頷うなずくと、彼女は丁寧に一礼する。

　さすがは名門貴族の令嬢、所作に隙すきがないなあと感心した。

　屋外のティータイムを楽しんでいる彼女はベアトリーチェ・エヴァンジェリスティ公こう爵しやく令嬢。エルフの気高さを持ちつつ艶なまめかしい色気も感じさせる、常信の側近の一人だ。

「へーか！　へーか！　一緒に遊ぼうよっ」

　元気の良い声が土手を駆け上がってくる。

　裸足で走ってきたのは銀髪の美少女だった。

　彼女が跳ねるように斜面を上がるたび、豊満な胸がたゆんたゆん揺れる。

　しかも水遊びをしていたせいで衣服が濡ぬれており、微かすかに下着が透けて見えた。自然とそちらに目が行ってしまい、常信は懸命に視線を相手の顔に向ける。

「へーか、早くっ」

　翡ひ翠すい色の瞳が純粋な眼まな差ざしで誘う。

　腕を取られ、「ああ、うん」と曖あい昧まいな返事をした。

　花咲くような笑顔で常信の腕を引く彼女はパオラ・ハルバート。

　皇帝の妹であり、今は常つね信のぶの妹ということになっている。

　パオラに引っ張られて土手を下りながら、常信は改めて自分自身のことを考えてみた。

　名前は日和ひより常信。平凡な十八歳だったが、突如、異世界に召喚されて全く平凡でない人生を送っている。大陸の八割超を占める超大国グロリア帝国の皇帝に据すえられ、国内の改革や十四カ国連合軍との戦争、伝説の勇者「七勇神姫セテイオ・プリンサ」との戦いまで経験した。

　パオラやベアトリーチェといった美少女たちのお陰で様々な面倒事をどうにか切り抜け、それなりに楽しい皇帝生活を送っている。

「あ！　皇帝さんも来たんだね～♪」

「それなら、あたしも本気だそうかねぇ」

　川辺にやって来ると、美少女たちがこちらに手を振ってきた。

　一番元気良く手を振っているのはマライカ・ビッテ・アラースム。中東の踊り子を彷ほう彿ふつとさせる格好で、川の中でも軽やかに跳びはねている。

　その後ろ。川の中程で腰まで水に浸つかり、不敵に笑っているのがナタリア・テラディリャスだ。南国生まれらしく肌は小麦色で黒髪をポニーテールにまとめている。

　彼女たちは二人とも帝国民ではない。マライカは商業都市国家エイズルムの姫であり、ナタリアは海洋国家アレグランサの王女だ。ともに伝説の勇者「七勇神姫」でもある。

「陛下！　こちらで共同戦線を張りましょう」

　凛りんとした声に振り向くと、右手に美少女が二人、寄り添うように立っていた。くるぶしまで水に浸かった彼女たちは容姿がよく似ている。プラチナブロンドの髪を肩の辺りで切り揃そろえている方がヒルデガルト・スターリング。背中まで髪を伸ばしている方がロザリンド・スターリング・フォン・イグドラルだ。

　二人は従姉妹いとこの間柄であり、同い年で昔から仲が良いらしい。ただ、ヒルデガルトが帝国民であるのに対しロザリンドはイグドラル王国の姫ということで、一時期は敵対せざるを得ない関係だった。ロザリンドは「七勇神姫」の一人でもあり、二人は死闘を繰り広げたこともある。

「是非とも、こちらに！　陛下！」

　しきりに常信を呼ぶヒルデガルト。その隣でロザリンドはどこか恥ずかしそうにしている。パオラが「むむーっ」としかつめらしい顔になった。

「ヒルデたちと組んでマライカちゃんたちをやっつけるのも手ですなー」

「そんな真剣に考えるようなことかな？」

「へーか！　遊ぶときは真剣に遊ばないといけませんっ」

　パオラがぷくっと頰ほおを膨れさせる。

「パオラちゃん！　アタシたちが組めば最強だよっ」

　マライカがパオラを勧誘してきた。

「どんな水流もアタシが石の壁を作って防御するから！」

　そう言うなり、腰のナイフを引き抜いて構える。たちまち川辺の砂利が集まって彼女の前に壁を作り上げた。「地の姫スオロツサ」たるマライカの能力だ。

「おいおい、川で『水の姫アクウイツサ』に勝てると思ってんのかよ？」

　ナタリアがニヤリと笑う。彼女の周りの水が渦を巻き始めた。水柱が立ち上がり、彼女の姿を隠す。

「ちょっと待て！　これは単なる川遊びだろっ？　『七勇神姫セテイオ・プリンサ』の力なんか使うなよ！」

　常つね信のぶは焦って声を上げた。パオラが「ふわーっ、すごいねー！」と瞳ひとみを輝かせる。

「ならば私も『風の姫ヴエネリツサ』として立たねばなるまい」

　ところが誰だれも聞く耳持たず、ロザリンドまで乗ってきた。

　彼女の周囲に風が巻き起こり、腕を振るなりナタリアの水柱を切り裂く。

「ほぉう、やるねえ」

　姿を現したナタリアが獰どう猛もうな目つきで笑った。

「ちょっと本気出してやろうか！」

「望むところだ！」

「アタシも忘れないでよね！」

　三人が同時に力を解放する。「水の姫」の水流、「風の姫」の突風、「地の姫」の砂さ礫れきが激突した。

「おおおいっ？　何、考えてるんだ!?」

　衝撃からパオラを庇かばいながら叫ぶ。背中に砂利混じりの水が浴びせられた。

「何って、パオラも言ってただろぉ？」

　水上に立ち、ナタリアが言う。

「遊ぶときは真剣にって、なあ！」

　彼女が足で水面を打つなり、川の水が放射状に凍りついていった。

　マライカは川底の砂利を集めて氷が届く前に脱出し、ロザリンドは空気の壁を作り上げて凍結を免れる。ヒルデガルトは彼女の背中に隠れて事なきを得た。

「いや、遊びの範はん疇ちゆう超えてるから！　能力使うのはやめろ！」

　常信が怒鳴った瞬間、「あひぃっ！」と艶つやのある悲鳴が上がった。

「えっ？」

「ロザリーっ？」

　ヒルデガルトがロザリンドを背後から抱きかかえる。常信は己の過ちに気づいた。

「しまった！　ロザリーには従属魔法がかかっていたんだ……」

　諸事情により、ロザリンドには常信の命令を絶対に聞くよう従属魔法がかけられている。この魔法は、命令を遂行するまで相手に性的な快感を与え続けるのだ。

「ああっ！　ダメェ……私が、力を解いたら……ヒルデが氷づけにっ……！　あはぁっ」

　膝ひざを突くロザリンド。水しぶきが跳ねる。懸命に彼女の体を支えようとしていたヒルデガルトが、甘い吐息を吐いて身震いする従姉妹いとこにハッと目を見開いた。

「ロザリー！　私のことは気にしなくて良いから、陛下の命令に従うんだ！」

「これしきのことでっ……私が屈することなど……ない！　心配は……無用うぅぅん」

　頰ほおを紅こう潮ちようさせ、下唇を嚙かみしめて何かを堪こらえるロザリンド。もじもじと太ふと股ももをすり寄せて悩ましげに眉まゆ根ねを寄せる。

「ごめん！　ごめん！　今の命令はなし！　というか、ナタリアやめろよ！」

　常つね信のぶは大声で叫んだ。たちまちロザリンドが脱力する。

「へーかぁ……苦しいよぉ……」

　胸の辺りで声がした。見下ろすとパオラがイヤイヤと首を振っている。彼女を庇かばったとき強く抱きしめたままだったようだ。慌てて身を離す。

「ごめん、パオラ」

「ふわぁ……。えへへ～、大丈夫だよ」

　ようやく解放されたパオラは、しかし自分から抱きついたまま離れようとしない。濡ぬれて湿り気を帯びた柔らかな感触がむにむにと腹の辺りを刺激して、大変危険だ。

「パオラ、ちょっと離れてくれ」

　たまらず、そう言う。彼女の肩がビクンと跳ねた。

「ふわぁっ！　んんんっ……」

　今度はパオラが切なそうな顔をする。常信は頭を抱えた。

「パオラにも従属魔法かかってるんだった……。何で、すぐ忘れちゃうんだろう、俺」

　パオラに従属魔法がかけられたのは、常信がこの世界に召喚されたときである。

　本来なら常信がパオラの言いなりになるよう魔法がかけられるはずだったのだが、パオラの、ある意味、正しい判断により主従が逆転していた。

「えっと、パオラ？　どうして抵抗してるのかな？」

　パオラは素直な子なので、本来なら命令に従ってくれるはずである。

　ところが自分に抱きついたまま離れようとしないので、不思議に思って尋ねてみた。彼女は瞳ひとみをふるふる潤うるませてこちらを見上げる。

「わたしが離れたら、へーかはみんなを止めに行っちゃうでしょ。危ないよぉ」

　優しい気遣いに胸を打たれた。思わず彼女の頭を撫なでる。

「パオラは優しいね」

「えへへ～♪」

「和んでる場合じゃないわよ！」

　叱しかられてしまった。
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　振り向くとマライカが険しい顔をしている。川ではナタリアとロザリンドが激突を繰り返していた。砂利の壁を作って防御していた「地の姫スオロツサ」が悔しそうに叫ぶ。

「ナタリア！　戦うんならアタシとやりなさいよ!!」

「怒るところ、そこなんだ……」

　思わず呟つぶやいた常つね信のぶにマライカが振り返った。

「アタシとナタリアはライバル同士なんだよ！　皇帝さん、何とかしてよ！」

「いや、この状況を何とかしてと言われても……」

「陛下！　ご無事ですかっ？」

　ヒルデガルトがこちらに駆けてきた。彼女は全身びしょ濡ぬれである。服の裾すそを絞って水を落としながら言った。

「足手まといだから離れていろと言われてしまいました……。陛下、私に剣の使用をお許し下さいっ」

「ダメだ。これ以上、騒ぎを大きくしないでくれ」

　派手な水しぶきが起こり、砂利の壁を超えて常信たちに降り注いだ。

　空を仰ぐ。

　水の竜に乗ったナタリアと風をまとったロザリンドが互いの能力を駆使して戦っていた。力は拮きつ抗こうしているように見える。

「……これ、いつになったら終わるんだろうな？」

「私に剣の使用を許可していただければ──」

「だからダメだって、ヒルデ」

　やる気に満ち溢あふれている彼女を押し止とどめていると、不意に空が曇った。

　いや、日が陰ったのだ。常つね信のぶがもう一度天を仰いだとき、空から何かが急降下してきた。それは途中で二つに分かれ、そのうち一つが垂直落下する。

「うふふ～♪　悪い子は焼き滅ぼしちゃうぞ～っ」

「!?」

「!!」

　落下してきた赤いものは、ナタリアとロザリンドの間を貫き、川に降り立った。たちまち辺りに蒸気が立ちこめる。

「遅くなってごめんなさいね～。お父さまが会議、会議ってうるさいから～。あらぁ？」

　蒸気の中心で間の抜けた声がした。

　少しして、蒸気の中から一人の美少女が姿を現す。

　ナタリアと同じくらいの長身で、溢れんばかりの巨乳。光の加減ではオレンジにも真紅にも見える茶髪を揺らして歩いてくる。

「皇帝さん、今日はお外でまったりティーパーティーじゃなかったの～？　私、お菓子を楽しみにして来たのに～」

「やあ、マリアンヌ。お望みの物はあっちだよ」

　指を咥くわえる彼女に常信は土手の方を指差した。相手がパアッと笑顔になる。

「やった～♪　帝国のお菓子って華やかで美お味いしいから大好き～っ」

　巨乳をばるんばるん揺らして嬉うれしそうにベアトリーチェたちの方へ駆けていく彼女を見やり、常信はハアとため息を吐ついた。

「やっぱりマリアンヌも来たんだ」

　彼女の名はマリアンヌ・レーヴェ・スライフォード。山岳国家ブリムレックの姫にして竜騎士であり「七勇神姫セテイオ・プリンサ」の一人、「火の姫フイアネツサ」だ。

「彼女が来たってことは、もう一つのアレはきっと……」

「なかなか面白そうな趣向ではないか、皇帝」

　いきなり背後から話しかけられ、ビクッと身を反らした。恐る恐る振り返る。

「良いぞ、皇帝。我を畏おそれる、その態度。それこそ卑ひ賤せんなる人間の態度というものだ」

　目の前に浮いていたのは髪も服も真紅に染め上げられた幼女だった。瞳ひとみの色は黄金で、鈍い光の奥底に全すべてを睥へい睨げいする傲ごう慢まんさが宿っている。

　そして何より特徴的なのは彼女の背から生えた大きな羽であった。蝙こう蝠もりのそれを思わせる形状だが、やはり真紅に染まり禍まが々まがしさを感じさせる。幼女は羽を大きく広げ、空中に浮いていた。

「セキリンダイシンリュウ……その羽、魔力が戻ってきているのか？」

　常つね信のぶの問いに幼女はフンと鼻を鳴らす。

「この程度、戻ったうちに入らんわ。マリー一人背負って飛ぶので精一杯であったのだぞ。やれやれ、皇帝。お前の顔を見ると、八つ裂きにしてやりたくて腕がうずくわい」

　幼女が口の端をつり上げると、牙きばがチラリと覗のぞいた。

　背筋が寒くなる。

　彼女は人間ではない。人の姿は仮かり初そめのもので、その本性は大陸最強種の竜族だ。しかも最高峰の一角とされるセキリンダイシンリュウである。

　以前、彼女と賭かけをして常信たちが勝利を収めた結果、幼女の姿になってしまったのだが、本人にとってはひどく窮きゆう屈くつなものらしい。おかげで明らかに恨みを買っていた。

「わーっ、すごいね！　きれいだね！」

　陽気な声に視線を動かす。

「ねえ、へーか！　つるつるしてるよっ。すごいね！　私、セキリンダイシンリュウのことは本で読んだことしかなかったから、こうやって触るの初めてなんだ！」

　パオラがセキリンダイシンリュウの羽を撫なで擦さすっていた。

「パオラあああああああああああああああああああ!?」

　慌てて彼女を抱え上げ、幼女の側そばから引き離す。

「どうしたの、へーか？」

「あのね、パオラっ。ほら、そのっ……他ひ人と様さまの体に触れるときは、ちゃんと断ってからにしようね。嫌がる人もいるからね」

「そっか。ごめんなさい」

　素直にパオラは頭を下げた。常信の腕に大きな優しさがむにゅっと当たる。

　意外にも、セキリンダイシンリュウはフンと鼻を鳴らしただけで離れていった。

「あーあ……。やめだ、やめだ。邪魔が入っちまった……」

「私としたことが、少々、熱くなり過ぎた……」

　バシャバシャと水音をさせてナタリアとロザリンドが川から上がってきた。

「ナタリア！　やり過ぎだろっ」

「悪ぃ、悪ぃ。最近なまってたから、軽く運動したくてよ」

　まるで反省していない口ぶりでナタリアが手を振る。ロザリンドは申し訳なさそうに跪ひざまずいた。ヒルデガルトが「大丈夫か？」と彼女に寄り添う。

「私も頭に血が上ってしまいました。マリアンヌに割り込まれて我に返ったのですが、大変失礼を致しました」

「ロザリーは反省してるから、いいよ。あと、さっきはすまなかった」

「いえ……。私は陛下のものですから、どのように扱われても構いません」

　跪ひざまずいたまま、ロザリンドが頰ほおを染めた。

「そういうこと言わないでくれっ。俺は別に君を──」

「あ、くうっ……」

　ロザリンドの肩が跳ねる。自分が「命令」したことに気づき、常つね信のぶは項垂うなだれた。

「なあ、パオラ。もうロザリーの従属魔法は解いても良いんじゃないかな？」

「そうなの？」

　パオラがひょこっと小首を傾かしげた。ロザリンドがグワッと顔を上げる。ヒルデガルトも隣で目を見開いた。

「「このままでいさせて下さい！」」

　従姉妹いとこがハモる。常信は二人をまじまじと見つめた。

「陛下！　この魔法は私と陛下を結ぶ、いわば絆きずなです。確かに少々厄介なところはありますけれど、それもまた陛下との繫つながりを濃くするものだと思えば、何の問題もありません。むしろ、とても大切なものだと今は感じております」

　ロザリンドが胸に手を当てて告げる。隣でヒルデガルトも深々と頷うなずいた。

「そっか！　わたしもへーかといっぱい繫がってるんだね！」

　パオラが瞳ひとみを輝かせる。卑ひ猥わいな連想をしそうになり、常信は強く目を閉じた。

「とりあえず、着替えよう……。皆、びしょ濡ぬれになってしまったからな」




　天幕の中で着替えを済ませた常信は、お菓子談義に花を咲かせているマリアンヌたちの邪魔をしないよう、少し離れた席に落ち着いた。

「あー、疲れた……。今日は休暇のはずだったのに……」

「お疲れー……」

「……お前は疲れてなさそうだな」

　簡易ベッドに寝転がって手の平サイズの水晶を弄いじっている赤毛の猫耳娘にぼやく。彼女の尻尾しつぽがゆるりと揺れた。

「まーねー……。もっとテキトウに生きようよ、陛下ー」

　この美少女はキャラ・カッチーノという獣人族の娘だ。日がな一日ゴロゴロして過ごすのが至福だと言い切る自堕落娘だが、天才発明家でもある。彼女がしきりに弄っている水晶も晶機コムニカという発明品で、大陸全土に広まりつつある携帯端末だ。

「……さっきからずっと何してるんだ？　外に出て遊ぶような性格じゃないのは知っているけど、やけに晶機を弄ってるよな」

「あー、うん……。新しいアプリの調子を見ててねー……。これなんだけどー……」

　晶機の画面を見せられ、常信は絶句した。
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「とうとうリアルタイムで呟つぶやくようになったのか……」

　常つね信のぶの感想にキャラは「おお」と眠たげな目を僅わずかばかり開いた。

「あたしの作った『一言投稿』の本質をすぐに見抜くなんて……陛下は本当に、ときどき鋭いねー……」

「まあな。……でも、キャラ。これはちょっと晒さらし過ぎじゃないか？　ああ見えて、彼女たちは一国の姫なんだぞ。動きが筒抜けじゃないか」

「そうだねー……。だけど陛下ー。こないだみたいな騒ぎになるよりかは良いんじゃない？　陛下がみんなを城に閉じ込めて毎晩良からぬことをやってるなんて思われるよりはー」

「それはそうだが……って、そうだよ！　すっかり忘れてた！」

　常信は椅い子すから飛び上がり、和わ気き藹あい々あいとお茶やお菓子を楽しんでいるベアトリーチェたちの下に向かった。こちらに気づいてパオラが「へーか、こっち！」と手を挙げる。

「へーかはわたしの隣ねっ」

「ありがとう、パオラ。その前に大切な話があるんだ」

　真面目まじめな顔をして告げると、その場にいた全員が常信を見た。

　二つある真っ白な円卓をそれぞれ見回す。

　向かって右の円卓にはパオラ、ベアトリーチェ、ロザリンド、ヒルデガルトが座り、左の円卓にはナタリア、マライカ、マリアンヌが腰掛けていた。セキリンダイシンリュウは羽を畳んでマリアンヌの膝ひざの上にいる。

「……なあ、いつになったら帰るんだ？」

　向かって左の円卓を見て言った。

　三人ともが首を傾かしげる。

「何のことだ、皇帝？」

　最初に口を開いたのはナタリアだった。心底、意味が分からないという顔をしている。

「いや、分かるだろ!?　ナタリアもマライカもマリアンヌもいつまでウチにいるんだよ！　自国に帰ろうよ！　こないだの騒ぎから、ざっと一月経たってるぞ。特にいる意味ないよな？　君たちの国の民も心配してるんじゃないのかっ？」

「あら～」

　マリアンヌがマカロンを頰ほお張ばりながら答えた。

「私は時々、帰ってるわよ～。今日だってちょっとお城の会議に顔出してきたから～。つまり私は問題ないわよね～」

「大ありだよ！　お菓子の城はどうしたっ？　セキリンダイシンリュウの魔力が戻るまで、あっちで暮らすとか言ってたよな!?　ウチの城の一室に住み着いてるじゃないか！」

「だって、お菓子が美お味いしいんですもの～♪」

　丁寧に切ったパンケーキを口に運びながらマリアンヌは返す。

「答えになってない！」

「そうだぞ、マリー」

　ナタリアがうんうんと頷うなずいた。

「お前もだからな、ナタリア！　何で他ひ人と事ごとみたいな顔してられるんだっ？」

「あたしはここにいる理由、ちゃんとあるぜ」

「薄いマンガ本以外でか？」

「……それ以外に何があるっていうんだ？」

「帰れ！　今すぐアレグランサに帰れ!!」

「もーっ。皇帝さん、そんなにカッカしちゃヤだ～。ここはマライカちゃんに免じて、みんなのこと許してあげて欲しいな☆」

「君も帰ろうよ」

「ひっど～い！　パオラちゃん、皇帝さんがアタシに帰れって言うんだよ～。アタシ、パオラちゃんと離ればなれになるなんて、寂しいな～っ……」

「へーか！　マライカちゃんはずっとウチにいて良いと思います！」

　パオラがピシッと手を挙げた。常つね信のぶはマライカを睨にらむ。

「ずるいぞ、お前！」

「え～っ？　マライカ、本心を言っただけだよ～？」

「……何でウチにいたがるんだよ？　エイズルムから、お前を帰して欲しいって何度も言われてるんだよ。連れ戻すための使者も来てただろ？　あの、ジャフェルとかいう熊みたいなオッサンが」

「あ～っ、分かる！　ジャフェルって熊みたいだよね～。皇帝さんと意見が合うなんて、アタシたち上う手まくやっていけそうだね♪」

「話を逸そらすな！」

　あくまで強く迫ると、マライカは口を尖とがらせて目を逸らした。

「だって……ここにいた方が配信とかアイドル活動しやすいんだもん。最近は『十二星姫ドーデイ・ステラ』にバックダンサー手伝ってもらってるし……。そっちの方が受けが良いし……」

「それが本音か」

「アタシにとっては死活問題よ！」

　マライカがテーブルに手をついて身を乗り出す。弾みでよろめいたティーポットをマリアンヌが素早く支えた。ナタリアがパチンと指を鳴らす。

「なあ、皇帝。こう考えてみたらどうだ？　あたしたちは人質なんだよ。帝国に刃向かわないよう各国が差し出した姫。これなら帝国にも利益があるだろ？」

「そしてまた、ウチの評判が落ちるんだよ。いつになったら『悪の帝国』のイメージから脱却できるんだっ？　昔はともかく、近ちか頃ごろは侵略とかしてないだろ！」

「その辺りは、お気になさることはありませんわ、陛下」

　優雅に紅茶の香りを楽しみながらベアトリーチェが言った。

「『悪の帝国』、けっこうですわ。諸国に恐れられる存在であり続けることは帝国に利をもたらします」

「ああ、ビーチェはそういう思考だったな……」

「畏おそれながら、陛下がお優し過ぎるのです」

「よっしゃ！　それで決まりだな。あたしたちは皇帝の人質だ。いやー、辛つらいわー。帝都にいるの辛いわー。早く帰りたいわー」

　ナタリアが嬉うれしそうにチーズケーキを口に放り込む。

「ソニア呼ぶぞ」

「んぐっ……」

　常つね信のぶの一言に喉のどを詰まらせ、ゲホゲホと咳せき込んだ。

　ハアとため息を吐つき、常信はパオラの左隣に腰を下ろす。

「あ、あのっ……！」

　急にロザリンドが立ち上がった。怯おびえた眼まな差ざしで常信を見る。

「今の今まで我慢してきましたけれど、やっぱり私には無理です！　もう限界です！　陛下、みんなも、どうしてっ……」

　苦しそうに眉まゆ根ねを寄せ、震える指で常つね信のぶの側そばを指差した。

「ここに来てからずっと、四つん這ばいになって陛下の側をうろうろしているシエラのことに触れないんだ！　さっきなど、陛下の椅い子すを横にどけて自分の背中に座れと言わんばかりに控えていたのに、陛下が躱かわして椅子に座ったものだから寂しそうな顔をしているじゃないか！　こんな、こんなことが許されて良いのか!?」

「あー、それに触れちまったかぁ……」

「気にしたら負けだって言ったのに。ロザリーってホント、真面目まじめだよね～」

「うふふ～。ロザリー、このフォンダンショコラも美お味いしいわよ～♪」

「み、みんなっ……？」

　七勇神姫セテイオ・プリンサの仲間たちの反応にロザリンドは愕がく然ぜんとする。

　隣に座るヒルデガルトを見た。

　ヒルデガルトは素早く余よ所そを向く。

　パオラに目をやった。

「へーかにね！　話しかけたりエサをあげたりしたらダメだって言われてるのっ」

　真面目な顔で返される。

　とうとう一いち縷るの望みを託してベアトリーチェを見つめた。

　彼女は豪ごう奢しやな金髪をゆっくり搔かき上げ、穏やかに微笑ほほえんだ。

「ロザリンド、あなたの目に映っているのは幻覚です。そこには誰だれもいませんよ」

「あっはあああああああああああああああああ！」

　嬌きよう声せいが上がる。

「いいよぉっ♪　すごいのキたよぉっ♪　これほどの放置プレイ、初めて経験するよっ。ロザリー、ボクのことは気にしなくて良いからティーパーティーを楽しんでくれ！」

　斜め後ろで変態が騒いでいる。

　あまり見たくはなかったが、様子を確認するために振り返ってみた。

　期待に満ちた眼まな差ざしでこちらを凝視する碧へき眼がんと完全に目が合う。

　やっちまった……という後悔が顔に出てしまったのだろう。相手の口元がだらしなく緩んだ。

「皇帝！　そんな蔑さげすんだ目でボクを見るだなんて……最高だ！　やっと！　やっとボクを鬼畜破は廉れん恥ち外道らしく弄もてあそんでくれる気になったんだね！」

「……何だ、気のせいか。誰もいないな」

「あっはあああああああああああああ！」

　喜びのあまりゴロゴロと転げ回る。

　この川辺に来るなり、誰に言われたわけでもなく自主的に四つん這いになり「さあ、遠慮なく座ってくれ！」と言い放った彼女はシエラ・ログルド・バートロン。大陸第二の国土をもつテルエ王国の第一王女にして「七勇神姫セテイオ・プリンサ」の一人「闇の姫ブイオツサ」だ。

　その力はとてつもなく強大で、彼女の進軍を止めるのは帝国軍の総力をもってしても不可能ではないかと思わせた。正に勇者や英雄と呼ばれるに相応ふさわしい実力の持ち主なのだが、唯一にして最大の問題点を抱えている。

「ドＭなんだよなあ……」

　つい口に出してしまった。転げ回っていたシエラがピタリと止まり、真顔でこちらに向き直った。ただし四つん這ばいで。

「皇帝。ボクに言いたいことがあるんだね？　いいよ！　言ってくれ！　ボクにも『帰れ！』って命じてくれよ！　ナタリアやマリアンヌなんかに言っても楽しくないだろっ？　ボクに言ってくれれば、もうすんごいことになるから!!」

　不本意ながら、彼女にも従属魔法がかけられている。迂う闊かつに命令をすると喜ばせてしまうので質たちが悪い。

「さあ、皇帝！　さあ！　さあ！」

　シエラは熱い瞳ひとみでグイグイ迫ってくる。扇情的な体勢であり、彼女は胸も大きいのでエロいはずなのだが、本性を知っている身としては若干の恐怖しか感じられなかった。

「見なかったことにしよう」

　テーブルに向き直り、パオラが淹いれてくれた紅茶を一口飲む。

「ああ。とても美お味いしいよ、パオラ」

「えへへー。やった！」

　互いに笑い合う。背後で「ああ、すごいっ」「こんな間近で放置されるなんて」等々、聞きたくない台詞せりふが聞こえてくるけれど気にしたら負けだ。

「シエラ……あまりに不ふ憫びんだ……」

　ロザリンドが力なく座り、そっと目元を拭ぬぐう。

「涙を拭ふいて、ロザリー。ボクは今、最高に幸せなんだから」

　変態は目にも止まらぬ早業でロザリンドの側そばに移動していた。「ひっ」と身を引く彼女の顔を見て満足そうに頷うなずく。

「先日、父から書状が届いたんだ。ボクが性癖を暴露したせいで王室の権威が揺らいでしまったから、しばらく帰ってくるなと書いてあったよ。最高だろ！」

「やめてくれ！　聞きたくないっ……」

「兄上たちや母上からまでお叱しかりの書状をいただいたよ。ボクの一番の宝物だ」

「それ以上、言わないでくれぇっ！」

　ロザリンドは耳を塞ふさぎ、テーブルに突っ伏してしまった。

　彼女も気苦労が絶えないなあ、と常つね信のぶは色鮮やかな菓子に目を奪われながら思う。

「皇帝。上段右から二つ目、希望」

「ん？　ああ、これか……。えっ？」

　いつの間にか左隣に真っ白な女の子が立っていた。

　白金の髪に白い簡素な服。肌も雪のように白い。黄金の瞳ひとみは茫ぼう洋ようとしており、感情が読めない。その場に立っているのに存在感が薄かった。

「ユーリ!?　君まで、どうしたんだい……？」

　彼女はユーリ。アートマ神王国の王女にして巫女。そして「七勇神姫セテイオ・プリンサ」の一人「光の姫ルーテツサ」でもある。「ユーリ！」「おう、久し振り」と仲間たちが声を掛けた。

「アートマ神王国の悲願、達成」

　ユーリは常つね信のぶの問いに短く回答する。

「アートマ神王国の悲願？　ええと、ひとまず座る？」

　椅い子すを勧めようとしたが、それより早くパオラが動く。

「ユーリちゃん、どうぞ！」

　自分の椅子を彼女に差し出した。ユーリはそれをチラと見て、少ししてから頷うなずく。

「パオラの意図、把握」

「うむうむ。さすがですね」

　自分が譲った椅子に座るユーリを満足そうに見てからパオラも座った。

　常信の膝ひざの上に。

「ああ、うん。そうなる予感はしてたよ」

「えへへー」

　嬉うれしそうなパオラを抱きかかえるようにして膝に収めると、改めて尋ねる。

「それで、アートマの悲願って何なんだ？」

「わざわざ、ここに足を運んだということは、帝国に関係することなのですね？」

　ベアトリーチェが常信の問いにつけ加えた。ユーリがコクリと頷く。

「アートマ国民の悲願。女神様の降臨、成功」

　感情の感じられない声で告げた。そのせいで、一瞬、意味が分からなかった。

「女神様の降臨……？　それって、つまり……」

「あれ」

　ユーリは少し離れたところに建てられた天幕を指差した。護衛の兵士たちが数人、見受けられる。天気が良く、風も心地よいので昼間から眠そうにしていた。

　そこに天から光が差す。

「!?」

　どこからともなく荘そう厳ごんな旋律が聞こえてきた。

　光の球がゆっくり地上に降りてくる。

　まさに神々しい光景だった。

　護衛の兵士たちが皆、跪ひざまずいて祈りを捧げている。

　常つね信のぶは我知らず立ち上がり、数歩進んでボーッと光の球を見つめた。

　光の球が大地に降り立つ。

「慈じ愛あいの女神クオーレ様、心より歓迎」

　一瞬で移動したユーリが光の球の前で平伏した。中から人影が一つ現れる。

　常信は息を吞のんだ。

　光の当たり方によって紫にも緑にも輝く水色の髪。セミロングのそれに美しいカチューシャをつけ、純白のノースリーブワンピースを身に纏まとった美少女が姿を現す。後光が差して見えるその姿は、まさに「降臨」だった。

「まさか……本当にっ……？」

　ベアトリーチェがゆるゆると首を振る。パオラが「きれいな人だねー」と惚ほうけた顔で言った。他の者たちも似たり寄ったりの反応だ。

　彼女は平伏したままのユーリに何ごとか話しかけた。ユーリが顔を上げる。そっと立ち上がり、彼女を先導してこちらに戻ってきた。

「慈愛の女神クオーレ様、降臨」

　常信の前までやってくると、厳おごそかに紹介する。

　圧倒されて言葉が出なかった。

　ただただ、相手を見つめることしかできない。

　吸い込まれそうなほど透明な水色の瞳ひとみが、微かすかに細められた。

　ツイッと女神が人差し指を挙げる。常信の胸を指した。

「貴方あなたが……」

　一点の濁りもない透き通った声に耳が喜ぶ。自然と胸が高鳴った。慈愛の女神クオーレは自分に何と言ってくれるのだろう。

「貴方が、悪名高い鬼畜破は廉れん恥ち外道皇帝ね！」

「…………え？」

　予想外の言葉に耳を疑った。

　よく見ると女神は柳りゆう眉びを逆立てている。常信に向かって更に言い放った。

「観念なさい！　貴方がどれだけ女性を泣かせてきたのか、全すべて知っているんだから！　貴方のような女の敵をこれ以上野放しにできないわ！　私が引導を渡してあげる!!」

　慈愛の女神に糾弾され、常信は頭が真っ白になる。しかし相手は冷静になる時間を与えてはくれなかった。

「皇帝！　この私と、結婚しなさい!!」
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第二章　正妻戦争ってちょっと格好良さそうだよな（錯乱）







　常つね信のぶは晶機コムニカの画面を閉じた。

「ちょっと皇帝！　私の話をちゃんと聞かないと承知しないんだからね！」

　目の前に立つ水色髪の美少女を見る。腰に手を当て、分かりやすく怒ってますアピールをしていた。謁えつ見けんの間に集つどった面々はいまだ混乱の淵ふちにある。

　川遊びの場に突如、女神クオーレが降臨してから二日後。

　ユーリが告げた通り、帝都にある常信の居城に彼女は再び姿を現した。ユーリを含めたアートマ神王国の使者とともに謁見の間にやって来ると、衛兵や大臣たちの制止など全く聞かずに玉座の前まで進み、常信を厳しい目つきで見下ろしている。

「ええと……。こないだの続きを話すんだよね？　俺と結婚するとか何とか……」

　謁見の間が更にざわめいた。

　宰さい相しようが咳せき払ばらいをするが、一向に静まる気配はない。

「そうよ。この前は騒がしかったから挨あい拶さつだけで済ませてあげたけれど、今日はそうはいかないんだからねっ」

「あ、はい……」

　少し気け圧おされながら返事をする。

　二日前、あの場を結果的に収めたのは帝国近衞隊隊長ジルベルト・テッサリーニだった。彼は天から降りてきた光の球を敵襲と判断し、「陛下、俺やっちまいましたーっ！」と叫びながら部下を率いて突っ込んできたのだ。

　二メートル近い大男が鎧よろいをガチャガチャ言わせながら剣を振り上げて駆けてくる様は、それが味方だと分かっていても異様なものがあった。クオーレも不気味なものを見る目になり、「な……何よ、あれっ……？」と逃げてしまったのだ。彼女が姿を消した後でユーリが「二日後、再来」と告げて去っていった。

　そして今に至る。

「慈じ愛あいの女神クオーレ様、どうかお下がり下さい。そちらに椅い子すを用意させましたので」

　常つね信のぶの左隣に立つ宰さい相しようムツィオ・デルベッキオがやんわりとクオーレに着座を勧めた。慈愛の女神は相手の禿とく頭とうと立派な白い髭ひげをじろりと見て、「イヤよ」と返す。

「私は皇帝と話をしてるの。こんな広い部屋じゃなくてもいいし、観客もいらないの。あんたたちが勝手に集まって勝手に他ひ人と様さまの話を聞いてるんでしょ？　その上、あーんな遠くに置かれた椅子に座って話せ？　バカなの？」

「失礼致しました……」

　ムツィオは冷や汗をかきつつ引き下がった。

「分かれば良いのよ。さあ、皇帝！　話の続きよ」

「その前に、一つだけ聞いていいかな？」

　常信は二日前からずっと気になっていたことを尋ねる。

「君、本当に慈愛の女神なの？」

「何ですってええ!?」

　クオーレが怒髪天を衝つく勢いで怒鳴った。

「この私を偽物呼ばわりっ？　ちょっと皇帝！　あんたゼーバ教徒よねっ？　違うの？　まあ、この際、誰だれを信仰していようと構わないわ。でも私のことを疑うなんて不ふ遜そんもいいところよ！　私が女神以外の何に見えるって言うのよ!?」

　睨にらみつけられる。常信は「まあまあ」と彼女を宥なだめた。

「君が女神であることは疑っていないよ。その神々しさは俺だって一目見て圧倒されたし、美しいと思ったから。だけど──」

「う、う、美しいとかっ……！　そんなお世辞で私の機嫌が直ると思ったら、大間違いなんだからね！」

　クオーレが頰ほおを赤く染め、身を捩よじる。

「だけど、慈愛の女神っていうところに納得いかないと言うか……。どちらかというと戦いの女神っぽいよね？」

「誰だれがメジェドよ!?　あんな奴と一緒にしないで！」

　瞬時に表情が切り替わり、慈じ愛あいの女神は常つね信のぶの鼻先まで顔を近づけた。

「おやめ下さい、クオーレ様！」

　右隣に控えていたベアトリーチェがクオーレを押さえる。ハッと目を見開いた女神は「少し取り乱したわ……」と一歩下がった。

「とにかく。私は慈愛の女神クオーレよ。この大陸において最も信仰を集めている最高神ゼーバの末すえ娘むすめにして生きとし生けるもの全すべてを包む慈愛の象徴！」

　フフンと鼻高々に告げる彼女から目を逸そらし、謁えつ見けんの間に入ってから一度も口を開いていないアートマ神王国の使者に目をやる。今日も彼らは真っ白だ。

「皇帝。困惑、至極真っ当」

　突然、耳元で囁ささやかれた。

　ビクッと身を竦すくめる常信の膝ひざにいつの間にかユーリが乗っている。「あら」とクオーレが目を見張った。

「どうしたの、ユーリ？　皇帝とは私が自分で話をつけるって言ったでしょ」

「クオーレ様、ツンデレ」

　ユーリが囁く。常信は眉まゆ根ねを寄せた。

「ツンデレって……あの、ツンデレのことか……？」

　言語に関しては自動翻訳が意訳も含めて常信に一番伝わりやすいように翻訳してくれる。だからユーリの言う「ツンデレ」とは常信の想像するツンデレに間違いないのだろう。

「私、他人との会話、不成立多々。クオーレ様、気遣い」

「そうなのかあ……？」

「クオーレ様、慈愛の女神、確定。ただしツンデレ」

「……こういうのって、ツンデレというより素直じゃないってだけでは？」

「さっきから何の話をしてるのよ、皇帝！　ユーリ！」

　人差し指を立て、厳しい表情でクオーレが問い糾ただしてくる。常信が答える前にユーリが膝を降りて彼女にそっと抱きついた。

「クオーレ様、大好き」

　瞬間、ボッと火が点ついたように女神の顔が赤くなった。

「ななな何よ、急にっ……！　べ、別に私はユーリのことなんか何とも思ってないんだからね！　私の信者たちだって、勝手に信仰してるだけだし！　私が頼んだわけじゃないし！　でも、仕方ないから加護を授けてあげてるだけなんだから！」

　そっとユーリがこちらに振り向き、クオーレには見えない角度からほんの僅わずかに笑みを見せる。

「なかなかに雑なツンデレだな……」

「ちょっと皇帝！　話が先に進まないんだけど！」

「ああ、すまない。本題に入ろう。とりあえず、椅い子すを持ってこさせるよ」

　常つね信のぶはムツィオに言って椅子を二脚、自分の隣まで運ばせた。クオーレとユーリのためのものだったが、ユーリは「不用」と言って使者の中に戻ってしまう。慈じ愛あいの女神は鼻息荒く椅子を引っ摑つかむと、玉座の真正面にそれを置いた。段差までの幅があまりないので向かい合って座ると膝ひざが軽く触れてしまうくらい近い。

　しかし彼女は意に介した様子もなく真まっ直すぐ常信を見つめた。

「私もね、こないだのは急過ぎたし、言葉も足りなかったと思ってるのよ。だから今日は、事の発端から順序立てて話すわね。ちゃんと聞きなさいよ！」

　人差し指を立て、常信の胸を軽く突いた。「はい」と反射的に返事をする。

「それでいいのよ。まず、私がどうやって大陸に降臨したのかってことからね。これはこないだユーリも少し言ってたんだけど、アートマの民って長年、私に降臨してもらいたくて何度も何度も儀式を行ってたの」

　先程見た「みんなの井戸端会議」の内容を思い出した。どうやら、あの儀式は初めての試みではなく頻繁に為なされているものだったようだ。

「でも、アートマ神王国はゼーバ教の総本山があるんだろ？　どうして大たい神しんゼーバじゃなくて君を降臨させたかったんだろう？」

「そんなの決まってるじゃない！」

　常信の疑問にクオーレは胸を張る。

「みんな私のことが大好きだからよ！　べ、別に私は信者のことなんか何とも思ってないんだけどねっ。何でか、みんな私のことが好きなのよねっ。不思議よねっ」

「ああ、そうですか……」

「それで！　毎年、私を呼ぶ声が届いてはいたのよっ。届いてはいたんだけど、ほら、私も女神としておいそれと降臨するわけにはいかないでしょ！　こういうのは焦じらすのも必要だしっ。もちろん慈愛の女神だから、目をかけてあげてはいたわよっ。あ！　勘違いしないでよねっ。あくまで慈愛の女神としての役割なんだから！」

「……じゃあ、何で今回に限って降臨したんだよ」

「あんたのせいに決まってるじゃない！」

　クオーレが声を上げた。

「毎年、毎年、私に助けを求める声が届いていたんだけど、この前のはちょっと違ったのよ……。みんな本当に真剣っていうか、切羽詰まってるっていうか……。それで、今まで散々焦らしたし、そろそろ少しくらい姿見せてあげてもいいかなーって顔だけ出してみたのよ。あ！　別に降臨するつもりはなかったんだからね！」

「分かってるよ……」

「そしたら、私の大切な信者たちが必死に訴えていたの！　鬼畜破は廉れん恥ち外道皇帝のせいで多くの女性が泣かされているって。あのいたいけなユーリまで毒どく牙がにかけようとしてるって……。私、気づいたら降臨しちゃってたの」

「けっこう軽いな、降臨って！　あと、ユーリを毒牙にかけようとはしてないからなっ」

「私の信者が噓うそをついてるっていうの!?」

「神様なんだから、そういうの見破れる能力とか持ってないんですかねっ？」

「信者を疑うなんて……そんなこと私には出来ないっ」

「信者のことは何とも思ってなかったんじゃ……」

「も、もちろん何とも思ってないわよ！　全然、これっぽっちも好きじゃないんだから！　勘違いしないでよね！」

　こいつの設定、緩すぎるだろと思わずにはいられない。常つね信のぶはため息混じりに話の続きを促うながした。

「ま、まあ、弾みでちょっと降臨しちゃったわけだけど。降臨したからには信者の話くらい少しは聞いてあげないといけないでしょ？　それで、全然、気は乗らなかったんだけど、仕方なく、本当に仕方なく話を聞いてあげたの」

「言い訳はいらないから、サッと話してくれ」

「言い訳なんかしてないわよ！　信者から、あんたの極悪な所業を幾いくつも聞かされたわ。特にユーリから聞いた話は慈じ愛あいの女神たる私ですら戦せん慄りつするものだった……」

　謁えつ見けんの間がどよめいた。諸しよ侯こうがひそひそ囁ささやき合う。

「いや、待て！　やってないからな！　お前らは俺を信じろよ！」

　思わず彼らに向かって叫んだ。皆、素早く目を逸そらして押し黙る。

「陛下、噂うわさとはそういうものでございます」

　ムツィオがあまりフォローになっていないことを言った。

「……で、具体的にどんなことを聞いたんだ？」

　投げやりに尋ねてみる。ところが、クオーレは自分の身を抱いて頭を振った。

「私に何てこと言わせようとしてるのよ、この鬼畜破廉恥外道皇帝！　やっぱり、このままじゃユーリの身が危険だわっ」

「そんな口に出来ないようなこと、俺はしてないからな！　ユーリ！　お前、何を吹き込んだんだよっ？」

　使者の中に紛れているはずの彼女を呼ぶ。

　瞬時に真っ白な美少女が膝ひざの上に乗った。茫ぼう洋ようとした目で言う。

「ロザリンドに従属魔法」

「また、それかあっ！　あれには事情があったんだって言ったじゃないか！」

「パオラにも従属魔法」

「それは向こうの不手際だったんだよ……」

「ナタリアの同人誌」

「……不本意だけど、むしろ喜んでるぞ」

　答えながら、意外と自分はやらかしているのではないかと思えてくる。

「もう十分よ」

　クオーレがふるふると身を震わせながら言った。

「やっぱり、あんたは聞いた通りの男だったわ。皇帝、あんたをこのまま野放しにしていたら、ユーリだけじゃない、大陸中の女の子が、ううん、ひょっとしたら男の子だって泣かされることになるわ！」

　ガタッと椅い子すを蹴けって立ち上がる。慈じ愛あいの女神が常つね信のぶを指差した。

「皇帝！　あんたのことは私が責任を持って管理します!!」

「……何で、そうなるんだ？」

「簡単なことよ」

　余裕の笑みを浮かべ、クオーレは椅子に座り直す。

「鬼畜破は廉れん恥ち外道皇帝の性癖を満たすため、数多くの女の子たちが泣かされるのなら、その全すべてを私が一身に引き受ければ良い！　そういうことね！」

　キリッとこちらを見つめてきた。

「人間の身には耐えられないような行為も、慈愛の女神たる私ならきっと受け止められるわ。私が皇帝の鬼畜で破廉恥で外道な性癖を満たしてあげる！　だからユーリたちには一切、手を出さないで！」

「俺、とんでもない性癖持ってるように思われてるんだけど、そんなことないから！」

「異常者はみんなそう言うのよ」

「君、人の話聞かないタイプだよね」

「とにかく！」

　再び席を立つと、クオーレは常信の膝ひざに座ったままのユーリを抱え上げ、自分の背後に隠した。それから大きく腕を広げる。

　パアッと後光が差した。

　居並ぶ諸しよ侯こうもオオと感嘆の声を上げる。

「皇帝、私と結婚しなさい。そうすれば、私があんたの歪ゆがんだ性癖を全て受け止めてあげましょう。あんなことやこんなことや、そ、そんなことだって、させてあげなくもないわよっ……。た、ただし！　初めはなるべく優しくしなさいよねっ」

　恥じらいながら爆弾発言をする慈愛の女神。

　一拍置いて、室内に人々の絶叫が響き渡った。




「つ、疲れた……」

　よろよろと廊下を歩く。

　疲労感が全身にこびりついていて、常つね信のぶは一人呻うめいた。

「好き放題言って、帰っていったなあ……」

　クオーレのことを思う。

　嵐あらしのようにかき回すだけかき回して、彼女はアートマ神王国に帰っていった。結婚式の日取り等、決めなければならないことはまた後日ということらしい。

　彼女自身に悪意は全く感じられなかった。

　むしろユーリたちに上う手まいこと乗せられている印象すら覚える。雑なツンデレと評してみたが、クオーレは心から信者たちを愛し、自らを犠牲とするつもりなのだろう。しかし、こちらとしては良い迷惑だ。

「どうにかして、結婚話を破談にして追い返さないと……」

　そう決意を固めたところで目的の部屋の前に辿たどり着く。

　ノックをすると、すぐに中から返事が返ってきた。扉が開く。

「まあ！　これはこれは、陛下。あの……お風か邪ぜを召すといけませんので……」

　女性使用人の服を着た大柄な中年女性が顔を出した。常信を見てすぐに畏かしこまり、しかし申し訳なさそうな顔をする。

「構わん。通せ」

「は、はいっ……」

　中年女性がそろそろと身を引いた。年代物の家具に囲まれた落ち着いた色調のリビングを抜け、寝室のドアを開ける。中は花柄や可愛かわいい小物で飾られていた。

　パオラの寝室だ。

「パオラ様、陛下がお見えになりましたよ」

　中年女性が素早くベッド脇に寄る。「スザンナさん？」とか弱い声がした。

「パオラ、気分はどう？」

　常信は努めて優しい声をかける。ベッドに埋もれるようにして寝ていたパオラが「へーかだぁ」と柔らかな笑顔を見せた。

「熱は引いておりますけれど、大事を取ってもう一晩休ませておくべきだと医師が申しておりました」

　スザンナと呼ばれた中年女性が説明する。「うん」と頷うなずき、パオラに笑いかけた。

「ゆっくり休むといいよ。最近、慌ただしいことばかりだったからね」

「うん……」

　パオラが手を伸ばす。それを摑つかみ、そっと握った。

　川遊びをした日の夜、パオラは熱を出して寝込んでしまった。

　医師の診断によるとただの風か邪ぜだったが、パオラはめったに体調を崩さないらしく、ムツィオが四六時中やきもきしていて昨日は仕事がまったく手につかない様子だった。

　心因性のものもあるかもしれないと医師から聞き、常つね信のぶはクオーレの登場が無関係だとは思えないでいる。

　しばらくパオラの側そばにいて、とりとめのない話をしてから自室に戻った。

　部屋のドアを開けるなり、何やら話し声が聞こえてくる。

「本当にやらないといけないのかっ？　本当に陛下はこういうのが好きなのかっ？」

「ロザリー、やるかやらないかはあなたが決めることだ。けれど、私はやる。皆の教えを無駄にするつもりはない！」

「……分かった。それでは、もう一度見てくれ。今度こそ完かん璧ぺきに仕上げてみせる」

　柱の陰からそっと様子を窺うかがった。

　ロザリンドとヒルデガルトが向かい合って立っている。

　二人とも下着姿に猫耳をつけていた。

「!?」

　衝撃に言葉を失う。

　見ているうちにロザリンドがソファに膝ひざ立だちになった。俯うつぶせに横たわり、腰を高く突き上げる。獲物を狙ねらう雌め豹ひようのようなポーズだ。

「にゃ～ん♪　陛下ぁ、ロザリーにもっと構って欲しいのにゃ」

　おまけに普段の彼女からは想像できない甘ったるい声を出す。くねくねと色っぽくしなを作って自分の指を甘あま嚙がみした。

　扇情的な目つきでヒルデガルトを見る。

「…………」

　対するヒルデガルトは真剣そのものだ。険しい目つきでロザリンドを見つめている。

「……ど、どうだっ？　さっきよりは自然にできたと思うのだが！」

　首まで真っ赤にして、ロザリンドがソファに座り直した。背もたれに掛かっていた上着を羽織ろうとしてヒルデガルトに止められる。

「これは言うべきかどうか迷ったのだけれど……」

「な、何だ!?　何かおかしなところがあったのか？　忌き憚たんない意見を聞かせてくれっ」

「それなら言わせてもらおう」

「うむ」

「ロザリー……残念だが、下着の色が違うんだ」

「な、何だってぇ!?」

　ロザリンドが自分の下着を見下ろした。

「ヒルデ！　今更過ぎるだろっ？　そんなっ、下着の色なんてっ、もっと早く言ってくれ！　というか、何がいけないんだ!?　これは私なりに調べて、殿方の好きそうな色を──」

「ロザリー」

　ヒルデガルトが従姉妹いとこの肩にポンと手を乗せる。ゆるゆると首を振った。

「何で紫なんだ？」

　ロザリンドの下着の色は、確かに紫である。普段の彼女からは想像できない色合いだ。しかも少し透けるように作られているらしく、肌がところどころ見え隠れしている。

「これは……殿方が喜ぶと評判の下着らしくて……」

「そんな魔力通信網でちょっと調べた程度の知識に乗せられてどうするんだ！」

　従姉妹に怒鳴られ、ロザリンドは息を吞のんだ。

「図星だろう。おおかた、『殿方を誘惑する下着』で検索して、一番に出てきた下着を迷いなく購入したんだ！　自分に似合ってるかどうかも考えずに！」

「……面目ない。まったくもってその通りだっ。私は、私は安易に魔力通信網の言いなりになってしまった！　情けない女だっ」

　項垂うなだれるロザリンド。その肩をそっと抱き、ヒルデガルトは優しく頷うなずいた。

「いいんだよ、ロザリー。私も同じ過ちを犯してしまい、カタリナたちにこっぴどく叱しかられたんだから」

「あなたもだったのか、ヒルデ!?」

「そのとき言われたんだ。そんな、がっついてるような下着じゃ、むしろ殿方は引くと。もっと自分に似合う、おとなしめの下着の方が清純さをアピールできて、殿方は喜ぶと。私は蒙もうを啓ひらかれた思いだったよ」

「私も、私も全く同じ気持ちだ！　無理に背伸びすることはなかったんだなっ」

「その通りだよ、ロザリー。普段通りの白や緑の下着で勝負しよう！」

「は、恥ずかしいからそんな大声で言わないでくれっ……」

　常つね信のぶはハッと我に返り、遅ればせながら踵きびすを返した。

　先程までの彼女たちのやり取りは見なかったことにしようと心に誓う。

　一度、部屋を出て、ドアの前で咳せき払ばらいをする。

「んっ！　んんっ！　あー、あー、今日は色々と疲れたなあ！　部屋でゆっくり休みたいよーっ。あー、疲れた疲れたーっ」

　なるべく大きな音を立ててドアを開け、声を上げつつ室内に入った。念のため、ゆっくり歩く。リビングに顔を出し、ソファの方に目をやった。

「陛下！　お帰りなさいませにゃん♪」

「お待ちしてましたにゃん♪　こっちで寛くつろいで欲しいにゃ～」

　猫耳をつけたヒルデガルトとロザリンドが下着姿でお迎えしてきた。

「何でそうなるんだよぉぉぉっ……！」

　がっくりとその場に崩れ落ちる。二人が慌てた様子で駆け寄ってきた。

「どうしましたにゃん？　お体が悪いのですかにゃん？」

　ヒルデガルトが右腕にしがみつく。

「陛下はお疲れなのですにゃん。こっちに来てロザリーと一緒に寛くつろぐと良いですにゃ～」

　ロザリンドは左腕にしがみつき、ぐいぐい引っ張ってきた。

「ちょっと待ってくれ、二人とも！　これは一体──」

「ああんっ♪」

　ロザリンドが甘い声を上げる。しかし彼女の腕の力は緩まず、逆に強くしがみついてきた。目が合う。獲物を狙ねらう雌め豹ひようの眼まな差ざしをしていた。

「やるじゃないか、ロザリー。私も負けない！　『十二星姫ドーデイ・ステラ』の仲間たちに色々、教えてもらったんだ！」

「どうしたヒルデっ？　喋しやべり方がなってないぞ！　陛下は猫が大好きなんだろう？　ちゃんと語尾に『にゃん』をつけないか！」

「ロザリーこそ忘れているぞ！　陛下！　私のお腹なかを撫なで撫でして欲しいにゃん！」

「わ、私のおへそを……ペロペロしても良いにゃん！」

「待て！　待ってくれ！　何がどうなってるんだ!?　俺、猫は好きだけど、そこまで大好きってほどじゃないし、犬とかも好きだしっ」
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「あああああっ♪」

　ロザリンドがビクビクと体を痙けい攣れんさせる。蕩とろけた顔で「負けない」「負けるもんか」と吐息混じりに漏らした。ヒルデガルトが何な故ぜか悔しそうに「くうっ」と唸うなる。

「私にも従属魔法がかけられていればっ……！」

「いれば何だよ!?　頼むから落ち着いて……下着がずれてるっ。ずれてるから！」

「陛下！　お話がございます！」

　混迷を極める室内にベアトリーチェが飛び込んできた。

「たとえ女神であろうとも、このまま……陛下!?」

「助けてくれ、ビーチェ！」

　藁わらにもすがる思いで金髪エルフに手を伸ばす。

　彼女はカッと眦まなじりを決し、叫んだ。

「抜け駆けは許しませんわ！」

　二人を押しのけるようにして抱きつく。

「ダメだーっ！　ブレーキ役が誰だれもいなぁい！」

　柔らかかったり温かかったり良い香りだったり。三人の気持ち良い感触に容よう赦しやなく包み込まれ、常つね信のぶは天を仰いだ。




「……で、何の話だっけ？」

　ベアトリーチェが割り込んだことで三人の力が拮きつ抗こうし、一線を越えることは免れた。

　羞しゆう恥ちに丸くなっているロザリンドと、そんな従姉妹いとこを慰めているヒルデガルトを一いち瞥べつし、澄ました顔で髪を整えているベアトリーチェに聞く。

「もちろん、慈じ愛あいの女神クオーレ様についてですわ、陛下」

「彼女を何とかして追い返したいんだけど、何か策はあるか？」

「さすがですわ、陛下！」

　感極まったとばかり、ベアトリーチェが手を叩たたいた。

「私も、あの方を追い返すべきと考えておりました。あの方は危険です。それらしい理由をつけて、ようするに陛下を独占したいだけですわ！」

「あー、うん……。そこは重要じゃないと思うんだけど……」

「何を仰おつしやるんですか!?　一番の懸念はそこですっ」

　紫の瞳ひとみが強く輝く。

「陛下。クオーレ様は自分一人で満足しろと仰いました。つまり側室を認めず、自分一人を愛せと仰ったのです」

「確かに！　それでは私たちの立場はどうなるのですかっ？」

　ヒルデガルトが話に入ってきた。常信は首を傾かしげる。

「ヒルデは謁えつ見けんの間にいなかったよな？　クオーレの話をどこで聞いたんだ？」

「すでに配信されています」

　ヒルデガルトが晶機コムニカを掲げた。

「何だって!?」

　急いで検索する。動画投稿サイトに謁見の間でのやり取りが全すべて投稿されていた。

「機密も何もあったもんじゃないぞ！　……ん？　待てよ、これ」

　撮影された位置から考えると、これはアートマ神王国の使者が投稿したものだ。ずっと黙って控えていると思えば、あのときの様子を撮影していたのだ。

「あいつらぁっ！　……となると、どうなるんだ？」

「すでに大陸中に知れ渡っていると考えるべきですわ」

　ベアトリーチェが淡々と答える。

「アートマとしては、陛下とクオーレ様の結婚を既成事実にしてしまいたいのでしょう。女神から人間への求婚など前代未聞。少なくとも私は前例を知りませんわ。だからこそ、強烈な印象を与えることができます」

「強い印象で、結婚は決まったと思い込ませるってことか……」

　常つね信のぶは晶機を取り出し、「会議室」を覗のぞいてみた。
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「……大半が、結婚は決まったような書き方だな」

　常つね信のぶはベアトリーチェを見た。

「女神様からの求婚を断るとは思えませんもの……。ですが陛下、このままでは由々しき事態を引き起こします」

「ああ……。気にしてる書き込みもあったけど、アートマ神王国に主導権を握られたら、冗談抜きで帝国を丸ごと乗っ取られるかもしれないな……」

「いえ、そうではなく」

「えっ？　違うのか？」

　問い返した常信に、ベアトリーチェは厳おごそかに言った。

「このままでは、正妻戦争が起こりますわ……」

「……………………は？」

　間抜けな声が出る。

　何となくヒルデガルトたちを見ると、二人ともこちらをぽかんとした顔で見ていた。

「ビーチェ、ちょっと意味が分からないんだが」

「陛下には、ご自身の立場をもう少し考えていただきたいですわね」

　一つ息を吐き、金髪エルフが語る。

「誰だれが正妻になるのかという問題は、お世継ぎの問題に直結致します。例えば陛下が私を正妻に迎えれば、妖精族、特にエルフ族の立場は将来的に上がることでしょう。つまり誰だれが次の皇帝を産むのか。それによって権力の構図が変わります」

「まあ、それは分かるよ……」

「問題なのは、クオーレ様が側室の存在を否定したことですわ。つまり陛下のお世継ぎを産めるのはクオーレ様のみ。これでは私たちに逆転のチャンスが残されておりません」

「逆転のチャンスって……正妻でなく側室でも、世継ぎを産むことができれば立場が上になるってことか。それを失ったらどうなるって言うんだ？」

「ですから、正妻戦争が起こるのです。クオーレ様との婚姻を阻はばみ、自分の推す女性を陛下にあてがう。そのための戦争が起きます」

　常つね信のぶはハッとした。

　ロザリンドはイグドラル王国の姫であり、ヒルデガルトはフェレーロ公こう爵しやくの庇ひ護ごを受けている。ともに背後に利権を求める存在があるのだ。

　もちろん誰しもが、多かれ少なかれ、そういう一面を持っているだろう。しかし、まだ表面化するような問題ではなかったのだ。それがクオーレの登場で一気に加速する危険性が出てきた。ベアトリーチェはそう言いたいのだろう。

「正妻戦争を止めるには、どうすれば良い？」

「まずはクオーレ様の求婚を断り、神々の世界にお帰り頂くべきです」

「そうだな……。やっぱり彼女には──」

「陛下ぁっ！　大変ですぞぉっ!!」

　ムツィオが泡を食って飛び込んできた。その場にへたり込み、ぶるぶると震える指で窓の方を指差す。

「外をっ……外をご覧下さいっ……！」

　息も絶え絶えといった様子で告げるので、急いでリビングの窓を開け、バルコニーに出てみた。

「？」

　すぐには気づかなかった。

　頭上に違和感を覚え、見上げる。

　広大な空に雲が広がっていた。

　その隙すき間まから、立派な髭ひげをたくわえた大男がこちらを見下ろしている。

「ほほう。お前がクオーレの婿むことなる勇者か」

　大男が楽しそうに笑った。

「吾わが輩はいは数多あまたの神々の頂点に立つ最高神にしてクオーレの父、ゼーバである」

　常信はあんぐりと口を開けて見上げることしかできなかった。
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第三章　若者に試練を課したがる暇を持て余した中年（とても困る）







　ギリシャ彫刻のような巨大な中年男性が半裸で宙に浮いている。

　冷静に考えると、あまり直視したくない光景だが、大男からは後光が差しており、どこからともなく荘そう厳ごんな旋律も聞こえてきた。何となく神々しい。

「勇者よ。吾わが輩はいのことは大たい神しんゼーバと呼ぶが良い」

　ゼーバは悠然と胸を張り、常つね信のぶを見下ろした。

「……ああ、えっと。大神ゼーバ様？」

「うむ。吾輩がゼーバだ」

　彫りの深い顔に天然パーマらしき水色の髪。顔の下半分をほぼ覆っている立派な髭ひげ。筋肉質の肉体を誇示するように上半身は裸で、簡素な布を一枚、腰に巻いているだけだ。角度によっては見えそうな気もするが、断じて見たくはない。

　常信は背後を振り向いた。

　ベアトリーチェが信じられないという顔で天を見上げている。その後ろではムツィオがのろのろとこちらに這はい進んでいた。ヒルデガルトたちは上着を着込んでいる。

「ビーチェ、あれって、本物なんだよな……？」

「……私もこんな経験初めてですけれど、間違いありませんわ。感じる力が桁けた違いですもの。クオーレ様より遥はるかに強大です」

「そうか……」

　改めて天空を見上げ、常つね信のぶは一度、深呼吸をしてから口を開いた。

「で、何の用だ、大たい神しんゼーバ様？」

「まさかのタメ口っ？」

　ゼーバが目を剝むく。しかし、すぐにニヤリと笑い「それでこそ勇者だ」と頷うなずいた。

「その肝の据すわり方、気に入った！」

「しまった……。気に入られたか……」

　クオーレの父親と言っていたので、なるべく心証を悪くしてクオーレとの縁談を破談にしてもらおうと考えたのだが、初手から裏目に出てしまったらしい。

　悔しがる常信の反応は気にせず、ゼーバはコホンと咳せき払ばらいをして厳おごそかに告げた。

「勇者よ。吾わが輩はいの末すえ娘むすめ、慈じ愛あいの女神クオーレとの婚姻を望んでいるそうだな？」

「いや、望んではいないぞ。彼女が勝手に言ってるだけだ。多分、アートマ国民に誑たぶらかされてるんだよ。頼むから、彼女を説得して連れ帰ってくれ」

「ハッハッハッハッハッハッハ！」

　大男が大笑した。

　周りの雲が散らされて、青空が広がる。

「ナイスジョーク！」

　常信に向けて親指をグッと立ててみせた。

　あの仕草、こっちの世界でも通用するんだ……と、割とどうでもいい感想を抱く。

「吾輩を楽しませようとする心意気。さすが勇者である！」

「いや、冗談じゃなくて本心──」

「ますます気に入った！　つまらぬ男であれば、ただちにクオーレを連れ帰るつもりでおったが、やはり試練を課すに足る勇者であったな。吾輩の娘の目に間違いはなかった」

　何やら満足そうに一人で何度も頷いている。

　常信の脳裏に「この親にしてこの子あり」という言葉が過よぎった。

「パパ！」

　突如、光の球が飛んできてゼーバの目前で止まる。中から姿を現したのは慈愛の女神クオーレだった。ピシッと父親に人差し指を突きつける。

「勝手なことしないでよ！　これは皇帝と私の問題なんだからっ」

「そうはいかぬ。お前の婿むこになる資格があるのかどうか、吾輩が試練を通して見極めてやろう。婚姻は、それからでも遅くはない」

「それが余計なお世話だって言ってるの！　だいたいパパはいっつも──」

　常つね信のぶはバルコニーの窓を閉じた。室内の皆に告げる。

「見なかったことにしよう」

「ちょっと皇帝！」

　バンと外側から窓が開かれた。クオーレがずかずかと部屋に入ってくる。

「私たちの将来について話してるのよ！　何で無視しようとしてるのよっ？」

「親子水入らずって雰囲気だったから……」

「あれのどこが水入らずよっ。水入りっぱなしよ！」

「…………」

　沈黙が訪れた。

　クオーレは俯うつむき、顔を真っ赤にしてぷるぷる震える。ちょっと涙目になってしまった。

「勇者よ」

「うわあっ？」

　思わず身を引く。窓いっぱいにゼーバの顔があった。

「試練について話をしたいのだが」

「さっきも言ったけど、お断りだ。どうぞ、クオーレ様を連れて帰ってくれ」

「そうよ！　パパはさっさと帰って！」

「君も一緒に帰るんだよっ？」

　クオーレにそう言うと、彼女はきょとんと首を傾かしげる。

「ちょっと言ってる意味が分からないわ」

「すごいな、この親子！　主に悪い意味でっ」

　常信はハアとため息を吐つき、慈じ愛あいの女神に向き直った。

「クオーレ様、はっきり言うよ」

　真剣な顔で彼女を見み据すえる。相手がハッと目を見開いた。窓の外でゼーバが「むむっ」と唸うなり声を上げる。クオーレは視線を逸そらし、もじもじと身を揺すった。

「別に、あんたのことなんか何とも思ってないんだけど、どうしてもって言うなら、話を聞いてあげてもいいわよ……」

「君と結婚する気はない。帰ってくれ」

「仕方ないわね！　そんなに言うなら結婚してあげる！　ちゃんと幸せに何ですってええええええええええええ!?」

　ガッと両腕を摑つかまれる。激しく揺さぶられた。

「全然、意味分かんないんだけど!?　私が結婚してあげるって言ってるのに断るとか、正気の沙さ汰たとは思えないんだけど!?　バカなの!?　皇帝なの!?」

「皇帝では、ある……」

「おやめ下さい、クオーレ様！」

「慈じ愛あいの女神の名が泣きますよっ」

「とりあえず陛下から離れて下さい！」

　ベアトリーチェとヒルデガルト、ロザリンドに引きはがされ、クオーレは髪を振り乱して暴れた。

「バカバカバカ！　皇帝のバカー！　私がっ……私がどんな思いでっ……」

　あげく、グスグスとべそをかく。ベアトリーチェが呆あきれた顔で首を振った。

「自分の思い通りにならないと、すぐへそを曲げる。典型的な末っ子気質ですわ。親の顔が見てみたいですわね」

「うん。窓の外を見れば良いよ」

　常つね信のぶはゼーバの様子を窺うかがう。

　大陸最高神は滂ぼう沱だの涙を流していた。

「何で!?」

「勇者よ！　吾わが輩はいは感動しておる！　信者たちのためにその身を犠牲にする健けな気げなクオーレの心中を慮おもんぱかり、あえて身を引くその態度！　まさに勇者である」

「あんたも大概だなっ」

「それでは、汝なんじに課す七つの試練についてだが……」

「この状況で話進めるのっ？　俺、やらないからな！　試練とか知らないし！」

「勇者よ。一つ、良いことを教えてやろう」

　急にゼーバが真顔になる。

「吾輩は、これと見込んだ勇者に試練を課すのが三度の飯より大好きである！」

「本音ぶっちゃけ過ぎ！」

「だからクオーレの婚姻にかこつけて、汝に七つの試練を課したいのだ！」

「結局、あんたの自己満足かっ？」

「その通りだ！」

　ハッハッハッハッハ！　と最高神が大笑する。どこからともなく荘そう厳ごんな旋律が鳴り響いた。少々、鬱うつ陶とうしい。

「……分かったよ。試練を受けるよ。でも、きっと一つも乗り越えられないぞ。試練に失敗したら、クオーレとの縁談はなしにして連れ帰ってくれるんだよな？」

「無論、試練を乗り越えられぬような者に娘を嫁がせはせん」

「それを聞いて安心した……」

　どんな試練を課されるのか分からないが、古こ今こん東とう西ざい、神の試練といえば常人には到底成し遂げられない難題ばかりだ。凡人である自分に成し遂げられるわけがない。

「うむ。それでは七つの試練、その一。コクリンダイジャリュウを討伐せよ！」

　ゼーバが威い厳げんのある声で言う。

「コクリンダイジャリュウ？　セキリンダイシンリュウの同類かな？」

　マリアンヌの相棒のことを思い出した。ベアトリーチェを見ると、彼女は顔を真っ青にしている。

「陛下……。コクリンダイジャリュウは大陸最強種の一角にして、最も獰どう猛もうで残忍な性しよう悪わるの竜族にございます……。力だけでいえばセキリンダイシンリュウより上かと……」

「あ、やっぱりか……」

「パパ！　そんな過酷な試練を課すだなんて、あんまりよっ」

　三人の縛いましめから逃れたクオーレが窓際に駆け寄った。

「クオーレよ。神と人との間には、とても大きな隔たりがあるのだ。それを超えるためには常人には為なし得ぬ力を持たねばならぬ。勇者が真に婿むこたる資格を持つのであれば、この程度の試練は成し遂げられるであろう」

「むううううっ……。皇帝！　絶対に乗り越えないと許さないんだからね！」

「ハッハッハ！　勇者よ、期待しておるぞ」

　そう言い残し、最高神ゼーバは天へと帰っていった。




「ということがあったんだ」

　三日後。すっかり元気になって部屋にやって来たパオラに、常つね信のぶは最高神ゼーバとの邂かい逅こうについて話して聞かせた。

「わーっ、すごいね！　へーかは勇者だったんだねっ」

　パオラが瞳ひとみをキラキラ輝かせて言う。「そうじゃないんだよ」と返すしかなかった。

「俺は皇帝だけど、中身はただの凡人だから……」

「そうなの？　あ、でも、それなら……」

　彼女は思案するような顔つきになる。あまり見ない表情に常信は見とれてしまった。

「ちょっと皇帝！　いつになったら、コクリンダイジャリュウの討伐に行くのよ！」

　扉を跳ね飛ばす勢いで開け、クオーレが叫ぶ。彼女が姿を現すなり、パオラがしゅんと肩を落とした。よく見ると瞳が潤うるんでいる。常信は慈じ愛あいの女神を睨にらんだ。

「あまり騒がしくしないでくれ。パオラが怖がるだろっ」

　彼女と会った夜に体調を崩したこともある。パオラはきっとクオーレが苦手なのだ。守ってやらねばと、そっと抱き寄せる。

「怖がらせるつもりはなかったのよ……。そんなに怒らなくてもいいじゃない……」

　クオーレが口を尖とがらせた。

「そうだよ、へーか。クオーレ様にもっと優しくしてっ」

　腕の中でパオラが言う。おや？と彼女を見ると真しん摯しな眼まな差ざしに見つめられた。涙ぐんだままパオラが訴えてくる。

「クオーレ様は、へーかのこと好きじゃないのに、みんなのために嫁になるって言ってるんだよ！　すごく可哀かわい想そうなんだよ！」

「……パオラ？」

「わたし、どうしたらクオーレ様にへーかのこと好きになってもらえるかなって一生懸命考えてたんだけど、全然良い案が浮かばなくて……。クオーレ様、ごめんなさい……」

　うるうるとパオラが瞳ひとみを潤うるませて頭を下げた。

「クオーレ様、へーかはとってもステキな人なんだよっ……。きっとクオーレ様を幸せにしてくれるから、へーかのこと少しだけでも好きになって下さい、お願いします」

「えっ……？　ちょっ、あの、そんなこと言われても……」

　クオーレが分かりやすく狼狽うろたえる。

　常つね信のぶは言葉が出なかった。

　パオラが体調を崩したのは、クオーレの結婚宣言にショックを受けたからだと思っていたのだ。それで彼女に対し、あまり良くない印象を抱いているのだとも考えていた。しかし、そんな浅はかな読みはあっけなく覆された。

「……パオラは良い子だなあ」

　思わず頭を撫なでる。「ふわっ」と声を上げ、パオラがしがみついてきた。

「こんな良い子を泣かせるなんて……」

「ちょっと待ってよ！　違うのよっ。違うの、パオラ！」

　慈じ愛あいの女神はあわあわと両手を振る。

「別に、私、本当に皇帝のことが好きじゃないわけじゃなくてっ。あ！　勘違いしないでよね！　ううん……。何て言ったら良いのよぉっ……！　皇帝、何とかして！」

「君の設定なんだから、自分でどうにかしなよ」

「設定って言わないで！　私、本当にあんたのことなんか何とも思ってないんだから！」

「やっぱり、好きじゃないの……？」

　か細い声でパオラが尋ねた。

「あああ！　違うのよ、パオラ！　これはねっ。好きなんだけど、好きじゃないっていうか、表向きはそう見せかけておいて本当は好き……ちょっと！　これじゃ私が皇帝のこと好きってことになっちゃうじゃない！」

「クオーレ様、可哀想……」

「だから違うのよぉっ！　皇帝のことは別に何とも思ってないんだけど、私は可哀想じゃないの！　望んで結婚するって言ってるの！　分かってよ！」

「うん……。クオーレ様は女神様だから、頑張って受け入れようとしてるんだよね？」

「そうじゃなくてぇぇぇっ……」

　ゴロゴロと慈愛の女神が床を転げ回る。

　どうでもいいが、とても良い香りが室内にふわりと広がった。

「聞いたぜ、皇帝！　コクリンダイジャリュウと戦うらしいな！」

　そこに更なる客が現れた。ナタリアとマリアンヌが連れ立って入室する。転げ回っているクオーレを見下ろしてナタリアが首を捻ひねった。

「慈じ愛あいの女神様は何やってんだ？」

「うふふ～。自分の体で床掃除だなんて、慈愛に満ち溢あふれているわね～」

「なかなか言いおるのう、マリー」

　マリアンヌに抱きかかえられていた幼女がひょいと床に飛び降りる。

「皇帝。コクリンダイジャリュウは厄介な相手であるぞ。凶暴さだけでいったら我の数倍は上をいく。アレは人間種が大嫌いで、幾度となく町を焼き払い、国を滅ぼしてきた。大たい神しんゼーバに首輪をつけられなんだら、人間種がここまで栄えることもなかったろう」

「やっぱり、そうなるよなあ……。どうせ、黒くて邪悪な見た目なんだろ？」

「黒いのは間違いないのう。邪悪かどうかは愚かな人間種の浅薄な価値観に依存するのであろう？　我の知ったことではない」

　鼻で嗤わらわれる。確かに竜族の価値観と人間のそれは別物だろう。

「そんなことはどうでもいいんだよ！　やるんだろっ？　あたしも混ぜてくれよっ。一緒に竜殺しの称号を手に入れようぜ！」

　嬉うれしそうにナタリアが迫ってきた。彼女に軽く首を振る。

「やらないよ。俺はクオーレ様と結婚する気はないんだ。つまり七つの試練を成し遂げる必要もない。むしろ、成し遂げられずに破談になるのを狙ねらっている」

「何だよ、それぇ。つまんねえなあ……」

　勝手にどっかりとソファに座り、ナタリアは膝ひざを組んだ。

「でも～、大丈夫なのかしら～？」

　頰ほおに手を当て、マリアンヌが首を傾かしげる。

「こっちが討伐に行かなくても、向こうから来るってことはないの～？」

「……えっ？」

　虚を突かれて目を瞬しばたたかせた。

「討伐って……自分から行くものじゃないのか？」

　不意に懐ふところで晶機コムニカが震える。慌てて引っ張り出すとキャラからの着信だった。

『あー、陛下ー……。「一言投稿」にまずそうな画像が挙がってるんだけどー……』

「どんなのだ？」

『面倒くさいから、こっち来てー……』

「何だよ、それっ」

　ぼやきながらも立ち上がる。「どうしたの、へーか？」と尋ねるパオラの手を引いた。
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　キャラの部屋で見せられたのは、巨大な飛行物体が帝都に向かって飛んできているようだという「一言投稿」の書き込み群だった。

　今朝から、かなりの数の目撃情報がある。そして今も書き込みや画像の投稿は増え続けていた。画像も少しずつ鮮明なものになっている。

「何だろうね、へーか！　ワクワクするねっ」

　パオラは瞳ひとみを輝かせるが、常つね信のぶには嫌な予感しかしなかった。パオラの豊満な胸に頰ほおずりしている赤毛の自堕落猫耳娘を見る。

「キャラ。目撃情報から速度と方位を割り出して、本当に帝都に向かっているのか、向かっているのならいつ到着するのか算出してくれないか？」

「それなら、もうやったよー……」

　パオラのおっぱいを揉もみながら、キャラは一枚の紙を差し出した。そこには簡単な地図が描かれており、線が一本引かれてある。北西の山岳地帯から伸びた線は帝都まで一直線に繫つながっていた。

　帝都には「４」と記されてある。

「……到着は四日後ってことか？」

「今の速さのままならねー……。四日後の夕方くらいかなー……」

　常信は頭を抱えた。

「本当に向こうから襲って来るだなんてっ……。試練は七つあるんだ。一つくらいやってもいいか……。というか、これはやるしかない……！」

　迎撃しなければ帝都が火の海と化す。

　セキリンダイシンリュウの話では、相当凶暴な相手だそうだ。

「ククククク……。面白くなってきたではないか」

　耳元の声にビクッと身を引く。セキリンダイシンリュウがすぐ側そばに浮いていた。

「皇帝。我と同じ手が通用すると思うなよ。あのとき、我は動かないでおいてやった。だからこそ、あれだけの砲撃を浴びたのだ。今回、コクリンダイジャリュウは高速で移動しておる。あれに砲撃を当てるのは至難の業わざであろうなあ」

　クックックと喉のどの奥で嗤わらう幼女に、常つね信のぶは神妙な顔で返す。

「その通りだ。だから、新兵器を投入する」




　二日後。ジェマーノ砂漠の真ん中でコクリンダイジャリュウは撃墜された。




　帝都まで一直線に突き進んでいたコクリンダイジャリュウだが、砂漠に入ったところで一○○○発のミサイルに襲われ、それを高い飛行能力で鮮やかに躱かわしたかと思いきや、自動追尾機能で追ってきたミサイルが羽や背中に着弾し、墜落したのだ。

　砂漠に落下したところへ追い討ちをかけられ、滅多打ちにされた彼は「人間どものバーカ！　バーカ！　死ね！　滅べ！　あ、噓うそっ……！　ゴメン！　ゴメンって！　もう襲わないから！　山の洞どう窟くつで大人しく過ごすからっ。違うんだって！　ゼーバ神が首輪を外してやるって言うから、それってつまり人間種を根ね絶だやしにして良いってことだよね、ヒャッハー！　って飛び出しただけなんだって！　まず帝都にいる皇帝を八つ裂きにしたら後は何をしても良いよって言うから、それに従っただけなんだよ！　本当だって！　悪いのは全部、ゼーバ神なんだって！　おい、セキリンダイシンリュウ！　何、笑ってんだ、てめえ！　殺すぞ！　……ごめんなさい、噓ですっ。その明らかにヤバそうな斧おのは降ろして下さい爆乳お姉さん！　マジすんませんした！　五億年引きこもってます！」と土下座して泣きながら元の住処すみかへと帰っていった。




「よくぞ第一の試練を乗り越えた、勇者よ。吾わが輩はいが見込んだだけのことはあるな」

「撃て」

　天空に浮かぶ最高神目掛け、五○○○発のロケット弾が放たれた。

「痛い、痛い、痛い痛い痛いっ！　何をするのだ、勇者よ!?」

　ロケット弾の直撃を食らい、ゼーバが悲鳴を上げる。しかし、痛がっている割には全く効いている様子がなかった。爆炎が止やむと、フウと体のあちこちについた煤すすを払い、胸板を見せつけるように胸を張る。

「いきなり吾わが輩はいを砲撃するとは、さては勇者もツンデレなのだな？」

「コクリンダイジャリュウに帝都を襲わせようとするとか、あんた本当に最高神なのか？　邪神の間違いじゃないのかっ？」

　ジェマーノ砂漠に設置した本陣の物見台で常つね信のぶは声を荒らげた。

「おお、そのことであるか。安心せよ。汝なんじを八つ裂きにした後は速やかに首輪をはめて洞どう窟くつに繫つなぎ直す段取りであった」

「あまり信用ならないんだが……」

「それより第二の試練だ。次なる相手は──」

「ちょっと待ってくれ」

　楽しそうなゼーバを制止する。

「コクリンダイジャリュウの討伐は俺の力じゃない。帝国軍の力だ。つまり俺自身は試練を越えられなかったんだ。第二の試練に進むことは出来ない」

　前もって考えておいた言い訳を、無念そうに言ってみせた。第一の試練はやむなく成し遂げる羽目になったが、これ以上つき合う気はない。

「汝はなんと潔いのだ、勇者よ！」

　ゼーバが諸手を挙げた。後光が差し、どこからか歌声が聞こえてくる。

「安心するが良い。古来より勇者には様々な者がおった。己の武のみで試練を越える者もおれば、その類い希まれなる知性によって越える者もおった。それぞれが己の強みを活いかして吾輩の試練に打ち勝ったのだ」

　グッと拳こぶしを握り、ゼーバは深く頷うなずいた。

「つまり！　汝の強みは皇帝の権力！　その力によって成し遂げたことならば、すなわち汝が成し遂げたことなのだ！　よって問題なく第二の試練に進めるぞ！」

「そうきたか……」

　歯がみする。相手は意地でもこの茶番を続けたいらしい。

「それでは第二の試練を発表する！　次なる相手は深海に眠る太古の蛇、ウルボルスだ。彼の者の鱗うろこを一枚、はぎ取って持ってくるが良い」

「……そいつは深海にいるんだよな？　陸地に上がってきたりしないよな？」

「無論である。どうやって深海まで潜るかは勇者の知恵と勇気次第であるぞ」

「日数を決めよう。今日から七日以内に持ってくるってことでどうだ？」

「ほほう。大した自信だ。良かろう。七日以内に吾輩の下にウルボルスの鱗を持ってくるが良い！」

　そう言ってゼーバは姿を消した。

「よし！」

　常つね信のぶは拳こぶしを握りしめる。

「これで七日間、何もしなければ全すべて解決だ！　皆、撤収！」

　オオーッと帝国軍将兵が勝ちどきを上げ、帝都への帰路についた。

　それから四日は平穏な日々を送ることができた。

　クオーレはやきもきしていたが、パオラの前ではツンデレ発言ができず、毎度、床を転げ回っている。このまま約束の日数を過ぎてしまえば第二の試練は不合格となり、晴れて女神様にはご帰還いただけるはずだ。




「いよう、皇帝！　お待たせ！　ウルボルスの鱗うろこ、持って来てやったぜ！」




　平穏な日々は長くは続かなかった。

　ナタリアが意気揚々と一抱えほどの大きさの虹色の鱗を持って来てしまったのだ。

「ナタリア、お前！　何やってんだよっ？」

「皇帝が手をこまねいてるみたいだったから、あたしがちょっと手伝ってやったんだよ。感謝してくれて良いぜ！」

　上機嫌に背中を叩たたかれる。

　クオーレは小躍りして喜び、それを見てパオラも一緒に踊り出した。「やった！」「やった！」と喜び合う三人を絶望的な目で見ていると、私室の窓に最高神の顔がアップで現れ、「さすが吾わが輩はいの見込んだ勇者！」と言われてしまった。




「今日、皆に集まってもらったのは他でもない」

　翌日、緊急会議が開かれた。

　常信は会議室に集まった面々をぐるりと見回す。

　左隣にパオラ。その隣には眠たげな顔のキャラが座り、続いてムツィオ、サルバドール、五大臣と並んでいる。ちょうど向かいの位置にはクオーレが腕を組んで座っていた。

　右隣にはベアトリーチェが姿勢正しく座っており、ヒルデガルト、空席、ナタリア、マリアンヌ（膝ひざの上にはリン）、マライカ、シエラと続いている。

　シエラが久し振りに真っ当な格好でまともに着席していることに驚きを禁じ得なかったが、そう感じる時点で色々と間違っている気がしたので何も言わないでおいた。

　深呼吸を一つして、常信は自身の思いを口にする。

「俺は第三の試練を成し遂げるつもりはない」

　皆が一斉にこちらを見た。

「何でよ!?」

　案の定、向かいに座るクオーレが勢い良く立ち上がる。じいっと見つめてくる彼女に軽く手を挙げた。

「前も言ったと思うが──」

「私と結婚する気はないって言うんでしょ！　私一人じゃ飽きたらず、たくさんの女の子や男の子を手て籠ごめにして、あ……あんなことや、こんなことや、そんなことまでしたいのよねっ。この変態！」

「いや、だから誤解が……」

「大丈夫だよ、へーか！」

　突然、パオラが励ますように言った。

「あれはね、ツンデレって言うんだよ！　みんなの前だとツンツンしてるんだけど、へーかと二人きりになったらデレデレするんだよ！　だから本心じゃないんだよ！　本当はクオーレ様はへーかのことが大好きなんだよ！」

「……パオラ、その知識はどこから？」

「クオーレ様がねっ。この前、教えてくれたの！　心配しなくて良いんだよって」

「ああ、そうなんだね」

　クオーレの方を見る。

　彼女は両手で顔を隠して震えていた。耳が真っ赤になっている。じっと見つめていると指の隙すき間まからチラッとこちらの様子を窺うかがってきた。間髪入れず尋ねる。

「クオーレ様、何か言いたいことは？」

「……こ、皇帝なんか、皇帝なんか、全然好きじゃないんだからねえええええ!!」

　ちょっと泣きながら、慈じ愛あいの女神は会議室を飛び出していった。

「いいね。ゾクゾクするよ。ボクもあんなふうに責められたい」

　シエラが不穏な発言をしたが、聞かなかったことにする。

「続けよう。昨日、ナタリアがウルボルスの鱗うろこを取ってきてしまったせいで、第二の試練を越えてしまった。第三の試練は『天空を飛び続ける不死鳥フェニーグスの尾羽根を一枚取ってくること』だそうだ。雲よりも上を飛び続け、決して地上に降りてくることのない鳥らしい。常人には不可能な試練だな」

「そのようですな」

　宰さい相しようが合いの手を入れる。

「だから、余計なことはしないでくれ。まかり間違っても、不死鳥の羽根を取りに行ったりしないように！　特にロザリンド！」

　常つね信のぶは会議室の一角に目を向ける。

「…………」

　しかし、ヒルデガルトの隣は空席だった。彼女は慌てて左右を見回す。

「ロザリーは、今朝、確かに見かけたのですけれど……」

「遅くなりました！」

　そこに凛りんとした声が響く。ロザリンドが会議室に飛び込んできた。

　両手に光り輝く鳥の尾羽根を持って。

「陛下のためにフェニーグスの尾羽根を獲とりに行っていました。お納め下さい！」

　彼女はこちらまでやって来て跪ひざまずき、恭うやうやしく尾羽根を差し出した。晴れやかな達成感に満ちた瞳ひとみで見つめられる。

「……ああ、ありがとう」

　それを受け取り、とりあえずテーブルに置いた。

　温かな輝きに心が和む。

「これは見事ですな」「さすがは伝説の幻獣」等々、賞賛と感嘆の声が上がった。

　常つね信のぶも「これは良い物だ」と尾羽根を撫なで──

「そうじゃなくて！」

　椅い子すを蹴けって立ち上がった。左隣のパオラが「ふわあっ」と目を丸くする。

「ロザリー！　何で獲ってきちゃうんだっ……」

「私は、陛下のお役に立ちたくてっ……」

　ロザリンドは戸惑いに左右を見回した。ナタリアが肩をすくめる。

「あたしたち、良かれと思ってやったのになぁ」

「何か、まずかったのですか？」

　尋ねられ、常信はロザリンドに座るよう言った。気持ちを切り替えるため首を振る。

「まあ、過ぎたことは仕方ない。第四の試練を成し遂げなければ良いだけの話だ。というか、これを手に入れたことは秘密にしておけば良いんじゃないか？」

　尾羽根を手に取ってみた。

「それにつきまして、少しよろしいでしょうか？」

　ベアトリーチェが小さく手を挙げる。発言を許すと、優雅な所作で立ち上がった。

「畏おそれながら、大たい神しんゼーバ様の七つの試練。全すべて成し遂げるべきと存じます」

「何だって!?」

　耳を疑う。

「この前、言ってたことと真逆じゃないか!?」

「はい。ですが、状況が変わりました」

「陛下ー……。魔力通信網のチェックは怠っちゃダメだよー……」

　会議テーブルにだらしなく顎あごを乗せて、キャラも口を開いた。

「割とチェックしてたつもりなんだけど……。何かあったか？」

　晶機コムニカを取り出す。ベアトリーチェが水晶球を操作して、壁にとある「会議室」の文面を映し出した。
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「……何だ、これは？」

「他にも様々な会議室が立ち上げられては、陛下の勝利を祝しております。すでに神の試練は帝国内、いえ、大陸中が注目する話題となっているのですわ」

　ベアトリーチェが淡々と報告しながら画面を切り替えていく。どれもこれもゼーバと常つね信のぶの対決について語っているものばかりだった。

「動画投稿サイトには、大たい神しんゼーバ様が帝都に姿をお見せになった動画が挙げられております。これもかなりの再生数ですわ」

「信者が朝夕の礼拝に利用しているという報告もありますな」

　宰さい相しようも補足するように言う。

「つまり、どういうことだ……？」

　常信の問いにベアトリーチェはゆるりと一礼した。

「陛下。クオーレ様とのご婚礼はともかく、ゼーバ様の課される七つの試練を全すべて成し遂げられるのかどうか、国民の多くが注目しております」

「もちろん、陛下の勝利を誰だれもが願っております。この試練に打ち勝つことで帝国の威信を大陸中に広めることができましょう」

　サルバドールが強く訴える。五大臣たちも口々に賛同の意を示した。

「陛下！　この勝負、必ず勝ちましょうぞ！」

　ムツィオが身を乗り出す。

「私たちが、どのような試練も打ち破ってみせます！」

　ロザリンドが堂々と言い切った。

「ええと……」

　臣下たちだけでなく、七勇神姫セテイオ・プリンサまでやる気に満ち溢あふれた目で見つめてくる。

　ハアとため息が洩もれた。

「よかろう。そのように為なせ」

　ある種の諦あきらめとともに、常つね信のぶはそう答えた。




　会議を終え、執務室に戻ろうとしたところで典礼大臣に呼び止められた。

「ひぃっひぃっひぃっ。陛下、誕生祭につきまして、少々お話が」

「誕生祭？」

　老大臣が「はい」と頷うなずく。

「陛下のお生まれになった日を、今年も盛大に祝わなくてはなりません」

「あ、ああ……。もう、そんな時期だったか」

　忙しくて忘れていた、という態度を取ってみせた。典礼大臣は「最近の陛下はご多忙ですので」と頭を下げる。

「式典は例年通りでよろしゅうございますかな」

「いいんじゃないか。……一応、あとで詳細な式次第を見せてくれ」

「御意。やはり、何でもかんでも変えれば良いというものではありませんからなあ。伝統は大切ですぞ、陛下。ひぃっひぃっひぃっ」

　奇妙な笑い声を上げて典礼大臣は廊下を歩いていった。

「誕生祭か……。そういえば、俺もこっちに来て一年近く経たつんだよなあ……」

　何となく窓の外を見下ろす。

　中庭に白い背中が見えた。花壇の側そばでクオーレが蹲うずくまっている。飛び出していったっきり戻って来なかったので、会議の結果を伝えておこうと中庭に向かった。

　彼女は地面をじっと見つめているらしく、常信が近づいても振り返らない。背中越しに覗のぞき込んでみた。地面をアリの行列が進んでいる。

「何でアリの行列なんか見てるんだ……？」

　常信の問いにハッとクオーレが顔を上げた。振り向いた彼女は頰ほおが緩んでいたが、すぐに不機嫌そうな表情になる。

「別に私が何を見てようと、皇帝に関係ないでしょ！」

「まあ、そうなんだが……。背中に哀あい愁しゆうが漂っていたから」

「友だちのいない寂しい子みたいな言い方しないで！　私はね！　日々の営みを続けているアリたちに祝福を与えていたのよ！」

　バッと大きく腕を振って大げさにアリの行列を指し示した。虫の死し骸がいを皆でせっせと運んでいる。

「それはそれとして、会議の結果なんだけどな」

「スルー!?　慈じ愛あいの女神たる私の慈愛に満ちた行動に対して何の感想もなくスルーするの!?　さすが、鬼畜破は廉れん恥ち外道皇帝ね……」

　悔しそうに歯がみするクオーレ。その様を見つめ、常つね信のぶはずっと気になっていたことを聞いてみることにした。

「クオーレ。何で雑なツンデレキャラまで作って俺のところに来たんだ？　言っちゃ悪いけど、ユーリたちに良いように乗せられてるように見えるぞ」

「何ですって!?」

　慈愛の女神が眦まなじりを決す。

「私のツンデレは雑じゃないわよ！」

「怒るところ、そこかよ……」

「それに、ユーリたちに乗せられて来てるわけじゃないわ！　私はちゃんと自分の意思で行動してますーっ」

　むくれる彼女を「まあまあ」と宥なだめた。

「それなら、なおのこと疑問なんだよ。こんなこと言うのも何だけど、その……俺に好意をもってくれてるん……だよな？」

　自意識過剰な気がして甚はなはだ恥ずかしいが、クオーレのツンデレ言動が彼女自身の意思によるものだとすると、そういうことになってしまう。

　しかしクオーレは常信の質問にフフンと腰に手を当てた。

「私は慈愛の女神よ！　生きとし生けるものに有り余るほどの慈愛を与えるの！」

「はあ……。つまり、どんな極悪人でも愛せると？」

「もちろん！」

　彼女が胸を張り、それから「ただし」とつけ足す。

「ここに来たのは、極悪人である皇帝を私の大いなる慈愛で包んであげるためって理由だけじゃないわ」

「俺、極悪人じゃないと思うんだけどなあ……。で、他に理由があるのか？」

「ええ、そうよ」

　クオーレが嬉うれしそうに身を寄せる。上目遣いに覗のぞき込んできた。

「戦争はしないって宣言したわよね？」

　思わず目を見開く。

「どうやって、それを……？」

　常つね信のぶが掲げた理想は、まだパオラたち数人しか知らないはずだ。こちらの動揺を読み取ったのか、にんまり笑みを浮かべて慈じ愛あいの女神はさらに身を寄せてくる。

「私、女神なのよ。あんたのことを調べるなんて造作もないの」

　トンと人差し指が常信の胸に当たった。




「あんたがどこから来たのかも、本名が何なのかも知ってるわ。だけどね、そんなのどうでもいい。私があんたに興味を持ったのは、『戦争はしない』って宣言したからよ。まさか大陸最大国の君主がそんなこと言い出すなんてね」




　フフッとクオーレが笑う。

「私はね、皇帝。あんたの理想を愛いとおしく思ったの。きっとそれを貫くには本当の意味で強くないといけないから。今までも、あんたみたいな人間は何度か見たのよ。一時的に上う手まくいった人間もいたけれど、大半は現実に踏み潰つぶされちゃった……」

　どこか遠くに目をやった彼女の横顔は、まごうかたなき女神だった。

「私は全すべてのものに慈愛を注ぐ女神だから、誰だれか一人を贔ひい屓きするなんて本当ならあり得ないの。だけどね、ちょっと長く見続けちゃったのかもしれない」

　慈愛の女神がこちらを真まっ直すぐに見つめる。
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「一回くらい、ワガママを通してみようかなって思ったのよ」

「……俺を、更生させるんじゃなかったのか？」

「させるわよ！　この世界から戦争をなくそうって奴が鬼畜破は廉れん恥ち外道だなんて、人間たちが可哀かわい想そうじゃない！　もっと立派な、慈じ愛あいに満ちた聖人が達成すべき偉業よ！」

「外道が世界平和を成し遂げても、それはそれで面白いと思うんだけどなぁ」

「だから！　そういうのは私にしなさいって言ってるの。私はそのために来たの」

　軽くステップを踏んでクオーレが数歩後ろに下がった。

　ピッとこちらを指差して言う。

「皇帝！　ちゃんと理想を実現させないと許さないんだからね！」

「……………………あ、そうだった」

　常つね信のぶはつい話題を変えてしまった。

「七つの試練、全すべて乗り越えることにしたから」

「やっぱり皇帝も、本当は私と結婚したかったのね！」

「いや、それはない」

「何でよ!?」

　慈愛の女神が地団駄を踏む。

　その脇をアリの行列がせっせと進んでいた。





第四章　意外と女神様って降臨したがるよね（暴言）







　第四の試練「押し寄せるダイオウコウカクチュウの群れを止めてみせよ」




　巨大なダンゴムシのような生物が南西から大挙して押し寄せてくる。

　その光景を前に「地の姫スオロツサ」マライカが「えーい！」と腕を振った。瞬時に大地が盛り上がり、長大な土の壁を作り出す。ダイオウコウカクチュウの群れは土壁に激突し、しばらくの後、動きを止めた。

　そしてのろのろと反転し、穏やかに生息地へと帰っていった。




　第五の試練「復活した亡者の王が率いる不死の軍団一万を討ち果たせ」




　国内の僧侶や神官に招集をかけ、不死の軍団を四方から囲んで浄化術を叩たたき込みまくった結果、不死の軍団は全て浄化され、亡者の王は「やっと還かえれる」と穏やかな微笑ほほえみを浮かべて天に昇っていった。




　第六の試練「突如、天から降ってきた超巨大隕いん石せきを破壊し、大陸を救え。ただし、爆撃すると隕石が爆発して大惨事となるので火薬系は禁止。それから一欠片かけらでも地面に落ちたら失敗とみなす」




「火の姫フイアネツサ」マリアンヌが聖せい戦せん斧ぷグルカーンを装備し、セキリンダイシンリュウに運んでもらって超巨大隕石をある程度の大きさまで切り分けると、その欠片を「闇の姫ブイオツサ」シエラが暗黒球体で一つ残らず飲み込んだ。




「うぬおれええええええええええええええええええええええ!!」

　最高神ゼーバが悪あつ鬼き羅ら刹せつのような形相になって吠ほえた。

「やりおったな、勇者よ！　ここまで軽々と試練を乗り越えるとは腹立たし……いや、見事である！　うむ。吾わが輩はいは分かっておったぞ。汝なんじであればこの程度の試練、軽々とこなしてみせるであろうと。全すべて吾輩の読み通りである」

「その割には、ものすごく悔しがってなかったか……？」

「何を言うか。吾輩は常に冷静である」

「冷静な神はあんなばかげた巨大隕石を落としたりしないと思う。あれはやり過ぎだろ。あと、第六の試練になって急に条件が増えて何か厳しくなったよな？　一欠片でも地面に落ちたらダメとか、細かすぎないか？」

「全て、勇者の実力を試すためである！」

　鼻息を荒くして最高神は言い返す。

　常つね信のぶはハアとため息を吐ついた。

「分かったよ。それじゃ、最後の試練は何なんだ？」

「む……そうであるな……。今度こそ絶対に成し遂げられぬような無理難題を……」

「何だって？」

「いや！　いやいやいや、何でもないぞ勇者よ。そうだな、しばし待て」

　最高神ゼーバは腕組みをし、しばらく考えに耽ふけっていたが、何か閃ひらめいては頭を振り、再び目を光らせたと思えば渋い表情になる。それを数度繰り返した後、ポンと手を打った。

「勇者よ！　これまで六つの試練をよくぞ乗り越えた。汝も疲れがたまっておろう。しばし休むが良い。七つ目の試練はまた後で伝えるとしよう」

「保留か。まあ、いいけど」

　常信はバルコニーで踵きびすを返す。入れ替わりにクオーレが身を乗り出した。

「パパ！　いくら皇帝が私のために全てをなげうって試練を乗り越えているからって、これ以上、理不尽な試練を課すのはやめてよ！　パパってすぐ──」

「愛いとしき娘、クオーレよぉっ！」

　天空からゴウッと腕が伸び、ゼーバがクオーレの体を引っ摑つかんだ。そのまま掠さらってしまう。啞あ然ぜんと見上げる常つね信のぶにハッハッハと笑ってみせた。

「まったく、ありもしないことを口走って困った娘だ。こういうのを何というのだったかな？　結婚前の娘が陥るという、おお、そうだ！　マリッジブルーだ！　勇者よ。娘は少し気持ちが乱れておるようなので、しばらく天上界で休ませようと思う。それでは、また第七の試練でな！」

「私はマリッジブルーなんかじゃないわよ！　パパ！　いい加減なこと──」

　最高神ゼーバとその末すえ娘むすめクオーレは神々の世界へと帰っていった。

「ふう……。これでしばらくは休めるな……」

　常信はホッとしてリビングに戻る。室内ではパオラとキャラが楽しそうにおしゃべりをしていた。

「さすがに試練を連続で瞬殺したら、ゼーバ様もネタが尽きたみたいだな。このまま戻ってこなければ助かるんだけど」

「世の中、そんなに甘くないよねー……」

　キャラがゴロゴロしながら言う。こいつに言われても説得力がないなと思いつつ、常信は晶機コムニカを取り出した。
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「何の心配をしてるんだ……」

　呆あきれつつ別の会議室を覗のぞく。皆、最後の試練が何なのか予想をしていた。同時に「七つで試練は本当に終わりなのか？」という疑問も出てきている。

「ちょっと瞬殺し過ぎてたからなあ……。もっと苦労して成し遂げた感を出すべきだったかもしれない」

　常つね信のぶはゼーバの悔しそうな様子を思い起こした。

「最悪、本当に戦わないといけなくなるかも……」

「ねーねー、へーか。クオーレ様は帰っちゃったの？」

　パオラがくっついてくる。お腹なかに柔らかな優しさを感じつつ、煌きらめく銀髪を撫なでた。

「ああ、うん。少しの間ね。随分と仲良くなったみたいだね」

「うん！　クオーレ様もへーかのことが大好きなんだって分かったから、先輩嫁として私が色々教えてあげてるんだ！」

　フフンと鼻高々に言う。何を教えているのか非常に気になったが、それよりも今は知恵袋に聞いて欲しいことがあった。

「そっかー……。なあ、パオラ。ちょっと大たい神しんゼーバ様について知りたいんだけど。特に弱点とか……」

　パオラに頼んで知恵袋に尋ねてもらう。
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　概おおむね、予想通りの反応ではあった。

　ただ、少し気になる回答もある。

「神に対抗できるのは神だけ、か……」

「マライカちゃんたちなら、ゼーバ様に勝てるかなっ？」

　パオラが弾んだ声で言った。

「いや、どうだろう……。神器とかも最高神相手じゃ頼りないし……」

「そんじゃ、相手の力を反射したらー……？」

　だらだら晶機コムニカを弄いじっていたキャラが猫耳をピクピクさせる。「なになにっ？」とパオラが彼女に身を寄せた。親友のおっぱいに頰ほおずりしながらキャラが晶機の画面を見せる。

　そこには「スペキア」という名の女神の絵が載っていた。

「誰だれだ？」

「古い神様の一柱だよー……。見た目は幼女……。頭脳も幼女……」

「それがどうした？」

「だからさー……。この女神様の司つかさどってる力がねー……」

　絵の下に書かれてある解説文を読んでみる。「なるほど」と常つね信のぶは頷うなずいた。

「確かに、この力を授けてもらえたら、ゼーバ様の力を逆に利用できるなっ。……となると、どうすれば力を授けてもらえるんだろう？」

「クオーレ様みたいに、降臨してもらおうよ！」

　パオラが元気よく提案する。キャラが「えーっ……」とぼやいた。

「神様って、そんな簡単に呼べるものじゃないと思うんだけどー……」

「でも、ユーリちゃんたちは降臨に成功したんでしょ？」

「あれはー……何年もかけたらしいしー……」

「百年。アートマの民、三万が願い続けた」

　突如、常信の隣に真っ白な美少女が姿を現した。「うおおっ？」と身を引いてしまう。無表情にこちらを向いたのはユーリだった。

「ユーリちゃん！　神様を降臨させる方法を教えてっ」

　パオラが素直に尋ねる。ユーリはコクリと頷いた。

「これに詳細、記載」

　一冊の本をパオラに手渡す。革張りの分厚い書物だ。

「いいのか、ユーリ？　国家機密レベルのものなんじゃ？」

「半分否定。儀式そのものは難しくない。最重要、信仰心」

「なるほど……。形だけの儀式を行っても無理ってことか。だとすると、あ！」

　常信は指を鳴らす。

　ユーリがこちらをチラリと見た。
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　グロリア帝国では、毎年、皇帝の誕生日に盛大な誕生祭が催される。

　祭典の流れは概おおむね決まっているのだが、多少の変更なら難しくなかった。

　伝統だ何だと堅苦しいことを言って渋る典礼大臣を説き伏せ、祭典の最後に「百万人ライブ」と銘めい打うったマライカと「十二星姫ドーデイ・ステラ」の舞台を用意させた。

　帝国民にとっては、むしろライブの方がメインだったろう。

　ライブは魔力通信網で全国配信され、一千万以上の視聴者数を叩たたき出した。

　会場は大いに沸き、観客の興奮が最高潮に達したところで降臨の儀式を発動させた。ヒルデガルトのかけ声で皆が一斉に「スペキア様！」と女神の名を呼び、天から光が差して女神スペキアが降臨したときは常つね信のぶも涙が溢あふれた。

　後で知ったことだが、会場の声だけでなく、魔力通信網で視聴していた人々の声も天上界に届いたらしい。そこまでされたら降臨せざるを得なかったとスペキアは半分鏡に隠れながら、ぼそぼそと答えてくれた。

　その後、彼女から「反射」の力を授けてもらい、丁寧に崇あがめ奉たてまつって神々の世界への帰還を見送った。

　誕生祭は大成功で幕を下ろした。そして祭りの余韻が冷めやらぬうちに、最高神ゼーバが姿を現し、七つ目の試練を課してきたのだ。




「これより第七の試練、千の試練を行う！」

　夜明けとともに現れたゼーバは、堂々と言い放った。

「撃て」

「ぬおおおお!?　やめぬか！　ジョークだ！　最高神ジョークである！」

　最高神が両腕で頭を庇かばい、身を縮こまらせる。しかしロケット弾が一発も飛んでこないことに気づき、「むむっ？」と左右を見回した。

「帝都のど真ん中で撃てるわけないだろ。それより最高神ジョークってビックリするほどつまらないな」

「おのれ、勇者め！　吾わが輩はいをたばかりおったな！」

「そっちが変なこと言うからだろうが！　何が千の試練だ！　それって千回目に『万の試練を行う』って言うパターンだろ。真面目まじめにやれ！」

　常つね信のぶが叫ぶと、ゼーバはムウと唸うなる。

「勇者よ、これを見るが良い」

　そう言ってダイヤモンドの指輪を見せてきた。

「これは吾輩の祝福を込めた婚約指輪である」

「皇帝！　勘違いしないでよね！　それを私の左手薬指に嵌はめて欲しいなんて、これっぽっちも思ってないんだから！」

　父親の肩に乗ったクオーレが、ぷいっとそっぽを向く。

　こちらの世界でも婚約指輪は左手薬指に嵌めるのかと常信がぼんやり考えているうちにゼーバは人差し指の腹に乗せた指輪をひょいと投げた。

「えっ？」

　あまりにもあっさりした挙動だったので、目を瞬しばたたかせる。

　ゼーバは大きく腕を振り、厳おごそかに告げた。

「今、吾輩はジェマーノ砂漠に指輪を放り投げた。勇者よ。砂漠の中から、見事、婚約指輪を見つけ出してみせよ！　それこそが七つ目の試練である！」

「砂漠の中から、たった一つの指輪を……？」

　とんでもない無理難題を課してきたものだ。

　そんな思いが顔に出ていたのだろう。ゼーバは満足そうに頷うなずき、「これこそが試練！　さあ勇者よ、神に挑むが良い！　どれだけのときが経たとうとも、吾輩は待つ。クオーレも同じ気持ちであるぞ！」と高らかに言い放った。

「なるべく早く見つけて欲しいなんて、思ってないんだから！　でも、ちょっとは急ぎなさいよねっ」

　口を尖とがらせて、クオーレが言う。ハッハッハ！　と笑い声を上げ、ゼーバは末すえ娘むすめの体を優しく摑つかんだ。

「最後の試練を乗り越えるまで、クオーレとは離ればなれでいてもらう。その方が勇者もやる気が出るであろうからなっ」

「囚とらわれの姫を助けるのは勇者の役目なんだからねっ」

　捨て台詞ぜりふのようなことを言い残して神は姿を消す。

「……これは冗談抜きで難題だなあ」

　常つね信のぶは緊急会議を開き、七つ目の試練について説明した。話を聞くなり、大半の者たちの表情が曇る。

「砂漠の中から、指輪を一つ見つけるのですか……。これは困りましたな……」

　宰さい相しようがつるつるの頭を撫なでた。

「帝国軍を総動員しても、あの広大な砂漠全すべてを調べるには一年余りを要しましょう」

「百万の人員で一年ほどの計算ですわね……。近隣の住民を駆り出して、一千万の人手を集めることができれば、あるいは一月で……」

　サルバドールの意見を受け、ベアトリーチェが計算する。

「いずれにしても広すぎます。もう少し落下地点を絞ることができれば良いのですが」

　そう彼女が呟つぶやいたとき、キャラが「あー」と緊張感のない声を上げた。

「指輪が落ちた場所、けっこう絞れるかもねー」

[image: ]

「これは、信者たちが撮影したものを『一言投稿』に載せてるんだな」

　常つね信のぶは画像をじっと見つめた。かなり小さいが、指輪が写っているものもある。

「この人たちのいた位置と写真を撮った向きが分かれば、あの指輪が砂漠のどの辺りに飛んだのかも絞れそうだねー……」

「おお！　キャラちゃん、すごいね！」

　パオラが目を輝かせた。

「陛下！　動画投稿サイトにも今朝の動画が挙げられています！」

　ヒルデガルトが手を挙げる。水晶球で検索させると、ゼーバ神の登場から指輪を投げる一連の流れが全すべて収められていた。しかも、別の角度から撮られたものが数種類ある。

「この動画と画像を分析して、落下地点を絞りましょう。そうすれば手間はかなり減ります。百万の軍でも一月ほどで見つけ出せるかもしれません」

　ベアトリーチェの声が弾む。常信は「そのように為なせ」と命じ、他にも情報を集めるよう求めた。

　果たして、昼前には探索区域がかなり狭まり、ドローンによる撮影で更に絞り込みをかけた。魔力通信網でも「風の計算をしないと」「ダイヤモンドだから日光を反射するはず」

「夜中に光を当ててみては」等、様々な意見が飛び交い、探索の精度を上げていった。

　ある程度、探索地域を絞ったところで軍を派遣し、地道な探索を行わせたところ、夜明け前に「指輪発見」の報ほうがもたらされた。

「いや、早過ぎるだろ」

　常信は発見の報告を受けてもすぐには信じなかった。何かの見間違いや別物を偶然拾っただけではないかと考えていた。

　しかし、城に届けられたそれはどう見ても本物だった。

　発見した兵士には高額の報ほう奨しよう金きんが渡された。

「これで最後の試練も合格だね！　やったね、へーか！」

　純粋に喜ぶパオラを見ていると「早過ぎる」とは言えず、早々に報告することになった。ただ、ベアトリーチェの進言もあり、指輪に帰還魔法を付与する時間を設けたが。

　常信は帝都の近くにある平原まで出て最高神ゼーバに指輪を見せ──




　容よう赦しやのない神の拳こぶしを叩たたき落とされた。




「た……対策だとっ……？　勇者よ、何をしおった!?」

　片腕を消し飛ばされたゼーバは、よろめきながら常信に尋ねてきた。

「俺の体には、スペキア様による『反射』の力が備わっている。同じ神の力だから上う手まいこと効いたみたいだな」

「ぬうううっ……。なまじ決して避さけられぬ攻撃をしてしまったことが裏目に出たか……。よもや古い神の一柱から力を得るとはっ……」

　ゼーバは俯うつむき、歯を食いしばる。

「ふうううううううううううん!!」

　消し飛んだ腕が瞬時にして生えた。

「これこそ、神パワアアアアアアアアアアアアアア！」

　両腕を掲げ、力こぶを作って見せつけてくる。

「あ、はい……。そんなことだろうとは思っていたけど……」

「うむ。実に天あつ晴ぱれであるぞ、勇者よ。全すべての試練を見事に乗り越えてみせるとは！」

「最後のやつはただの理不尽暴力だよな？」

「安心せよ。寸止めする予定であった」

「当たったから力が反射したんだよ!?　微み塵じんも止める気なかったよね!?」

「……吾わが輩はいとて、過ちを犯すことはある」

「そんな言葉だけで流そうとするな！」

「さて、全ての試練を終えたところでクオーレを……クオーレはどこにいった？」

　ゼーバがきょろきょろと辺りを見回す。そこで常つね信のぶも思い出した。咄とつ嗟さに庇かばった彼女からそっと離れる。

「クオーレ様、大丈夫……とは思うけど、どうして逃げてなかったんだ？」

「クオオオオオオオオオオオオオオレ!?　何な故ぜ！　何故、そのようなところにおるのだ!?　勇者が反射しておらなんだら、お前までぺしゃんこになっておったのだぞ!?」

　疑問の答えを聞く前にゼーバの絶叫が轟とどろいた。やはり寸止めする気などなかったのではないかと思いつつ振り返る。

「ゼーバ様、ちょっと静かにしてくれ」

　ガバッと抱きつかれた。

「ん？」

　再び彼女を見る。しっかり抱きつき、胸に顔を埋うずめていた。

「やっぱり、そうだったのね……！」

　熱っぽい眼まな差ざしでクオーレがこちらを見上げる。

「皇帝ってば、私のことを愛していたのね！　あんな状況で私のことを守ってくれるなんて、愛がないとできないことだもの！」

「いや、違うよ。単に危ないと思ったから庇っただけだよ」

「皇帝ってば、ツンデレなのね。私と一緒♪　私たち、きっと幸せになれるわ」

「よし。一いつ旦たん、離れてくれ。冷静に話し合おう」

　彼女の腕を引きはがそうとするが、思いがけない腕力にまったく歯が立たない。

「皇帝！　ここからはデレ期よっ。私、デレデレしちゃうんだからっ」

「知らないよ！　元から君のツンデレは色々とひどかっただろ！　この雑ンデレ！　腕を離せ！　俺は君とは結婚しないぞ！」

「分かってる！　私、分かってるから！　幸せな家庭を作りましょうね！」

「何一つ分かってないぞ、この女神！　ちょっとゼーバ様！　あなたからも何とか言ってやってくれ!!」

　最高神ゼーバは滂ぼう沱だの涙を流していた。

「ついに……ついに末すえ娘むすめのクオーレが、結婚……！」

「おいコラ、聞けよ！　最高神！　最高しいいいいいいいいいん！」

　常つね信のぶの叫びも虚むなしく、大陸最高神ゼーバは天上へと帰っていった。




「今日、皆に集まってもらったのは他でもない」

　翌日、緊急会議が開かれた。

　常信は会議室に集まった面々を見回す。向かって左側には宰さい相しようやサルバドール、五大臣が座っていた。向かって右にはナタリア、マリアンヌ（膝ひざの上にはリン）、シエラとユーリもいる。皆の注目を一身に浴び、常信は唸うなった。

「この状況をどうにかするためだ」

「皇帝！　早く私に婚約指輪を嵌はめなさいよっ。こんな会議なんて開くことないでしょ」

　左腕にはクオーレ。

「陛下！　僭せん越えつながら、国内貴族の娘の方が良いのではないでしょうか」

　右腕にはヒルデガルト。

「陛下、ご自身に相応ふさわしい存在というのを見誤ってはいけませんわ」

　背中から首に腕を回してベアトリーチェが耳元で囁ささやく。

「はい！　みんなへーかと結婚すれば良いと思います」

　そして膝にはパオラが乗っている。

　ちなみに右足にロザリンドが恥ずかしそうにしがみついており、左足にはキャラがくっついているが、太ふと股ももを枕代わりに半分寝ている。

「なあ……。暑いからちょっと離れてくれないか」

「はううっ！」

「くうっ……！」

　パオラとロザリンドがともにビクンと震えて眉まゆを顰ひそめた。

「や……やああっ……！　へーか……離れたくないのっ……」

　膝の上でパオラが身み悶もだえる。おっぱいがゆさゆさたゆんたゆん躍った。甘い息を吐きながらしがみついてくる。お尻しりが下半身をもそもそ擦こすって大変な事態になった。

「ああっ……！　陛下っ……ダメぇっ……！」

　右足ではロザリンドが苦しげに喘あえいでいる。太ふと股ももに顔を押しつけて声を押し殺し、ぎゅっと抱きしめてくるので足の甲に彼女の股間が当たっていた。微かすかに擦こすられる。

「だよなあっ……。ごめん二人とも！　今の命令は取り消すから……」

　常つね信のぶはぐったりと項垂うなだれた。

「ねえ、皇帝！」

　グイッと左に引っ張られる。クオーレが真剣な表情で言った。

「念のために言っておくけど、私は皇帝になら何をされてもいいわよ！」

「コラアアア！　そういうこと言っちゃいけません！」

　咄とつ嗟さに叫んだが、耳元でベアトリーチェが囁ささやく。

「陛下。今、喜びましたわね」

「な、何のことだかっ……」

「私に噓うそは通じませんわ。ちゃんと視みえてますのよ」

　全身から汗が噴き出した。

「私も！　そのくらいの覚悟はありますっ」

　対抗するようにヒルデガルトが右腕を引く。ロザリンドも黙って右足を引っ張ったのでバランスが崩れて右によろけた。

「待って！　待ってくれ！」

「はい！」

「ちゃんと待ちますぅっ」

　パオラとロザリンドが艶なまめかしい声で返事をする。

　常信は深呼吸をした。すごく良い香りがしたけれど、それに酔っている場合ではない。

「大たい神しんゼーバ様の試練を皆のお陰で乗り越えることができた。そのことに礼を言う」

「ははっ！」

「ありがたき幸せ」

　ムツィオたちが慇いん懃ぎんに礼をした。

「その上で、改めてクオーレ様からの求婚について考えたいと思う」

「どうしてよ!?　私たちの出会いは運命だったのよ！　何も迷うことないじゃない！」

「いいえ。ことは慎重に運ぶべきですわ」

　クオーレの叫びをベアトリーチェが冷静に抑える。

「ねーねー、みんなへーかの嫁じゃダメなの？」

　膝ひざの上でパオラがもそもそ動きながら尋ねた。柔らかいところがあちらこちらを刺激しまくるので本当にまずい。

「パオラ様、皆が陛下の嫁であるのは良いとして、一番を決める必要があるのです」

「ちょっと！　皇帝の嫁は私一人よ！　勝手に増やさないでっ」

　ベアトリーチェの説明を今度はクオーレが遮さえぎった。

「とにかく！　正妻を決めなければならないということだ」

　常つね信のぶは強めに言い切る。何か言いかけたクオーレも目で制した。

「じゃあ、へーかに決めてもらえばいいんでしょ？」

　パオラが小首を傾かしげる。銀髪がさらりと揺れた。

「それはいかがなものでしょう」

　疑問を投げかけたのはサルバドールだ。

　彼はゆるりと席を立ち、よく通る声で語り出した。

「皇帝陛下のご正妻となれば、お世継ぎが期待されます。つまり、次代の帝国を、ひいては将来の帝国を背負って立つ御方を産んでいただかなくてはならないのです」

「ふむふむ。重要ですね」

　しかつめらしい顔になってパオラが頷うなずく。

　他の皆も、元公こう爵しやくの風格に飲まれたのか、黙って話に聞き入った。

「無論、それだけでなく、皇后陛下には宮中での様々な儀礼を取り仕切っていただいたり、国内外での公務についていただいたりしなければなりません」

「陛下の正妻には、それに相応ふさわしい者がつかねばならぬということだな」

　宰さい相しようが合いの手を入れる。

「その通り。しかるに、それを見極めるにはいまだ十分な吟味がなされておらぬと存じます。陛下におかれましては、焦って事の本質を見失いませぬよう」

　サルバドールが一礼すると、五大臣から拍手が起きた。

「よく分かりました、そこの者」

　クオーレが深く頷く。常信の左腕を離し、ツイッと立ち上がった。

「つまり、皇帝の正妻に相応しいのは私だけってことね！」

「何でそうなる!?」

　思わず叫んでしまった。宰相たちもあんぐり口を開けている。

「吟味するまでもないわ！　私は神なのよ！　一番優れてるに決まってるわ」

「大した自信ですわね、慈じ愛あいの女神様」

　ベアトリーチェが常信から離れ、女神に近づいた。

「本当に優れているのがどちらなのか、実際に審査していただくのはどうかしら？」

「面白いことを言うわね、エルフ。望むところよ」

「でしたら、私も！」

「私も審査していただきたい！」

　ヒルデガルトとロザリンドが揃そろって手を挙げる。「んあ？」とキャラが目を開いた。パオラは状況をよく理解できていないらしく、不思議そうに左右を見ている。

「提案。公平な審査」

　それまで茫ぼう洋ようとしていたユーリが不意に声を上げた。

　会議テーブルの真ん中にちょこんと座って皆の注目を集める。

「ユーリ、お行儀悪いからテーブルから降りなさい！」

　クオーレが腰に手を当てて注意した。

　次の瞬間、彼女は常つね信のぶの膝ひざの上にいた。パオラもいるので二人抱えることになり、慌てて二人とも抱きかかえる。パオラが「ユーリちゃん、ダメだよぉ」と膨れ面になった。しかし真っ白な美少女は無表情に淡々と言う。

「陛下の正妻。選挙で決定」

「……何だって？」

　常信は尋ね返した。ユーリが答える前にクオーレがパンと手を打ち鳴らす。

「名案だわ、ユーリ！　それよ！　誰だれが皇帝の正妻に相応ふさわしいのか、大陸の民が決めれば良いんだわ！　選挙をするのよ！」

　慈じ愛あいの女神は力強く叫んだ。

「正妻総選挙を行いましょう！」
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第五章　やっぱり面と向かって言われると恥ずかしいよね（直球）







　常つね信のぶはふうむと唸うなった。

　正妻総選挙の告知がなされてから数日。魔力通信網ではちらほら話題に挙げられているようだが、選挙という仕組みに馴な染じんでいない者が多く、しかも全すべての民に平等に一票が与えられるということも理解できていないせいで盛り上がりは今ひとつだ。

「まあ、そうだよなあ……。いわゆる絶対王政の時代に民主主義の概念を持ち込んでも、理解できる人なんて一握りだろうし……」

　私室のソファであぐらをかき、晶機コムニカを弄いじる。

　先日、会議室でクオーレが正妻総選挙をやると言い出したときも、すぐにピンときた者は少数だった。昔から民主主義的な体制をとっているエルフ族のベアトリーチェは「面白そうですわね」と不敵な笑みを浮かべたが、ロザリンドたちは戸惑うばかりだった。

　しかもクオーレは帝国民だけでなく大陸中の全ての人間たちに投票権を持たせるべきだと主張したのだ。それにはベアトリーチェが妖精族の権利も認めるよう言い出し、最終的には獣人族も含めた全ての人々に一票が与えられることになった。

　大臣たちが戸惑う中、意外にもサルバドールが賛意を示し、それに宰さい相しようが乗って「正妻総選挙」の開催は決定してしまった。

「……あの爺じいさんたちも、なーんか企たくらんでそうなんだよなあ」

　背もたれに身を預ける。室内は近ちか頃ごろの喧けん噪そうが噓うそだったかのように静かだ。パオラすらおらず、珍しく一人きりで過ごしている。

「これからどうなることやら……」

　そう呟つぶやいたとき、部屋のドアが控えめにノックされた。返事をすると、「失礼します」と小さな声で挨あい拶さつしてヒルデガルトが入ってくる。どこか悄しよう然ぜんとして見えた。

「何かあったのか？　……落ち込んでいるようだけど」

「あの、陛下……。私は、どうすれば良いのでしょう……？」

「……話を聞かせてくれ」

　常信はヒルデガルトに椅い子すを勧めた。





　　　　◆　◆　◆






「ヒルデ。そなたには陛下の正妻になってもらう」

　サルバドール・フェレーロの邸宅に招かれたヒルデガルトは、客間に通されるなりサルバドールから、そう告げられた。

　客間には数十人の貴族たちが集つどっており、和やかに談笑している。ヒルデガルトが入室するなり、皆、席を立って出迎えた。いくら爵しやく位いを得たとはいえ、男爵に過ぎない自分にこれほどの礼を示すなど、考えられないことだ。

　ヒルデガルトは嫌な予感に囚とらわれた。

　着席し、隣にサルバドールが座ると、彼は貴族一人一人を紹介した。皆、東部に領地を持つ貴族たちだった。侯爵や伯爵まで恭うやうやしく一礼するので、どうにも居心地が悪い。

「サルバ様、私に期待していただけるのはありがたいのですが……」

　堪たまらず、そう告げる。ところが初老の元公こう爵しやくは軽やかに笑った。

「安心しろ、ヒルデ。そのためにこうして集まっているのだ。票固めは着実に進んでいる。東部貴族の票は必ずまとめると約束しよう」

「はあ……」

　間の抜けた返事をしてしまう。こちらの内心を読んだのか、サルバが片かた眉まゆを上げた。

「東部貴族の票だけでは数が少ないと考えているのだろう？　心配することはない。そのくらいで十分なのだ」

「十分なのですか……？」

「うむ」

　サルバドールは周りの貴族たちを見回す。

「東部貴族の票をまとめれば、貴族票のおよそ三割に達する。それで十分、勝機は見えるのだ。もちろん、他にも票を伸ばす活動はするが」

「貴族票の三割……。あのっ、今回の選挙では貴族だけでなく平民にも投票権があると聞きました。それだけではとても戦えませんっ」

　ヒルデガルトがそう言うなり、室内が笑いに包まれた。

　サルバドールも笑いながら答える。

「平民ごときに何ができる。あの者たちは選挙の意味すら理解しておらん。投票などするはずがない。此こ度たびの選挙で重要なのは我ら貴族の票なのだ」

「その貴族たちにしても、選挙そのものに疑問や不信を抱いておる者ばかり。故に投票率は非常に低いと見ておりますよ」

　他の貴族も口を開いた。

「どなたが立候補するのか公示されなければ分かりませんが、注意すべきは女神クオーレ様とベアトリーチェ・エヴァンジェリスティ公爵令嬢くらいのものでしょう」

「他にも公爵家のご令嬢が手を挙げるかもしれませんが、さしたる支持は集まらぬかと」

「その辺りにつきましても、すでに根回しをしております」

　皆の言葉にますます動揺が深まり、ヒルデガルトはつい口走る。

「パオラ様もいらっしゃいます！　ロザリーだって！」

　再び室内が笑いに包まれた。

「ヒルデ、パオラ様は妹君だ。確かに大変仲のよろしいご兄妹きようだいではあるが、結婚となると話は別。考慮する必要はない」

　サルバドールが諭すように言う。

「ロザリンド姫に関しては、国内貴族が票を入れるはずがない」

「ヒルデ殿と違い、彼女はイグドラル国民。陛下の庇ひ護ごを受けているだけの身だ」

　何をバカなことを、といった顔で言われ、ヒルデガルトは言いようのない怒りに胸を抉えぐられた。敬意を抱く従姉妹いとこを嘲あざ笑わらわれたような気分だ。

「……でしたら、クオーレ様やベアトリーチェ卿きように勝てる確信がおありなのですか？」

　少々嫌味な訊きき方をしてしまう。

　しかしサルバドールたちは動じなかった。

「当然だ。我らが考えるに、最大のライバルは女神クオーレ様であろう。アートマ国民はもちろんのこと、帝国内にもゼーバ教徒は数多くいる。その者たちが一致団結して投票に臨めば、最大勢力となろうな」

「教会権力を徹底的に排除したとはいえ、信教の自由は守られております。この中にも当然、ゼーバ教徒はおりましょう」

　貴族たちが互いに目配せする。中にはゼーバ教徒の証あかしを掲げる者もいた。

「であるから、教徒たちを分裂させる」

　サルバの声が響く。

「アートマ国民がクオーレ様を降臨させたのは間違いない。しかし、帝国内の教徒の中には、それを良しとしない者たちもいる。クオーレ様の降臨は歓迎していても、陛下とのご結婚は望んでいない者もいるだろう。そこを突く」

「間者に扇せん動どうさせ、反対運動を起こさせます。騒ぎが大きくなれば、選挙そのものを嫌がって投票しなくなる信者が増えるでしょう」

「ベアトリーチェ卿に関しては、そこまでの心配をしておらん」

　貴族の一人が軽い口調で言った。

「妖精族は帝国の政治に無関心だ。ベアトリーチェ卿が特別なだけで、彼女を正妻に推す道理もなければ熱意もない。妖精族の票がまとまることはない」

「となれば、貴族からの票をどの程度集められるかだが、彼女は古参の貴族には好かれておらぬからなあ」

「改革を押し進めた張本人として、一部の者たちからは疎まれております。帝国貴族の票はまず入りますまい」

　悪そうな顔になって貴族たちが笑う。

　ヒルデガルトは寒気を覚えた。

　彼らはすでに勝った気でいる。それも、相応の計算をした上で。

「……それでも、三割程度の票で、本当に私が一位になるのでしょうか？　残り七割の票はどこに行くのですか？」

　かすれた声で、それだけ尋ねた。サルバがそっけなく答える。

「消えてなくなるのだ」

「消える……？」

「ヒルデ、此こ度たびの選挙の投票率は全体でいえば三割どころか非常に低い数字になるであろう。平民の投票など、一部のゼーバ教徒のみであとは皆、棄き権けんする。貴族の間でも票を投じる者はここにいる者たちと、これから固めていく東部貴族たちのもののみだ」

　どこか哀れみのこもった目で元公こう爵しやくは言った。

「選挙というのは、投票率が下がれば下がるほど、一部の者たちに有利に働く。この世は動かぬ多数派よりも行動する少数派こそが全すべてを手にするようにできているのだ。だからこそ、我らは繁栄し続ける。愚かな平民たちは永遠に我らの手足のままだ」

「サルバ様……その発言はいくらなんでも……」

　首を振るヒルデガルトにサルバドールは厳しい表情を見せた。

「私が、人生を通して見み出いだした真実だ。むろん、民の前では決して口にはせんがな」





　　　　◆　◆　◆






「そんなことがあったのか……」

　ヒルデガルトから話を聞き、常つね信のぶは息を吐いた。

「はい……。サルバ様は、正妻に選ばれた後のことを考えて、今のうちに皇后陛下の礼法を学んでおくようにと仰おつしやいました。でも……」

「納得いかない？」

「……はい。この気持ちは、きっとそれです。まるで戦う前から勝敗が決まっている。そんな戦いは、騎士として納得いかないのです！　私は陛下の正妻に迎えられたいと願っています！　けれど、それは誰だれもが納得する戦いの先にあるべきだと考えています」

　すっくと立ち上がり、ヒルデガルトは拳こぶしを握った。

「私は今度こそ、正々堂々と戦ってロザリーに勝ちたい！　まるで傀かい儡らいのような勝利など求めてはいません！」

「ああ……。ロンバル平原ではほとんど騙だまし討ちだったからね……」

　半年以上前の戦いを思い出す。

「陛下……。私はどうすれば良いのでしょう……？」

　心細そうに見つめてくる彼女に、常信は笑ってみせた。

「ヒルデはヒルデの好きにすると良いよ。まだ立候補の受付も終わってないんだ。選挙はこれから。正直、何が起きるか分からないぞ」

「……好きに、ですか」

　ヒルデガルトはその言葉を嚙かみしめるように呟つぶやく。椅い子すに座り直し、常つね信のぶにズイッと身を寄せた。

「一つお伺いしてもよろしいでしょうか」

「何だ……？」

「陛下はどのようにお考えなのですか？」

　真しん摯しな青灰色の瞳ひとみの奥には、どこか責める色があった。

「どのようにって言われても……」

　答えに窮する常信にヒルデガルトが視線を逸そらし、口を尖とがらせる。

「陛下の中では、すでに正妻は決まっているのではありませんか……？」

「え!?　いやっ……どうだろう……」

　鋭いところを突かれた気がしたが、しかし図星というわけでもなかった。少し考えてみる。その様をヒルデガルトがチラチラと窺うかがう。やがて耐えかねたように口を開いた。

「お考えになられるということは、私にも、可能性があるのでしょうか……」

　目を逸らしたまま、心細そうに言われてドキリとする。

「私はパオラ様のように天てん真しん爛らん漫まんに陛下を癒して差し上げることはできませんし、ベアトリーチェ様のように側近として公私ともにお支えする能力も持ち合わせてはおりません。キャラ殿も密ひそかに活躍しておりますし、ロザリーは『七勇神姫セテイオ・プリンサ』ですし……」

　どんどん彼女の表情が曇り、項垂うなだれていく。

「私だけ、何もありません……。陛下に献ささげられるのは、この身一つだけです……」

　悲ひ愴そう感すら漂う告白に常信は腰を浮かせた。

「そんなに思い悩まなくてもいいよっ。俺だって大した人間じゃないんだ」

「そのようなことはありません！」

　カッと目を見開き、ヒルデガルトが身を乗り出す。勢い余ってこちらに倒れそうになった。慌てる彼女の肩を抱き留め、ぎりぎりで事なきを得る。

「ご無礼を致しました！」

　すぐさま飛び退すさり、ヒルデガルトが土下座をした。いちいち大げさだなあと思いつつ頭を上げるよう促うながし、椅子に座らせる。

「私は陛下に、一生掛かってもお返しできぬほどのご恩を頂きました！」

「それほどのことでもないと思うんだけど……」

「いいえ！　あのとき……誇張抜きで、私の人生は変わったのです」

「あのとき？　ロザリーと戦ったときか？　それとも、サルバに君の処遇を決めさせたときのことかな？」

　首を捻ひねる常つね信のぶにヒルデガルトはゆっくり首を振った。

「もっと前です。私が陛下と初めてお会いしたとき」

「あのとき？　それこそ、大した出会いでもなかったような……」

　ヒルデガルトと初めて会ったときのことを思い起こす。彼女が城内に侵入し、東部戦線の戦況を訴えたのだ。警備兵に取り押さえられていた彼女の姿を思い出す。

「陛下にとっては取るに足らない出来事だったのかもしれません。ですが、私はあのとき、死罪になることを覚悟しておりました」

「死罪……」

「以前もお話しさせていただいた通り、家名は地に落ち、どうにか汚名を返上しようと仕官した先でも邪魔者扱いでした。あのときも私は戦場に出ることを許されず、砦とりでの留守を預かる身だったのです」

　騎士にとって戦に出ることは誉れであり栄達の道だ。彼女にはそれが閉ざされていたのだと、今の常信にはある程度理解できる。

「本来なら陛下に直接窮きゆう状じようを知らせるなど考えられないことなのです。私は留守を預かっていた砦から出て、一人で帝都に入りました。あげく、あのようなご無礼をっ」

「でも、あのお陰で帝国は危機を脱することができたんだ」

「それでも、私の行いは死罪を言い渡されても不思議ではない暴挙でした。それなのに、陛下は私を許して下さいました」

　ヒルデガルトの瞳ひとみが潤うるんできた。

「陛下にお会いするまで、この命など惜しくないと思っていました。せめて最後に東部戦線の戦況を変えるきっかけになれれば、この人生に悔いはないと。私の死後、スターリング家の名誉が僅わずかにでも回復すれば、それで満足だと……自分に言い聞かせて」

「…………」

　言葉が出ない。

　彼女が背負ってきたものの重さを想像することすら敵かなわない。

「あのとき、陛下のご温情で私は生き存ながらえ、それどころか東部戦線で武功を立てる機会までいただけました。それだけでなく……」

　そこで何な故ぜか頰ほおを赤らめ、ヒルデガルトは小声で言った。

「ヒルデと、愛称で呼んで頂けました」

「いや、まあ、呼びやすいからそう呼んでただけだけど……」

「陛下」

　熱い眼まな差ざしで見つめてくる。

「このような発言は国家反逆罪と受け取られるかもしれませんが、私の本心を申し上げます。たとえ陛下が陛下でなくとも、グロリア帝国が滅び、亡国の身となろうとも」

　凛りんとした声が届いた。

「私は陛下を、お慕したい申しております。永遠の忠誠と、愛を」

「…………」

　じわじわと顔が熱くなっていく。

　目の前に座るヒルデガルトの顔もリンゴのように赤くなった。

「失礼致しましたあああああああああああああああ!!」

　椅い子すを弾はじき飛ばして絶叫する。彼女は全速力で部屋を飛び出していった。

「お、おう……」

　一人残された常つね信のぶは、しばらく椅子から立ち上がれなかった。




　水の月15日。正妻総選挙の立候補受付が閉め切られ、即日公示された。

「噓うそだろ……」

　壁に張られた立候補者の顔ぶれを見て、常信は呆ぼう然ぜんとその場に立ち尽くしてしまった。一緒に見に来たパオラが「わあっ！」と瞳ひとみを輝かせる。

「すごいね、へーか！　みんな、へーかの一番嫁になりたがってるんだね！」

「いや、えっと……」
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　常つね信のぶはその場に崩れ落ちかけ、ぎりぎりで踏ん張った。

　息を吸う。

「何でこんなことになってんだよおおおおおおおおおおおお！」

　己を奮い立たせる意味も込めて、思い切り叫んだ。

「どうしたの、へーか？」

　パオラが目を丸くする。ハアハアと肩で息を吐き、改めて立候補者の顔ぶれを確認した。一つ頷うなずく。

「よし。今すぐ、全員集合」




　正妻総選挙に立候補した十人を私室に集め、常信は彼女たちを見回した。

「急に呼び出しとか何だよ？　あたしは国内の票固めで忙しいんだぜ」

「それは皆、同じですわ。少しお静かにしていただけません？」

　不満そうなナタリアのぼやきにベアトリーチェが苦言を呈す。他の者たちは、概おおむね大人しくしていた。クオーレが腕を組んで露ろ骨こつに不機嫌そうだが。対してパオラはニコニコと楽しそうにしている。

「緊急招集をかけたのは他でもない……。何で立候補してるんだ!?」

　ナタリアたちを見た。

「確かにみんなあの場にいたし、立候補の条件は特に指定しなかったよ！　でも、よその姫が立候補って、何でそうなるんだよ!?」

「むしろ、何でそうならないと思ったんだ？　こいつぁ、あたしたちにすりゃ絶好のチャンスなんだぜ」

　ナタリアがにんまりと笑う。

「選挙に勝って皇帝の正妻になれば、グロリア帝国を丸ごといただいたも同然じゃねえか。アレグランサの王女として、立候補しない手はないね！」

　一人がけのソファで足を組み、堂々と言い切った。

「……他の者も同じなのか？」

「私は純粋に陛下のことをお慕したい申しております！　もちろん、イグドラルのことも考慮に入れておりますが」

　すかさずロザリンドが立ち上がって答える。真しん摯しな眼まな差ざしに射抜かれた。

「私はね～、ブリムレックと懇意にしてる商業連合からお願いされたの～。正妻になった暁には、一生、お菓子をただでくれるんですって～♪」

　マリアンヌが嬉うれしそうに言う。

「露骨な買収だな！」

「うふふ～♪　お菓子で買収されない女の子なんていないのよ～」

「君は今すぐ全国の女の子に謝れ！」

　常つね信のぶは次にマライカを見た。

「あ～、マリーと被かぶっちゃった……。アタシも幾いくつかの商業連合からね～。貿易はうちのキモだし、この際、帝国をもらっちゃおうかなって♪」

　彼女にウインクされる。常信はハアとため息を吐ついた。

「みんなの意見は良く分かったよ……」

「あっはああ！　いいよぉ、皇帝！　そうやってボクをとことん無視するんだね？　いいよ！　そういうの、大好物だからっ」

　常信の足元でド変態もといシエラが嬉うれしそうに喘あえぐ。少々迷ったが、彼女にも聞いてみることにした。

「シエラは理由を話すな」

「ボクはねぇっ！　あふぅっ♪　ボクはっ……ああっ♪　これ、しゅごい！　久し振りにしゅごいのキちゃう！　ボクはっ……ボクは、父上に頼まれてねぇっ♪」

　だらしなく涎よだれを垂らしながら途切れ途切れに話した内容をつなぎ合わせると、シエラはこの際、皇帝と結婚してグロリア帝国に永住して欲しいと家族に頼まれたそうだ。

「家族のみんなには、何かと迷惑をかけてるみたいだからねっ♪　しょ、しょにょくらいはぁっは！　言うこと聞いてあげようと思ってえへぇっ♪」

「命令は取り消す」

「ハア……ハア……。やっぱりここは、天国だっ」

　脱力して床に突っ伏した彼女は放っておき、常信は頭をかいた。

「みんな、けっこう割り切ってるんだなあ……。ようするに政略結婚だろ？　嫌じゃないのか？　それとも、王族ってそういうものなのか？」

「そういうものだよね？」

「そういうものよね～？」

　マライカとマリアンヌが頷うなずき合う。ナタリアは「いやいや」と手を振った。

「あたしはあたしの意志で相手を決めるぜ。皇帝は気に入ったから、あたしの男にしてやるって前も言ったろ？」

「イケメンだな……」

　思わず呟つぶやいてしまう。

「ねえ、皇帝！　話は終わり!?　だったら私も言いたいことがあるんだけど！」

　ずっと不機嫌そうにこちらを睨にらんでいたクオーレが口を開いた。「あと一つだけ」と常信は彼女を制する。

「キャラ、お前はどういうつもりなんだ？」

「んあー……？」

　パオラのおっぱいに頰ほおをすり寄せてうつらうつらしていた猫耳娘が薄目を開けた。

「何がー……？」

「だから、何でお前も立候補したんだよっ？　正妻とか面倒くさそうだからパスって言いそうだったのに」

「あー、それねー……」

　キャラはのろのろと身を起こす。

「うちに族長が来たんだー……」

「族長？」

「うちらの種族のー、まとめ役みたいな人ー……。いつもは自治区にいるんだけど、こないだ急に来てねー。正妻に立候補してくれってうるさくって……」

「それで受けたのか？　珍しいな」

「選挙活動は全部やってくれるって言うからー……」

「人任せ過ぎるだろっ」

「働いたら負けだと思ってる……」

「久し振りに聞いたな、その台詞せりふ」

「ねえ、皇帝！　もういいでしょっ？　ちょっと言わせてよ！」

　クオーレがぴょんぴょん跳びはねて急せかしてきた。「ああ、どうぞ」と促うながすなり、彼女は常つね信のぶの隣にやって来て、皆をぐるりと見回す。

「この中に、妨害工作をしてる人がいるわ！」

「……急に何ですの？」

　ベアトリーチェが眉まゆを顰ひそめた。

「妨害工作よ！　私の信者を分裂させて票を減らそうとしてる人がいるのっ」

　常信はビクッとしてしまった。そっとヒルデガルトを見る。彼女もだらだら汗をかいていた。表情が強こわばっている。

「あんなに結束の強かった信者たちが、私と皇帝の結婚に反対しだしたのよっ。これは陰謀よ！　謀略よ！　破壊工作よ！」

「仰おつしやりたいことはそれだけですか？　でしたら、私はこれで」

　興味ないと言いたげにベアトリーチェが席を立つ。キッとクオーレが彼女を睨にらんだ。

「さてはエルフ！　あんたの仕業ね！」

「ご冗談を、女神様」

「この中で、こういう謀略が得意な策士はあんた以外いないでしょ！」

「策士というのは、褒め言葉と受け取っておきます」

「逃がさないわよ！　これを見なさい！」

　クオーレは晶機コムニカを突き出した。
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　画面には、クオーレを讃たたえ、同時に今回の正妻総選挙に対する怒りと反対の意志を示した回答が続々と寄せられていた。かなり過激な発言も多い。

「これはヒドイな……」

　誰だれが裏で煽あおっているのか知っていることもあり、常つね信のぶは顔を顰しかめた。

「そうなのよ、皇帝！　他にも色んなところに書き込みがあって、だんだん反対派の勢力が大きくなってきてるのっ。信者同士の争いも起き始めてて……」

　クオーレが肩を落とす。

「申し訳ないことです、クオーレ様！」

　ヒルデガルトが彼女の前に飛び出し、土下座した。

「えっ？　えっ？　何っ……？」

　身を竦すくめて数歩退ひくクオーレ。そんな彼女を見上げてヒルデガルトは叫んだ。

「それは全すべて、私のせいなんです！」

「ヒルデ!?」

　ロザリンドが目を丸くする。

「きっと、私を応援して下さっている方々がやったことなんです……。本当にごめんなさい！　こんな卑ひ怯きような真ま似ね、許されませんっ」

　悔しそうに叫ぶヒルデガルト。それを見つめていたクオーレは、ハッと何かに気づいた様子で彼女に歩み寄り、屈かがんでその背にそっと手を置いた。

「いいのよ、ヒルデガルト。あんたが罪を背負おうとしなくても良いの。本当に悪いのはそこの金髪エルフなんだから」

　慈じ愛あいに満ちた顔で言う。どこからともなく光が差した。落ち着いた旋律まで流れる。

「何で私のせいになるのかしら？　ヒルデが自分のせいだと認めていますのに」

　光を遮さえぎるようにベアトリーチェが前に出た。優しくヒルデガルトの背を撫なでていたクオーレは、キッと顔を上げる。

「あんたは良心が痛まないのっ？　この場を丸く収めようと、あえて罪を被かぶろうとする美しい自己犠牲の姿を見て！　なんて健けな気げなのかしらっ。ヒルデガルト、あんたは死した後、必ず天国に迎え入れられると私が約束しましょう」

　晴れやかな効果音が鳴り響いた。

　本当にどこから聞こえてくるのか、気になって仕方ない。

「あの、クオーレ様っ。私は罪を被ろうとしているのではなくて、本当のことを話しているだけなんですっ」

　懸命に訴えるヒルデガルトの唇に女神の人差し指が押し当てられた。

「もう何も言わなくて良いわ。私にはちゃんと分かってるんだから」

「分かってないと思うわよ」

　ベアトリーチェが茶々を入れる。思い切り睨にらまれた。

「ビーチェ、煽あおるな。こうなったらどうしようもないって、君だって分かってるだろ」

　常つね信のぶはぐったりしつつ彼女の肩に手を置いた。

「分かりました！」

　元気の良い声に振り向くと、何な故ぜかパオラが椅い子すの上に立っていた。神妙そうな顔をして常信たちを見回す。

「へーか、わたし、分かったよ！」

「……何がかな？」

　恐らく分かっていないのだろうなあと思いながらも、そう返さざるを得なかった。

「これは正妻総選挙という名の戦い……」

　一拍置かれる。そしてパオラは自信満々に言い切った。

「嫁の中の嫁、一番嫁を決める仁義なき戦いなんだね！」

「…………」

　割と正しいことを言われ、驚いてしまった。

「だから、みんな全力でやらなきゃいけないんだよ！　ケンボウジュツスウがうずまくんだよ！　すごいんだよ！」

　ちょっと難しい言葉を使ってみたかったらしい。

「キャラちゃん！　お互い、頑張ろうね！　どっちが陛下の一番嫁になっても、わたしたちの友情は永遠に不滅だよ！」

　ちょっと話がずれてきたようだ。

「それでは、皆さんの健闘を祈って勝ちどきを上げましょう！」

　ちょっと意味が分からない。

「頑張るぞ、おーっ」とパオラが拳こぶしを突き上げると、意外にもクオーレ以外の全員が腕を上げた。土下座したままのヒルデガルトまで控えめに挙げた。出遅れたクオーレが慌てて「おーっ」と震える腕を上げる。

「ありがとうございました！」

　ぺこりとお辞儀をし、パオラは椅子を降りた。キャラがとことこ近づいてきて、眠そうな顔のまま「おーっ」と腕を上げる。

「キャラちゃん、やる気出たっ？」

「おー……。たまには私も頑張ろうかなー……」

「そうだよ！　全力でぶつかり合ってこその友情だよ！」

　パオラは一体、何に感化されたのだろう。

　ともあれ、彼女のお陰でその場は何となく収まり、解散となった。





第六章　全すべて○○が悪いという陰謀論（感じ方には個人差があります）







　水晶球の画面に自分の顔が映る。

　公示の後、キャラに撮ってもらった映像だ。常つね信のぶは動画投稿サイトに投稿された動画をじっと確認する。

　まず正妻総選挙に至る過程を簡単に説明し、立候補者を一人ずつ発表した。

　選挙期間は二週間。有権者は、その間に誰だれか一人に投票すること。

　幾いくつかのルールを説明した後、居住まいを正し、一つ深呼吸をして言った。

『では、ここに、正妻総選挙の開催を宣言する！』

　そこで動画は終わる。

　フウと息を吐いた。

「ここから二週間……。どうなっていくかな……？」

　何ごともなく無事、選挙が終わって欲しい。

　そんな願いを抱きつつ、世間の反応を見てみようと検索した。

　ふと、「一言投稿」の書き込みに目が止まる。
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「何やってんだ、あいつうううううううう!?」

　そういえば先程集まったとき、マリアンヌの膝ひざの上にいなかったなあと今更ながらに思い出し、常つね信のぶは頭を抱えた。




「これはお前だな？」

　翌日、執務室にマリアンヌとセキリンダイシンリュウを呼び出した常信は、問題の画像を彼女たちに見せた。

　セキリンダイシンリュウは黄金の瞳ひとみを細め、「フン」と鼻を鳴らす。

「ようやく飛竜程度の大きさにまで戻ることができたが、我ながら、まだまだ貧相な体つきである。あまり見とうない。消せ、消せ」

「お前の感想はどうでもいい！　それより、あちこちの村を脅して回ったって話だ！」

「それがどうかしたか？」

　マリアンヌに抱きかかえられた彼女は真顔で問い返してきた。

「どうかしたかって、こんなのダメに決まってるだろ！　村人を脅してマリアンヌに投票させようなんて、ルール違反だ！」

「解せぬ」

　セキリンダイシンリュウは不満を露あらわにする。

「力ある者が力のない者を支配し、その意に従わせる。それが自然の摂理というものだ。我は何も間違ったことはしておらんぞ」

「竜族の間ではそうかもしれないけど、人間界では違うんだ！」

「あら～」

　常信の剣幕にマリアンヌが頰ほおに手を当てた。

「リンちゃん、私のために頑張ってくれたのに～」

「頑張り方を間違えてるからっ」

「間違えてはおらぬと言うておろうが」

　真紅の幼女は一歩も引かない。それどころかマリアンヌの腕から抜け出し、宙に浮いて常信を傲ごう然ぜんと見下ろした。

「皇帝、竜族と人間種ではルールが違うと抜かしたな？　では聞くが、権力は力ではないのか？　財力は？　武力は？　全すべて同じ力であろう？　我は我の有する力を遺い憾かんなく発揮してマリアンヌに勝利をもたらそうとしたまでのこと。何な故ぜ、否定されねばならんのか、理解できぬ」

「だから、選挙には選挙のルールがあるんだっ。脅して言うことを聞かせるのはダメなんだよ！　そう説明したはずだぞ！」

「何じゃ、脅すのはダメと抜かすのか？　そんなもの方便に過ぎまい。手を合わせてお願いするのと、喉のど元に牙きばを突き立てて言うことを聞かせるのと、何の違いがある？」

「大違いだよ！　相手に自由意志があるかないかの話だっ」

「これは傑作じゃのう」

　セキリンダイシンリュウが大笑する。

「それでは我が薄汚い人間種風情ふぜいに媚こびへつらい、猫なで声でマリアンヌへの投票を促うながせば、問題はなかったということじゃな？　はっきり村を焼き払うとは言わず、ただ、我の牙と爪を見せつけ、天に向かって炎の一つでも吐いて笑顔で頼めばルールに則のつとっておるというわけだ。なかなか良いことを聞いたぞ」

「待った、待った！　そんなの屁へ理り屈くつだろっ」

「屁理屈はどちらじゃ？　何な故ぜ、我の力ばかり否定する？　お前たち人間種は自分たちの力を存分に活いかして票を集めておるではないか」

「……何のことだ？」

　首を傾かしげる常つね信のぶに、マリアンヌが「あら～」と困った顔になった。

「皇帝さんはまだご存知なかったの～？　今、投票権がとっても高値で売れてるのよ～。私とマライカを応援してくれてる商業連合の争いがすごいのよね～」

　常信は目を剝むく。

　急いで水晶球を操作し、幾いくつか調べてみた。
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　愕がく然ぜんとして声が出ない。

　そんな常つね信のぶの顔を満足そうに見つめ、セキリンダイシンリュウがニイッと口の端をつり上げた。

「少しは分かったであろう、皇帝？　これが人間の本性よ。高尚な精神も、純粋な願いも、皆、等しく欲に食い潰つぶされる。どうすれば最も得であるか。そのために行動しておる。財力を持つ者は権力を得るためにその力を使っておるのだぞ？　暴力を有する我のことばかり否定するのは不公平ではないか」

　耳元で囁ささやかれる。

「みんな熱心よね～。あら～？」

　吞のん気きに自分の晶機コムニカを弄いじっていたマリアンヌが頰ほおに手を当てた。

「皇帝さん、皇帝さん。マライカが緊急発表ですって～」

　楽しそうに執務机を回り込み、すぐ側そばまでやって来る。くっつくようにして晶機の画面を見せてきた。彼女の爆乳が思い切り頰に押し当てられる。

「マリーよ、当たっておるぞ」

　不機嫌そうにセキリンダイシンリュウが机の上に座った。

「うふふ～♪　当ててるのよ～」

　マリアンヌは和やかに答える。

　画面にはマライカが一人で立っていた。

「今日は、みんなにとても大切なお知らせがあります」

　簡素な舞台の上。いつもの陽気さは影を潜め、悲しそうに少し俯うつむく。

「みんな知ってると思うけど、アタシ、グロリア帝国皇帝の正妻総選挙に立候補しました！　これにはたくさんのご意見をいただいて、その一つ一つがとても心に響くものでした。色んなご意見があったけど、みんなアタシのことを大切に思ってくれてるんだって、すごく伝わってきて本当に嬉うれしかったです！」

　彼女が顔を上げると、パッと涙が散った。

「たくさん、たくさん考えて、アタシ決心しました！　今までアイドルとして支えてきてくれたファンのみんなを裏切りたくない！　それにエイズルム王国の王女として、果たすべき勤めからも逃げちゃいけない！　だから！　だからっ……」

　くっと口を引き結ぶ。ふるふると瞳ひとみに涙が盛り上がった。

　大声で叫ぶ。

「アタシ……アイドルを引退します！」

　溢あふれ出した涙を拭ぬぐい、マライカはこちらに向かって深々と頭を下げた。

「今まで応援してくれたみんな、本当にありがとうございました！　みんなとの思い出は、一生忘れませんっ……」
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「一言投稿」の書き込みがものすごい勢いで流れていく。大半が悲鳴や絶叫で、阿あ鼻び叫きよう喚かん絵図の様相を呈していた。中には冷静な書き込みや、正妻総選挙を応援する書き込みもあったけれど、悲しみ嘆くものがほとんどだ。

　そして皇帝に対する恨み節も数多く書き込まれていた。

「これは、また……。厄介なことに……」

「でも～、アイドルに情熱燃やしてたマライカらしい判断よね～。いっつも、みんなのアイドルって言ってたし、正妻になったら皇帝さんだけのアイドルになるわけでしょ～？」

　マリアンヌがゆるい口調で感想を述べる。

　水晶球で「一言投稿」の書き込みを追いながら常つね信のぶは唸うなった。

「まだ当選すると決まったわけじゃないし、結果が出てからでも良かったろうに……」

「それはダメよ～。皇帝さんは好きな子が他の人のものになるのを応援できるの～？」

「それは、そうか……。アイドルを続けていたら票が入らないって考えたんだな。マライカって、ああ見えてちゃんと考えてるな」

「うふふ～♪　シエラ以外はみんな良い子なのよ～」

　マリアンヌが机の上のセキリンダイシンリュウを抱え上げる。

「それじゃ、私たちはこれで～」

「あ！　ちょっと待った。暴力で脅すのはなしだからな！」

「それは聞けぬ相談だ。我を止めたいのであれば、納得できるだけの『正義』を掲げてもらおうか。人間種同士で無法がのさばっておるのに、我だけ許されぬなど話にならん」

　セキリンダイシンリュウは言下に切り捨てた。マリアンヌも、ただ「うふふ～」と笑って執務室を出ていく。

　彼女たちを引き留める言葉が見つからず、常信は椅い子すに深く座り込んだ。

「ああ、参ったなあ……。どんどん面倒なことになっていくぞ……」

　晶機コムニカを操作し、正妻総選挙の公式サイトを開く。まだ投票期間は始まったばかりなので得票数は全体の１％にも達していないが、候補者十人の支持率を表す円グラフにはあからさまな変化が生じていた。

「……マライカとマリアンヌの二人だけで円がほとんど埋まってる」

　現時点での一位はマリアンヌで47％、二位がマライカで45％を占めている。残り８％を八人で分け合う形だった。

「サルバたちの目もく論ろ見みは完全に外れたな。東部諸しよ侯こうはどう動くんだろう？　いや、それより何とかしてセキリンダイシンリュウの横暴と商業連合の票買いをやめさせないとっ」

　腕を組み、ああでもないこうでもないと考えを巡らせるが良い案は浮かばない。

「こういうときこそ知恵袋に頼りたいんだが……」

　自分が尋ねても、まるで反応がないのは経験済みだ。それでも一いち縷るの望みを託して知恵袋に書き込んでみたが、案の定、一つも回答が寄せられることはなかった。

「本当に投稿できてるのか、これ？　実は俺の質問だけ載ってないってことないよな？」

　そんな疑いすら抱いてしまう。

　一晩待ってみたが、結果は変わらなかった。




　水の月17日。公示されて二日後の順位はマライカが得票率48％で一位。マリアンヌは45％で二位になっていた。投票率は全体の５％に上がっている。

「何とかしないとな……」

　布団の中で唸うなり、常つね信のぶはもそもそと身を起こす。着替えて執務室に向かった。

「おはようございます、陛下」

「おはよう、ビーチェ」

　一分の隙すきもなく身だしなみを整えた美少女エルフに迎えられる。窓から差し込む初夏の朝日に豪ごう奢しやな金髪が幻想的に輝いた。

「本日のご予定はこちらに」

「ありがとう。宰さい相しようはどうした？」

　本来なら一日の予定を説明するのは宰相であるムツィオの仕事である。彼の姿が見当たらないので尋ねると、ベアトリーチェは優雅に一礼した。

「パオラ様の選挙活動を手伝うそうです。その間、公務は私に一任していかれました」

「気合い入ってるなあ」

　孫娘のために宰相の仕事を休むという行動に、驚きを通り越して感心すら覚える。常信はベアトリーチェを見た。

「君も選挙活動で忙しいんじゃないか？」

「ご安心下さい。必ずや陛下のご期待に応え、私が正妻になってみせますので」

　完かん璧ぺきな微笑ほほえみで返される。

「いや、そういう意味で言ったんじゃないんだけど……」

「陛下！　皇帝陛下！　おられますかな!?」

　突然、執務室の扉が開かれた。「なりません！」「どうか、お控え下さい！」と押し止とどめようとする警備兵たちを片手で触れることなく制し、一人の男性が歩を進める。

　豪奢な金髪を背中まで流した上背のある紳士だ。耳が尖とがっており、一目でエルフだと分かる。幻想的な雰囲気を身に纏まとうその男には見覚えがあった。

「ロレンソ・エヴァンジェリスティ公こう爵しやく……。どうして、ここに？」

　ベアトリーチェの父親であり、妖精族と帝国の仲介役でもあるエルフは優雅に一礼し、「突然の無礼をお許し下さい」と言った。

「ああ、うん……。衛兵、下がって良いぞ」

　背後で狼狽うろたえている警備兵たちにそう命じると、助かったといった顔で敬礼をして素早く去っていった。扉が閉まるのを確認してから視線をロレンソに戻す。

「それで？」

「陛下に直接お尋ね致したく、参った次第です」

　強こわばった表情で金髪エルフ紳士は言った。ちらりと常つね信のぶの隣に立つ自分の娘を見る。

「ビーチェのお腹なかに陛下の御み子こが宿っているというのは事実でしょうか？」




「決して責めているわけではありません。むしろ大変光栄なことです。娘が陛下に見初められたときから、こうなる予感はありましたので」

　場所を移し、城内の応接室にて。

　常信の向かいに腰掛けたロレンソは一言一言を嚙かみしめるように話す。

「…………」

「…………」

　常信の隣には澄ました顔のベアトリーチェが座っている。両手を腹に置いて、時折、撫なでているのは何のアピールなのか、激しく問い詰めたかった。

「ただ、一つだけ納得いかないのです。陛下！」

　急にロレンソが身を乗り出した。端正な顔立ちの紳士に見み据すえられる。

「ビーチェが御子を授かっているというのに、正妻総選挙を開催するとはどういうことですかな？　人間界の事情に明るくない私にも理解できるよう、ご説明いただきたい」

「ロレンソ、君の気持ちはよく分かった。ただ、先にはっきりさせておかなければ──」

「そうですわ、お父さま」

　常信の言葉を遮さえぎり、ベアトリーチェが胸を張った。

「私は今回の正妻総選挙に賛成しております」

「ビーチェ？」

　彼女の横顔を見る。堂々としていて全く揺らぐことがない。

「……ビーチェ、お前はそれで良いというのか？　お世継ぎを身ごもっているというのに、他の者たちと同列に扱われているのだぞっ？」

「構いません。私はむしろ、そうあるべきだと考えています」

「いや、ビーチェ？」

　軽く肩を叩たたく。彼女は真まっ直すぐ父親を見つめたまま言い切った。

「本当は妊娠の事実も伏せておきたかったのです。それが、どこからか洩もれてしまって、お父さまのお耳にまで入ってしまいました。けれど、私はあくまで一立候補者としてこの選挙を勝ち抜き、晴れて正妻として迎えられたいのです！」

「ビーチェ!?　さっきから何言ってるんだ、君は！」

「よくぞ言った!!」

　ロレンソがガバッと立ち上がった。

「それでこそ高こう潔けつなるエルフの血を引く我が娘だ！　確かに私も少々気が動転していた。娘がないがしろにされているのではないかと怒りに我を忘れていたよ」

　パシンと額を打ち、爽さわやかに笑う。白い歯がキラッと輝いた。

「うふふふふ。お父さまったら早とちりですわね」

「いやあ、すまない」

　座り直し、ロレンソは真顔に戻る。

「陛下、まことに失礼致しました。ともあれ今回の選挙、こうなっては妖精族も無関係というわけには参りません。私が音頭を取り、必ずやビーチェを一位にしてみせます」

「ちょっと待てぇ！」

　常つね信のぶはローテーブルを叩たたいた。ロレンソが眉まゆ根ねを寄せる。

「いかがなさいました、陛下？」

「間違ってる！　前提から間違ってるぞ、ロレンソ！　ビーチェは妊娠していない！」

「妊娠していない……？」

　ロレンソの視線が娘の方を向く。常信もベアトリーチェを見た。

　彼女はハラハラと涙を流していた。

「陛下、何てお優しいっ……」

「えっ？」

　予想外の反応に追及の言葉を失う。

　その隙すきをベアトリーチェは逃さなかった。

「お父さま。陛下はこの選挙において中立を保っております。そうでなければ不公平ですので。妊娠の事実は伏せると決めた以上、それを認めるわけにはいかないのです。これは全すべて、私との約束を守ろうとする陛下の優しさ、いいえ、愛なのです！」

「そうであったかぁ！」

　エルフ紳士が膝ひざを打つ。

「陛下がそこまで本気でおられるのなら、私も本気でことに臨まなくてはなるまい！　妖精族だけでは票が足りぬであろう。多少、手荒な真ま似ねをしてでも、人間たちから票を譲ってもらうのもやぶさかではない。ふむ、さっそく帰って会合の支度をせねば」

「待て待て待て待て！　ロレンソ、違うんだって！」

「分かっております！　分かっておりますぞ、陛下！」

　引き留めようとする常信の肩を逆にロレンソが力強く叩いた。

「安心なされよ！　帝国がここまで大きくなれたのも、我ら妖精族の支援あったればこそですぞ。その辺りの貸しを使えば、こちらにつく領主は少なくありません」

　悠然と頷うなずき、颯さつ爽そうと身を翻ひるがえす。

　ロレンソ・エヴァンジェリスティ公こう爵しやくは足音高く応接室を出ていった。

「……話を聞かせてもらおうか、ビーチェ」

　振り返る。エルフの公爵令嬢は、にっこりと微笑ほほえんだ。

「全すべては勝利のためです」

「噓うそはダメだろ！　妊娠どころか、まだ、そういうこともしてないよねっ？」

「まあっ。それでは、今ここで？」

「いやいやいや、そういうことじゃないからっ……」

　つい視線を彼女の体に向けてしまい、慌てて首を振る。

「遠慮なさらなくてもよろしいのに。遅かれ早かれ、そういうことになりますわ」

　艶えん然ぜんと笑いかけられ、常つね信のぶはハアとため息を吐ついた。

「どいつもこいつも……。さっき、選挙活動の方は大丈夫なのか俺が聞いたとき、平然としていたのはこういう絡から繰くりだったんだな？」

「私の策は可愛かわいいものですわよ。買収に脅きよう迫はく。皆、やり方が美しくありませんわ」

「まだ、この世界に選挙って概念は早過ぎたのかなあ……」

　思わず零こぼす。その後で、しまったと口を押さえた。

「そうですわね。私たちエルフにとって合議制や選挙による代表の選出は珍しくありませんし、それなりに長い歴史をもっておりますけれど、人間の歴史においては一部で僅わずかに用いられたことがあるだけです。自らの意思で何かを選ぶ。その権利の重みを理解している者はほとんどいないでしょう」

　しかしベアトリーチェは「この世界」を「人間の社会」と受け取ったらしく、不審そうな顔をすることもなく答える。

「それでも、選挙は始まりました。あとは陛下のご意志次第ですわ」

「俺の意志か……」

　正直、あまり自信がない。まさかこれほど荒れるとは思っていなかったのだ。目もく論ろ見みの甘さが露呈してしまったといえる。

「あー、つくづく俺は凡人だよなぁ……」

　思わずぼやいた。ベアトリーチェが「また、そのようなことを」としなだれかかる。

「お腹なかの御み子このためにも、しっかりなさって下さい」

「うん。いないからな。君のお腹の中には誰だれもいませんよ」

　太ふと股ももの内側を撫なでてくるので、やんわりと制した。

「……でも、真面目まじめな話、俺とビーチェの子ってハーフエルフになるんだよな？　その辺りの問題って大丈夫なのか？」

「ハーフエルフ？」

　ベアトリーチェが首を傾かしげる。「あれ？」と常つね信のぶも首を捻ひねった。

「人間とエルフの子どもはハーフエルフって呼ぶんだろ？」

「いいえ。少なくとも私は存じ上げませんわ」

「えっ？　じゃ、何て呼ばれてるんだ？」

「何と呼ばれているかと仰せになりましても……」

　眉まゆ根ねを寄せ、彼女は困った顔になる。

「人間種と妖精族の子どもは、人間か妖精のどちらかにしかなりませんわ。つまり、陛下と私の子なら人間種かエルフのどちらかです。その特質を半々で受け継ぐような者は生まれません。少なくとも私は聞き覚えがないですわね」

　ベアトリーチェの説明に常信は衝撃を受けた。

「それじゃ、ハーフエルフが差別されたりとか……耳が中途半端に長かったりとか……そういうのも、ない……？」

「両親には似ますから、多少、そういう違いは出るでしょうけれど、はっきりどちらかに区別できますので。ああ、私の父やその上の世代になりますと、エルフ同士の間に生まれた子だけを『純血種』としてもてはやす風潮がございます」

　以前、彼女が父親と言い合っていたときのことを思い出す。

「純血種の方が魔力が強いとか、そういうのがあったりするのか？」

「いいえ。どちらかというと、『エルフらしい姿』を保っていると評するべきですわ」

「エルフらしい姿……」

　つい視線がベアトリーチェの胸に行ってしまった。彼女もその視線に気づいたようで、わざとらしく胸を寄せてくる。

「純血種は概おおむね細身で、やはり精霊に近い雰囲気があります。顔立ちも少しきつめと申しますか、人間離れしておりますわね」

「……じゃあ、ビーチェも純血種じゃない？」

「あら。私は純血種ですわよ。ただ、長年努力してまいりましたので」

　金髪が揺れたと思いきや、ベアトリーチェが常信の膝ひざに跨またがった。両肩に彼女の手が乗る。目の前に豊かな胸が迫った。

「長い年月を掛けて、陛下に相応ふさわしい姿へと磨き上げて参りましたの」

「長い年月って……、多分、その頃ころ、俺は生まれてすらいないよね？」

「まあ、陛下ったら。ご冗談がお上手ですわね」

　ウフフフフと微笑ほほえむ。それ以上、踏み込んではいけないオーラを感じた。

「つ、つまりっ、ビーチェは皇帝の正妻を目指して努力してきたと！」

「ええ。ですが、最近は少し考え方が変わりましたわ」

　肩に乗せられていた手が滑って背中に回される。胸に柔らかい感触が乗り、紫の瞳ひとみが間近に寄った。唇が触れそうになり、硬直してしまう。

「考え方が、変わったとは、どういうふうに……？」

　何とか言葉を絞り出した。桜色の唇から彼女の舌が微かすかに覗のぞく。

「陛下にお会いするまでは、グロリア帝国の皇后、つまり皇帝の正妻になることが目的といっても過言ではありませんでした」

　ベアトリーチェが口を開くたび、吐息が肌をくすぐった。

「けれど、陛下にお会いして考えを改めましたわ。私が皇帝の正妻になるのではなく、私の夫を皇帝にしようと」

「ええと、つまり……どういうこと？」

「もし、貴方あなた様が皇帝陛下でなくなったとしても」

　蠱こ惑わく的な微笑ほほえみを見せる。

「私が貴方様を再び玉座に座らせてみせると申しております。私の夫は、貴方様以外に考えられませんから」

　そう囁ささやき、強く抱きついてきた。耳元で甘い声がする。

「陛下、御み子こをお授け下さい」

「…………どおっせえええええい!!」

　なけなしの理性をかき集め、ベアトリーチェの体を横に投げた。
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「あ、危なかった……。ほぼイキかけたっ……」

「遠慮なさらなくてもよろしいのに」

　少し拗すねた表情の彼女に「これもケジメだから」と言い訳し、常つね信のぶは己の気持ちが再び揺らぐ前に応接室を飛び出した。




　水の月19日。

　それまでマライカとマリアンヌの二強だった円グラフに大きな変化が生じた。第三勢力といわんばかりにベアトリーチェが票を獲得し始めたのだ。一位のマライカが36％、二位のマリアンヌは33％、そして三位のベアトリーチェは22％を占めている。投票率も13％にまで上昇した。

「これがロレンソ卿きようの本気か。まあ、この票はさすがに脅しとかじゃなくて妖精族の票をまとめただけなんだろうし……」

　票売買は熾し烈れつを極めており、領内の票を積極的に売ろうとする領主も出てきている。井戸端会議内はその話題で持ちきりであり、苦情や対策を求める声も増す一方だった。

　そしてセキリンダイシンリュウの脅きよう迫はく行為も主に西部を席巻している。

「まったく……ん？」

　偶然、とんでもない会議室が目に止まった。
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「えええええ!?」

　常つね信のぶは我が目を疑った。会議内容を読み進めていくと、エルフたちが中心となって何らかの秘薬を使い、村人たちを操ってベアトリーチェに投票させている様子が画像付きで暴露されていた。

「ロレンソぉぉぉっ……！　お前もかぁぁぁっ……！」

　執務室で一人、叫ぶ。

「やりたい放題にも程があるぞ！　脅しに買収、あげく薬を使った催眠なんて……エルフは選挙をよく理解している民主的な種族じゃなかったのか!?」

　何もかもに自信がなくなってきた。

　疲れを背負って私室に戻る。

「ただいまー……」

「おかえりー……」

　元気の良いパオラの声を期待していたのだが、返ってきたのは半分寝ていそうなやる気の全く感じられない返事だった。

「キャラしかいないのか？」

　ソファに寝転がって晶機コムニカを弄いじっている彼女を見下ろす。「んー……」とおざなりな返しとともに赤毛の尻尾しつぽがゆらりと揺れた。

「パオラはまだ帰ってきてないねー……。しばらく帰ってこないんじゃなーい？」

「何でだよ？」

　驚いて着替えの手を止める。キャラが眠そうな目で水晶球を指差した。

「ドローンで追っかけてるから、自分で見てー……」

　急いで着替えを済ませ、水晶球を操作する。

　日が沈みつつある街中で、パオラが人々と握手をしていた。

「これって、選挙活動か!?」

　町の一角に大行列ができている。警備兵が周囲をしっかり守り、側そばにはムツィオの姿もあった。その中でパオラは次々にやって来る老若男女と笑顔で握手をしている。額には汗が滲にじんでおり、笑顔にも少し疲れが見えた。

「…………」

「選挙のやり方を調べたみたいだねー……。四日前から、毎日ああやってお願いして回ってるよー」

「……ここ、帝都じゃないな」

「そだねー……。二週間、回れるだけ回って、お願いするんだって言ってたよー……。パオラは頑張るよねー……」

「お前も頑張るんじゃなかったのか？」

「あー……。あのときはそんな気分になったけどー……。やっぱメンドイからいいやー」

　自堕落猫耳娘はソファで晶機コムニカを弄いじり続けている。

　気になってそっと覗のぞいてみると、「一言投稿」にパオラの写真を挙げていた。選挙活動をしている様子がつぶさに紹介されている。

「自分の選挙活動は放ったらかしでパオラの応援かよ。仲が良いな」

「まあねー……」

「お前は正妻になるつもりなさそうだし、そもそも一生遊んで暮らせるなら俺のところにいる必要もないからなぁ」

　何気ない一言に、しかしキャラがこちらを振り向いた。半分寝ているような目でじっと見つめてくる。

「どうした？　ああ、そういえば魔力通信網のアレコレで、とっくに一生遊んで暮らせるだけのお金はあるんだよな？」

　魔力通信網関連の権利は帝国が握っているが、その代わりキャラには莫ばく大だいな報酬が支払われた。今の彼女は望み通り、遊んで暮らせる立場である。

　常つね信のぶの腕を赤毛の尻尾しつぽがぺしっと叩たたいた。

　特に痛くはないが、相手の意図が分からず叩かれた箇所を凝視してしまう。

「……何だ？」

「陛下ってさー……。分かってないよねー……」

「今度は何だよ。俺はお前みたいな天才じゃないんだ」

「そうじゃなくてさー……」

　キャラの尻尾がゆらゆら揺れる。彼女の顔を見ると、眠そうな目に咎とがめるような色が混じっていた。

「あたしは陛下に養ってもらいたいんだよねー」

「……だからそれは、働かずに一生だらだら生きるためだろ？」

「あー……」

　ぺたんとキャラの耳が伏せる。ソファで丸くなった彼女は自分の尻尾を弄りながら、今度はこちらを恨めしそうに見つめてきた。

「陛下のことは好きだよー……。パオラの次くらいにー……」

「お、おうっ。そりゃ、どうも」

　不意打ちを食らい、心臓が跳ねる。何と返せば良いのか分からず焦った。きっと友人としての「好き」なのだと、ぬか喜びしないよう自分の中で予防線を張る。

「でも、パオラとのそれは恋愛感情じゃないからねー……」

「…………」

　迂う闊かつなことは言えそうにないと感じ、あえて次の言葉を待った。
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「あたし、話が合う人、なかなかいないんだよねー。パオラはそういう感じじゃないし、今までずっと『変なことばかり考えてる奴』って言われてたからー……」

　ごろりと寝返りを打ったので、彼女の顔が見えなくなる。

「やっぱり、一緒にいるなら話が合う方が良いよねー……」

　そっぽを向いたまま、キャラはそんなことを言った。

「…………」

　返答に困る。

　彼女の言葉をどう受け止めれば良いのか、常つね信のぶには分からなかった。

　散々迷ったあげく、「そ、そうだな」という凡ぼん庸ような返ししかできず、少し落ち込む。

「あー」

　キャラの尻尾しつぽがピンと立った。

「陛下ー……また面倒事が増えたみたいだよー……」

　再び寝返りを打った彼女は晶機コムニカの画面を見せてくる。

「今度は何だよ……？」

　ぼやきながらも、内心助かったと思いながら画面を覗のぞき込んだ。

　そして息を吞のむ。
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「噓うそだろ……」

　常つね信のぶは膝ひざから崩れ落ちてしまった。

「こんな展開になるだなんてっ……」

「あー、他にも色んなところで騒ぎになってるねー」

　キャラが晶機コムニカを忙せわしなく弄いじる。常信も水晶球に飛びついた。

「なあ、キャラ！　バウサロの王宮を見ることはできるか？」

「できるよー……。繫つながるかな？」

　こちらにやって来た彼女は常信の代わりに水晶球を操る。すぐに幾いくつか画面が浮かび上がり、そのうちの一つに目が止まった。

「これだ！　拡大してくれっ」

「はーい……」

　画面には真っ白な服装の一団と王侯貴族らしき服装の一団が向かい合って長テーブルに座っている。激しく言い争っているようだった。

『バウサロとディアロの同盟は成った。他にも我らに賛同する国が集まっている！』

　王侯貴族の一人が怒鳴りつけるように言い放つ。

『神をも恐れぬ、その所業。必ず神罰が下りますぞ！』

　真っ白な一団の一人も語気を強めて言い返した。

　室内の緊迫感が画面を通して伝わってくる。

『神罰だと？　今まで奴ど隷れい制を黙認しておきながら、神の降臨を目の当たりにして急に態度を変えおって！　お前たちの信仰心とやらも底が知れる！』

『神を侮ぶ辱じよくするのですか!?』

『儂わしはお前らに文句を言っておるのだ！　気安く神を持ち出すな！　その方がよほど神を侮辱しておるぞ！』

　貴族の舌ぜつ鋒ぽうは鋭かった。苦々しい表情で続ける。

『今まで、お前らのワガママにどれだけつき合わされてきたと思っておる!?　それもこれもゼーバ神への信仰心あってのもの。だが、今回ばかりは儂も引けぬ！　奴隷にまで投票権を与えろ、だと？　お前らはそこらの犬猫まで人間と同じように扱えと言うのか！』

『そのようなことは申しておりません』

『いいや、言っている！　奴隷を人間扱いするとはそういうことではないか！　あれらは家畜だぞ。お前らは牛や馬が人間と同じだと思うのか!?』

　常信は息を吞のんだ。

　これが、この時代の、この世界の常識なのだと頭では理解できる。しかし感情は全く別だった。当然のように怒鳴っている貴族の姿に言いしれぬ不快感を覚える。

『もちろん、我々も奴隷を解放しろと言うつもりはありません……』

　押され気味の神官たちが宥なだめるように手を前に出した。

『今回だけは、今回だけは投票権を認めて、クオーレ様に票を投じていただきたいだけなのです……。選挙が終われば、また元通り。何も変わりません……』

『そんな保証がどこにある！　一度、人肉の味を覚えた獣は好んで人を襲う。そうなったら殺す以外に止める手立てはない！　奴ど隷れいどもが人間扱いされたことで勘違いしおったらどうするつもりだ!?　家畜も立派な財産だぞ。それらを全すべて処分させる気か！』

『処分だなどと……』

『帝国が始めた魔力通信網とやらのせいで、近ちか頃ごろ、平民どもが騒がしいのだ。人権だの何だの小こ賢ざかしいことをグダグダと！　あげく奴隷に投票権だとっ？　お前らは神の使徒として、少しはあの身の程知らずどもを黙らせる努力をしろ！』

　貴族たちの剣幕に神官たちは押される一方だ。

　常つね信のぶは「もういい」と画面を消させた。

「おー、こんなのもあるねー……」

　しかし、似たようなものは次々に見つかる。奴隷問題だけではない。平民に投票権を与えることに異を唱える者。他国民を蔑べつ視しする者。選挙そのものに反対している者。そして妖精族と獣人族のいがみ合い。

　特に獣人族の一部に過激派が生まれつつあった。彼らは「妖精族を皆殺しにしろ！」と声高に叫び、ベアトリーチェの絵を焼く動画を投稿サイトに挙げている。

「うあー……」

　キャラが猫耳をぺたんと伏せた。

「この人たち、帝国に負ける前の支配者層だねー。ずっと溜ため込んでたものがここで爆発したのかも……」

「その鬱うつ憤ぷんが、妖精族に向くのか？」

「帝国とやり合っても勝ち目ないからねー。妖精族に対してなら、威勢の良いこと言えるんじゃない？　自治区の人たちも困ってるだろうねー……」

　常信は頭を抱えた。

「選挙をするってだけでこんなに問題が噴出するものなのか!?　これじゃ紛争の火種をまき散らしたようなものじゃないか……」

「まー、悪の帝国だからねー……」

　キャラが軽口を叩たたく。あまり笑える気分ではなかった。

「……会議を招集しよう」

　対策を練るため、執務室に向かおうとする。その背中にキャラの声がかかった。

「宰さい相しようさんはパオラと一緒に出かけてるよー……」

「そうだった！　晶機コムニカで呼びかけたとして、何日で戻ってくるかなぁ……」

　宰さい相しようがいないと会議を開けないわけではないが、執行速度が落ちるのは間違いない。思い悩みながら執務室に向かい、ひとまずベアトリーチェとサルバドールを呼びに走らせた。強い西日が差す窓から外を眺める。

「俺、どうしたらいいんだろう……」

「陛下ーっ！　俺、やっちまいましたー!!」

　まさかの大音声が響き渡り、近衞隊隊長のジルベルトが転がり込んできた。

「今度は何があった？」

　暗あん澹たんたる思いで尋ねる。全身甲かつ冑ちゆうを騒々しく鳴らし、大男が畏かしこまった。

「我が軍の将兵全員、パオラ様派で固めようと試みておったのですが、ベアトリーチェ卿きようの一派が思いの外、結束が固く！　あげく『キャラちゃんって良くね？』と言い出す者まで現れる始末！　もはや俺では部下の意志を変えることができませぇぇぇぇん！」

　悲痛な声で叫ぶジルベルト。

「中には晶機コムニカの待ち受け画面をヒルデガルトにしておる者までいるのです！　それも、百人隊長の地位にある者が！　『違うんです！　あくまで「十二星姫ドーデイ・ステラ」のファンであって、ヒルデちゃんのファンではないんです！』と言っておったので安心しましたが、それなら伯爵令嬢のガブリエラにしておけば良いと言うのに！」

「…………」

「よもや他国の姫に票を投じるような不届き者はおるまいと諸軍の様子を窺うかがわせたところ、まさかのマライカ派がおったのです！　東部のコルテンドーネ子爵はマライカ派です！　おのれ、帝国を裏切るとはっ……」

「…………」

「今、海軍の動向も探らせておりますが、この異常事態に陛下のご英断を賜たまわりに参った次第です！　どうか！　この俺に帝国内の反パオラ様勢力討伐の任をお与え下さい!!」

　鼻息荒く、目をひん剝むいてジルベルトが絶叫した。おまけに「むおおおおおおおおおおおおおおおおおお！」と謎なぞの雄お叫たけびを上げる。窓ガラスがビリビリ震えた。

「……ジルベルト」

　ずっと耳を塞ふさいでいた常つね信のぶは、頃ころ合あいを見計らって耳から手を離す。「ははっ」と傅かしずく大男を見下ろしていると、フッと笑みが洩もれた。

　クックッと喉のどの奥で笑う。

　忍び笑いに気づき、近衞隊隊長が訝いぶかしげに顔を上げた。

「陛下？　いかが致しましたか？」

「いや、まさか、お前のお陰で気が晴れるというか、吹っ切れるとは思っていなかったからな。ジルベルト、礼を言う」

「も、勿もつ体たいないお言葉であります！」

　ガバッと頭を下げるジルベルトを見ながら椅い子すに座り、常つね信のぶは考えを巡らす。

「そうだな。どいつもこいつも好き勝手にやっているんだ。俺も好き勝手やらせてもらうとしよう。どうせ、悪の帝国なんだし」

　揃そろって顔を出したベアトリーチェとサルバドールを手招き、ジルベルトも加えた三人に今後の「対策」について話した。




　二日後。水の月21日。常信は選挙に関して、新たな布告を出した。

「投票権の売買は個人の自由である」

　動画投稿サイトにも布告を投稿させる。

「ただし、その金額については一票につき下限を百万オーロとし、上限を一千万オーロとする。それ以下で売った場合、売り主は買い主に不足分を無条件で請求できるものとする。逆にそれ以上で買った場合、超過分の返却を請求できる」

　ふてぶてしい表情に見えるよう意識して、常信は言い切った。

「もし従わない場合、帝国軍の総力を挙げて執行を促うながす。同時に、あらゆる脅きよう迫はく行為、催眠、洗脳等他者の自由意思を阻害する行為も禁止だ。発覚次第、全力で対応する。人間だろうと妖精だろうと幻獣だろうと容よう赦しやはしない」

　他国にも使者を立て、水晶球を通して言葉を伝えた。

「そういえば、投票権について教会と揉もめている国があるらしいな」

　椅子に肘ひじを突いて斜めに見下ろす。

「奴ど隷れいに権利があるのかどうか、だと？　いやはや、お前たちの頭はどこまでおめでたいんだ？　小国の者どもよ。裏で画策している商人たちよ。ついでにゼーバ教の神官よ。良いことを教えてやろう」

　カメラに顔を近づけて、ニヤリと口の端をつり上げた。

「俺にとっては、お前たちも奴隷も犬猫も牛馬もさして違いはない。いや、もっとはっきり言ってやる。全すべて等しく無価値だ！　そんな無価値なお前たちに、戯たわむれに俺の正妻を決める権利の一部を渡してみたが、やはり価値はなかったな」

　わざと大きく足を上げて組む。玉座に凭もたれ、鼻で嗤わらった。

「これはお前たちが、俺に対して一矢報いる絶好機であったのだ。それなのに蓋ふたを開ければ内輪揉めで疲ひ弊へいし、殺し合うなど愚の骨頂。団結して立ち向かう知恵も勇気も信仰も持ち合わせぬ者どもがいくら騒ごうと、まるで痛つう痒ようを感じない。互いに足を引っ張り合い、下らぬ戦で無駄に血を流し、衰退していくが良い」

　パチンと指を鳴らす。

「ああ、そうそう。壁の中で粋いきがって吠ほえている犬猫がいるらしい。不思議なものだな。不満の捌はけ口ばかり探して、せっかく自分の意見を俺に届けられる真っ当な術すべを行使しないとは。どうやら壁の中の犬猫どもに投票権を与えたのも無駄だったようだ」

　ひとしきり笑ってみせた。

　それから醒さめきった顔になる。聞こえるか聞こえないかギリギリの声量で呟つぶやいた。

「バウサロ国内の奴ど隷れい、全部買い占めて帝国に連れて来るか。次の公共事業に向けて人手はいくらあっても足りないし、奴隷から解放すれば何の問題もなく投票権が得られるわけだ。ふむ、他国にも使えそうな手だな……」

　画面の外に向かい、軽い調子で告げる。

「バウサロに出入りしている奴隷商を全すべて捕らえろ」

　すぐに人が走り去る気配がした。

　再びカメラの方を向く。

「というわけで、これまでの投票は一いつ旦たん、全て無効とする。正妻総選挙は仕切り直しだ。選挙期間も七日延ばして山の月７日までの開催とする。親愛なる帝国民よ。愚かで浅ましい小国の民よ。今度こそ、清き一票を楽しみにしているぞ」

　傲ごう慢まんな態度で言い放った。

「布告は以上だ。最後に一言」

　これ以上ないくらい悪い顔で締め括くくる。

「お前たち、あまり帝国をなめるなよ」
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　効果は覿てき面めんだった。

　猛威を振るっていた商業連合の票売買はなりを潜め、武力で平民を従わせようとしていた領主たちも大人しくなった。

　実際には地下に潜っただけかもしれないが、規模は大幅に縮小したと見て良い。

　エルフたち妖精族も怪しげな方法で人々を操るのはやめたようだ。これに関してはベアトリーチェがそれとなく謝ってきた。一部の者が勝手にやったことだと言い訳してはいたけれど。

　そして教会と揉もめていた国々は急に態度を変え、奴ど隷れいたちにも投票権を認めた。ただし、実際には奴隷の主人が権利を握っているようだが。それが教会との落としどころだったのだろう。

　いずれにせよ、戦の脅威は去った。自治区で騒いでいた一部の獣人族も随分と大人しくなっている。分裂していた彼らが史上初めて一つにまとまり、キャラを正妻に推すことになりそうだと知ったときはさすがに驚いた。

　井戸端会議でも指摘されていた通り、あのときの布告には台本がある。ベアトリーチェに書かせると嗜し虐ぎやく傾向が強くなりすぎる気がしたのでサルバドールに作成を命じたのだが、彼の原稿も相当高圧的だった。幾度か練習した後、撮影したのだが、内心ここまで言って良いのか怖かった。

　仕切り直して二日後。

　水の月23日。投票率は１％ほどに戻り、支持率の円グラフは変動が著しかった。

　一位にナタリアとクオーレが22％で並び、三位はマライカ、四位にヒルデガルト、五位にキャラと確かな票田を持っていそうな者たちが上位になる。マリアンヌやベアトリーチェは一時的に支持を失ったようだが、まだ逆転の目は幾いくらでもあるだろう。

「パオラとロザリーは苦戦してるみたいだな……」

　二人とも地道に大陸中を回っている。しかし、効果はあまり出ていないようだ。

　ハアとため息が洩もれる。

　思わず苦笑した。

「近ちか頃ごろ、パオラに会えてないのが響いてるのかなあ」

　選挙期間に入ってから私室はすっかり静かになっている。キャラはたまに見かけるが、それでも毎日ではなかった。何かと居座られていた頃は騒がしかったけれど、急にいなくなると、やはり寂しいものがある。

　特に、あの天てん真しん爛らん漫まんな笑顔を側そばで見られないのは思った以上に堪こたえていた。

「……せっかくだから、中間発表でもするか」

　今でも順位や支持率は公式サイトで確認できる。単に候補者を一度、宮廷に集める口実が欲しかっただけだが、大々的に途中経過を発表するのも悪くなさそうだと思った。




　水の月28日。選挙期間の折り返し日に中間発表が行われることとなった。

「さて、どんな状況かな？」

　会議室の席に着き、常つね信のぶは高まる気持ちを静めつつ左右を見る。

　左手にはキャラと五大臣がおり、右にはベアトリーチェ、ナタリア、マライカ、シエラ、そしてクオーレとユーリが並んで座っていた。

「パオラと宰さい相しようは今日も外回りか……。ヒルデとロザリーもなのか？」

　サルバドールもいないので、水面下で動いているのかもしれない。

「皆、それぞれに戦っておりますわ」

　ベアトリーチェがそつなく答えた。

「陛下のお気遣いにより、正妻総選挙の注目度は飛躍的に高まっていますから」

「帝国内だけじゃなく、大陸中で盛り上がってるよ！」

　マライカも会話に加わる。常信の向かいでクオーレが胸を張った。

「まあ、私が大差をつけて一位なのは間違いないんだけどねっ」

「さっさと途中経過を見ようぜ、皇帝」

　ナタリアに促うながされた。「そうだな」と頷うなずく。キャラに水晶球の操作を頼んだ。

　壁に順位が一気に表示される。
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「いよっしゃああああああああああああああ!!」

　シエラが椅い子すを蹴けって立ち上がった。

　常つね信のぶは開いた口が塞ふさがらない。

　目の前の光景を受け入れられなかった。

「何が、起きているんだ……？」

　他の者たちも様々な反応を見せている。静かに微笑ほほえんでいるベアトリーチェや「何でよ!?」と叫んでいるクオーレ。ナタリアは「まあまあだな」と余裕の表情だ。マライカが「ここから、ここから」と呟つぶやいている。キャラはまるで興味なさそうに水晶球をぼーっと眺めており、マリアンヌはリンを抱え直しながら「あら～」と眉まゆをへの字にしていた。

　一方、五大臣は揃そろって奇っ怪な笑い声を上げながら「東部諸しよ侯こうもやりおる」「サルバの小僧め」「それでも三位じゃ」とこそこそ話している。

「クオーレとナタリアが一位を争っていたはずなんだが……。何で、一位が……」

「そんなに意外だったのかい、皇帝!?　それは嬉うれしいねっ」

　大げさなポーズを取りながらシエラがこちらを見た。

　常信が黙っていると、彼女は鋭く言い放つ。

「ボクをただのド変態だと思ったら、大間違いだよ！」

「ずば抜けたド変態だろ」

「あっふううん♪　そう、それ！　いきなり撃ち込んでくれるから、大好き♪」

　シエラが腰砕けになる。ハア、ハアと荒い息を吐きながら椅い子すに座り直した。

「何でこんな結果になったのか教えてあげるよ。いいかい、皇帝。ボクはねえっ……！」

　カッと目を見開く。

「テルエ国内の全員から、帰って来ないで欲しいと思われてるんだよ！」

「…………」

　本来なら、あまりに残酷な事実だが、彼女に関してはまるで同情できなかった。

「ボクには何の小細工もいらない。必要ない。ただ、この正妻総選挙に負けたら国に帰ると、そう宣言するだけで良い！　それだけで勝手に票が入ってくるんだよ！　しかもテルエは帝国に次ぐ二番目の国土を持つ国。国民の数だって他国の比じゃない。それだけの民が団結して投票してくれたんだ。ボクをテルエに帰らせないためにねっ」

　蕩とろけた顔で彼女は続ける。

「あああ、しゅごいよぉっ。国民がっ。ほんの少し前までボクのことを慕したってくれていた国民がみんなしてボクのことを蔑さげすみ、国の恥だと言って実質、追放しようとしてりゅ！　こ、こんなしゅごい仕打ち！　最高にゃにょぉっ」

「シエラ……。最近のお前、正直、怖こえぇよ……」

　ナタリアがどん引きしていた。

「陛下、ご安心下さい」

　右隣でベアトリーチェが優雅に前髪を搔かき上げた。

「途中経過と申しましても、まだ一割程度の結果ですわ。あと七日あります。最後に誰だれが一位になっているのかが全すべてなのです。現時点での二位と一位が入れ替わる可能性は十分ありますもの。どこぞのド変態には負けませんわ」

　常つね信のぶは十位の名前をじっと見つめた。

「ねえ、そんなことより皇帝！　私の順位が六位ってどういうことよ!?」

　クオーレが口を尖とがらせて文句を言う。

「いや、俺に言われても……」

「まったくであるぞ、勇者よ!!」

　突如、会議室の窓を震わす怒声が轟とどろいた。

　窓の外を見る。

　そこには立派な髭ひげをたくわえた巨大な顔。

「この結果、断じて認められん！」

　最高神ゼーバが血走った目でこちらを見ていた。





第七章　たった一つでもないし冴えてもいないやり方（力押し）







　城の中庭に筋肉ムキムキで半裸の中年男性が聳そびえ立っている。

　それを窓から眺め、常つね信のぶはハアとため息を吐ついた。

　ベアトリーチェや七勇神姫セテイオ・プリンサの皆は椅い子すに座ったままだが、五大臣は「恐ろしや」「恐ろしや」と部屋の隅で震えている。キャラはテーブルに頰ほおをつけて寝ているようだ。

「久しいな、勇者よ」

「どうも。大たい神しんゼーバ様」

　挨あい拶さつを交わす。中年男性──大神ゼーバが胸の筋肉をピクピクさせながら言った。

「思わず降臨してしもうたが、此こ度たびの一件、吾わが輩はいは断じて認めん！」

「……そうはいっても途中経過だから。まだこの先どうなるか分からないわけで」

　どうにか受け流そうとしたが、ゼーバは大きく首を振る。

「たとえ途中経過であったとしても、クオーレが六位などということがあってはならぬ！　クオーレは常にダントツでなければならんのだ！　何な故ぜ、一位ではない!?」

「投票の結果なんだから仕方ないだろ」

「仕方なくはない！」

　ゼーバが叫ぶと突風が吹き荒れた。「神罰じゃあ！」「この世の終わりじゃあ！」と老人たちが寄り集まって騒ぐ。

「勇者よ。吾輩は七つの試練を乗り越えた汝なんじならばクオーレを幸せにしてくれるだろうと思ったから結婚を許したのだ。であるのに、この有様は何だ!?」

「無理やり話を進めたのはそっちだけどなっ。そもそも選挙をやると言い出したのはクオーレ様だぞ！　文句を言われる筋合いはない！」

「それはクオーレが必ず勝利する選抜方法だったからである！　ところが浅薄な人間たちの裏切りに遭い、我が愛まな娘むすめは失意の底にあるっ……。これは断じて許しておけぬ！」

「俺は公平な方法って聞いたんだけどな！　自分に有利な方法を提案しておいて、それが上う手まくいかなかったら怒るって理不尽だろ！」

「神とは理不尽なものである」

　胸を張り、ゼーバは断言した。

「……やっぱりあんた、邪神じゃないのか？」

「とにかく！」

　ゼーバが唾つばを飛ばして叫ぶ。

「吾輩は激怒しておる！　故にこれから選挙に介入し、クオーレに投票しない者には悉ことごとく天罰を下す。クオーレが一位にならなかったとき、この世は滅びると知れ!!」

「まさか、ここまで面倒くさい人……神様だったなんて……」

　常つね信のぶは頭を抱えた。

「パパのバカあああああああああああ!!」

　ゼーバの顔面にクオーレがドロップキックをぶちかました。

　よろけた最高神はクワッと目を見開いて末すえ娘むすめを見つめる。

「久し振りの挨あい拶さつがそれとは、随分と熱烈だなクオーレよ」

「パパのバカ！　アホ！　筋肉オタク！」

「最後のは褒め言葉であるぞ！」

　ゼーバはぐぐっと上腕に力こぶを作ってみせた。

「確かにショックだったけど、選挙はまだこれからなんだからね！　勝手に割り込んできたら、私に対する皇帝の好感度が下がっちゃうじゃない！」

「クオーレ様、好感度なんて言葉、どこで覚えたんだ？」

　常信の疑問は無視される。

「それに、不正は絶対ダメなんだから！　パパであっても許されないのよっ。どんな相手だって皇帝がたちどころに粛しゆく清せいしちゃうんだから！」

「ほほう。どんな相手でもか」

　じろりと最高神がこちらを見た。背筋に嫌な汗が流れる。

「勇者よ。汝なんじがこの吾わが輩はいを止めるというのか？　これは片腹痛い」

「お！　やるかっ？　あたしはいつでも相手になるぜ！」

　ナタリアが隣から顔を出した。

　しかしゼーバはゆるりと首を振る。常信を真まっ直すぐ見つめた。

「此こ度たびは選挙における争いである。立候補者が手を貸すのは道理に合わぬな」

「理不尽ジジイが何、偉そうに言ってんだ！」

　ナタリアが即座に反論する。いつの間にか他の姫たちも集まってきていて、口々に文句を言った。「理不尽！」「身勝手！」「親バカ！」「服着ろ！」「髭ひげ剃それ！」等々、何か余計な台詞せりふも混ざっていたような気がするが、不平が投げつけられる。

「やかましいわあっ！」

　最高神が一喝した。

「勇者が吾輩を止めるというのなら止めてみるが良い！　ただし、そこの小娘たちの力を借りるのはなしじゃ！　今回はなし！」

　胸の前でバッテンを作る。クオーレが呆あきれた顔で父親を見た。

「パパ……本当は試練のこと根に持ってるんでしょ？」

「そんなことはない！　そんなことはないぞ！　吾輩は勇者本人の実力を試してみたくなったのだ。やはり、他人の力を借りてばかりではのう」

「あんたの理屈、ぶれまくってるよな」

「それがどうした!?　勇者よ。吾わが輩はいと一対一でやり合う勇気はあるか？」

　腕組みをし、ゼーバがこちらを見下ろしてくる。

「…………」

　さすがに、すぐ返事は出来なかった。

　ただ、ここで引くつもりもない。

「もちろん。あんたが選挙の邪魔をするというのなら、神様だろうが何だろうが止める。それがグロリア帝国皇帝である俺の務めだ」

「よくぞ言った！」

　ゼーバ神が膝ひざを打った。

「その気概、吾輩と相対するに相応ふさわしいものである！　勇者よ。安心せよ。一対一とはいえ、何も拳こぶしと拳で殴り合えとは言わん。それでは汝なんじがあまりに不利だ」

「いや、俺には『反射』の加護があるから、むしろその方が助かる」

「殴り合いは汝にとても不利である！　だから、別の方法で勝負をしようではないか！」

「おい、最高神」

「神と人……。圧倒的な差がある者同士で公平な勝負とは何であろうか？」

「話聞けよ、最高神」

「うむ！　良い案を閃ひらめいたぞ！」

　常つね信のぶの呼びかけを完全無視してゼーバは再び膝を打つ。

「ルーレットで勝負しようではないか！」

「パパ！」

　クオーレが声を上げた。

「そんなのパパが勝つに決まってるじゃない！　だってパパは確率を──」

「おおっと、我が愛いとしい末すえ娘むすめよ。久し振りに抱ほう擁ようさせておくれぇっ！」

　ガシッと愛しい末娘を引っ摑つかみ、もじゃもじゃの髭ひげに突っ込む。「いやあああっ……」とクオーレの悲鳴が響き渡った。

「どうだ、勇者よ？　ルーレットのことは知っておるな？」

「……カジノでよく行われるゲームのことだろ。０から36までの数字のどこに球が入るか当てるっていう」

「そう、その通りだ！　あれは正に運勝負！　勇者が強運の持ち主であれば、吾輩に勝つことも不可能ではない、実に公平かつ公正な勝負であろう？」

「陛下、乗ってはなりません」

　素早く耳元でベアトリーチェが囁ささやいた。

「大たい神しんゼーバ様に運で勝負するのは、相手の最も得意とする場所で戦うに等しい愚策です。勝負の方法はこちらから提案すべきですわ」

「よし、乗った！」

　常つね信のぶは即答する。「陛下!?」とベアトリーチェが腕を摑つかんできた。

「決まりである！」

　ゼーバがことさら大声で言う。

「吾わが輩はいと勇者はルーレットで勝敗を決する！　さて、こちらの賭かけ金だが……」

　ゼーバは常信を指差した。胸ポケットから何かが飛び出す。確認するまでもなかった。ゼーバの人差し指に収まったのは試練のときに使ったダイヤモンドの指輪だ。

「百万オーロでどうだ？」

　こちらについっと差し出した。

「盗ぬすっ人と猛たけ々だけしいっていう言葉知ってるか？」

「神は理不尽である。それに、どうせ帰還魔法があるのだろう？」

「……演出ってことか。一万オーロのチップ百枚だな」

　最高神が満足そうに頷うなずく。

「十回ルーレットを回し、どちらがより多くチップを増やせたかで勝負しようではないか。つまり、何度当てることができたかが重要になるということだ」

「最終的なチップの総数で勝負するんじゃないのか？」

　そう尋ねるなり、ゼーバが愉快そうに笑った。

「勇者よ。汝なんじの考えが読めぬ吾輩だと思うたか？　汝はこう考えておったのだろう？　帝国には莫ばく大だいな財力がある。故にチップも無む尽じん蔵ぞうに用意できる。たとえ一度も当てることができずとも、チップを一万枚ほど用意して一枚二枚賭けておきさえすれば、吾輩のチップの総数をゆうに超えることができると！」

　大きく腕を広げる。天から光が差してきた。

「浅はか！　浅はかであるぞ、勇者よ！　勝敗を決するは、あくまで賭けに勝ち、増やすことができたチップの枚数のみ！　資金に差がある以上、元手は一切、考慮せぬ！　一度でも良いから当ててチップを増やしてみせることだな！」

　常信は頰ほおが引きつるのを我慢し、口を引き結んだ。

「勇者よ。勝負は明日、日が頂点に達したときでどうだ？」

「……場所や機材はこちらで用意したいが、その体ではカジノに入れないな」

「問題はない。汝らと同じ大きさになるなど造作もないこと」

「なら、決まりだ」

「うむ。楽しみにしておるぞ」

　大きく頷き、最高神ゼーバは天に昇っていった。




「バカなの!?　ねえ、バカなの!?　皇帝は大バカなの!?」

　ゼーバの姿が消えるなり、クオーレが飛んできて常つね信のぶの肩を摑つかんだ。ガクガク揺するので「やめてくれ」と懸命に押さえる。

「パパと運勝負をするなんて、絶対に勝ち目ないわよ！」

　クオーレが眉み間けんに皺しわを寄せて叫んだ。

「だって、パパは確率を操れるんだから！」

「そのようですわね……」

　ベアトリーチェも話に加わる。

「神話戦争の折、ただの一度も攻撃を受けることなく無傷で神々の頂点に立ったとか。あまりに有名な伝承ですわ」

「それなのにパパの口車に乗せられちゃって！　何で断らなかったのよ!?」

「でも、クオーレ様にとっては良いことなんじゃないの？」

　マライカが小首を傾かしげた。

「ゼーバ様が皇帝さんに勝てば、一位を取れるのは確定でしょ？」

「そんなの全然、嬉うれしくないわよ！　私はゼーバ教の信者たちを信じてるものっ。ユーリだって、勝算はあるって言ってるし！　ねえ、ユーリ？」

「必勝」

　ユーリは無表情に答える。

「でもよぉ。ゼーバ様が確率を操れたとして、そんなに脅威かね？　ようするに、相手は必ず当てられるってだけのことだろ？　だったらこっちも当てりゃ良いだけだ」

　ナタリアが空いていた椅い子すに腰掛けた。

「一番当たる確率が高いのは、赤か黒かの二択だよな。運が良けりゃ、七回くらいは当たるだろ。向こうが10枚賭かけて36倍にしても３６０枚。こっちは１８０枚賭けて２倍にすれば同じじゃねえか。外したときのことも考えて、毎回５００枚くらい賭ければ十分、勝機はあるぜ」

「甘いわね」

　ベアトリーチェが冷ややかな声でナタリアの考えを切り捨てた。

「ルーレットには赤でも黒でもない色に属する数字、０があるのを忘れてるわよ」

「０なんて滅多に出ないだろ！　それこそ37分の１だぞっ」

「その37分の１を10回連続で出させることができるのが、パパなのよ」

　クオーレも冷たい目でナタリアを見る。

「うえっ……。何だよ、それ……」

「じゃあ、こうするのは!?　先にゼーバ様に賭けてもらって、皇帝さんは同じところに倍額賭けるの！　これなら絶対当たるし、儲もうけは相手の倍だよ！」

　マライカが自信ありげに言った。しかしベアトリーチェは渋い顔をする。

「一対一の勝負ですから、ブラインドベットを採用するのではないかしら」

「何それ？」

「自分がどこに賭かけたのか、相手に分からないようにする賭け方よ。方法は色々あるけれど、紙に書いてディーラーに渡すのが一番多いわね」

「えーっ？　それ、なしにしてもらおうよ！」

「パパだってバカじゃないんだから、そのくらい考えてるわよ」

　クオーレが頭を振る。

「だったら、どうすりゃいいんだ？　それこそ運を天に任せて一か八かの賭けに出るか？　それでも一発でかいのを当てりゃ……」

「それも無理よ！　言ったでしょ。パパは確率を操れるの。それってつまり、皇帝が賭けた場所には絶対に球が入らないようにすることもできるってことなんだから」

「うげぇっ……。どんだけチートだよ、ゼーバ様は！」

「確率を操るチート持ちに確率勝負を挑むなんて、勝ち目ないよ……」

　マライカが悄しよげてしまった。

「君たちは何も分かってないね」

　そのとき、会議室の一角で声が上がった。

　シエラが意図の良く分からないポーズを決めている。

「ボクには分かったよ。皇帝の策略が！」

「どういうこと？」

　ベアトリーチェに睨にらまれ、シエラがゾクゾクと身を震わせた。

「その視線、イイ！」

「さっさと答えなさい！」

　怒鳴られ、ますます嬉うれしそうに彼女は頰ほおを緩めた。

「確率を操るチート持ち。うんうん。確かに賭け事には強そうだ。でもね」

　シエラがゆっくりとこちらに歩いてくる。

「何でルーレット勝負が賭け事だなんて決めつけてかかるんだい？」

　ベアトリーチェが目を見開く。

「陛下、まさか……」

「ああ。俺はゼーバ様と賭け事で戦う気は毛頭ない」

「場所や機材はこちらで用意する。それってつまり、イカサマ仕込み放題ってことだよね？　確率なんて関係ない。皇帝が指定した数字に球が入るよう準備しておけば良いだけだよ。やっと鬼畜破は廉れん恥ち外道っぽくなってきたじゃないか……。大好きだ！」

　抱きつこうとしたシエラを常つね信のぶは思い切り払いのけた。
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　翌日、常つね信のぶは朝のうちに幾いくつか指示を出し、昼前に会場となるカジノへ向かった。

「さて、上う手まくいくかな」

　カジノは一軒丸ごと貸し切って警備兵に周りを固めさせている。その代わり、キャラに頼んでルーレット勝負の様子を生配信する手はずになっていた。

「陛下、ご武運を」

　ベアトリーチェに囁ささやかれる。

「パパをギャフンと言わせてよね！」

　クオーレもついてきていた。あとは身辺警護のジルベルトたちと会場の隅に眠そうな顔で水晶球を操作しているキャラの姿があるだけだった。

　パオラは今日もいない。

　宰さい相しようムツィオとともに幾つもの町を回っているのだ。二週間では帝国内全すべてを網もう羅らすることなど不可能だが、出来る限り回るつもりなのだろう。

　席に着くと、ほどなくして天から光が差した。

　室内なのに光の出所がよく分からない。さらに荘そう厳ごんな旋律も聞こえてくる。

「これ、本当にどこから聞こえてくるんだ？」

「ハッハッハ！　待たせたな、勇者よ」

　天井をすり抜けて最高神ゼーバが降臨した。

　床に足をつけた神は、常信たちと変わらぬ背丈になっている。腰巻き一丁の半裸姿なのは変わらない。立派な髭ひげを撫なでつけながら向かいの椅い子すに腰を下ろした。

　常信は時刻を確認する。正午まであと僅わずか。

「揃そろったことだし、始めようか」

　そう言うと、ゼーバはクイッと片かた眉まゆを上げた。

「その前に、検分をせねばなるまい」

　腕を大きく振る。フッと口元に笑みを浮かべた。

「そのルーレットには何やら面白い仕掛けがしてあるようだ」

「……まさか」

「吾わが輩はいの目は誤魔化せんぞ。それに……」

　ルーレットの側そばに立つ制服姿の男性を指差す。この場を仕切るディーラーだ。

「そこの者。邪よこしまな考えは捨てよ」

　ゼーバが指を鳴らす。ビシッと男性の額に何かが当たった。場内が騒然となる。

「静まれぃっ！」

　芝居がかった仕草でゼーバが皆を制した。男性はすぐに顔を上げ、首を傾かしげる。

「これで良い」

「何をした？」

　そう尋ねた常つね信のぶに最高神は微笑ほほえんだ。

「イカサマの指示を記憶から消したのだ。これでそこの者は吾わが輩はいにも汝なんじにも肩入れすることなく平等に球を投げてくれる。喜ばしいことだろう？」

「……そうだな」

「さて、あとはルーレット自体の仕掛けだ。別の物に変えてもらおうか」

「……それで気が済むなら、そうさせよう」

　常信は新しいルーレット台を運ばせた。それもゼーバがチェックする。

「これなら良い。楽しい勝負ができそうである」

「パパ！」

　クオーレが声を上げた。

「楽しい勝負をしたいのなら、確率を操るのはやめて！　こんなの、パパの存在そのものがイカサマじゃないの！」

「クオーレ」

　彼女を制止したのは常信の方だった。

「全すべて承知で望んだ勝負だ。気遣いは無用だよ」

「ほう」

　ゼーバが感心したように洩もらす。

「存外に肝が据すわっておるな。それでこそ勇者だ。吾輩に策の悉ことごとくを見破られたというのに、随分と余裕ではないか」

「何のことだか？」

　常信は肩をすくめた。

「とぼけるのなら、それでも構わん。ただのう、吾輩も甘く見られたものだと思っておったのだ。汝らがイカサマを思いつき、仕掛けを施してくること。吾輩が予見せなんだと本気で思うておったのか？」

　ゼーバの目に強い憤りが宿った。

「不ふ遜そんなり。神の目は誤魔化せぬ。汝らの浅はかな考えなど先刻承知よ。確かに吾輩の確率を操る力に対抗するためにはイカサマくらいしか手がなかろう。確率とは無縁のところで戦うしかないからな。しかし」

　空気がひりつく。左右に控えるエルフと女神が揃そろって身を縮こまらせた。

「その程度の小細工で吾輩に挑むなど、片腹痛いわ！　勇者よ！　ただただ愚直に向かってくるのなら、まだ温情をかける余地もあった。だが、このようなつまらぬ仕掛けをするような者にかける情けはない！　完かん膚ぷ無きまでに叩たたき潰つぶし、二度と立ち直れぬよう恐怖をその身に刻みつけてくれようぞ!!」

　烈火のごとき怒声に会場内の全員が震え上がる。クオーレがぽろぽろと泣き出した。

「パパ！　ごめんなさいっ。そんなに怒らないでっ……」

「いいや、我慢ならん！　それに、吾わが輩はいの怒りは小こ童わつぱ一人に対するものではない」

　そう言うなり、壁の一点を、そこにある生配信用のカメラを指差す。

「随分と楽しそうであるな、帝国の民よ。吾輩のこともクオーレのことも、よく話題にしてくれておるようだ。それは良い。崇あがめる者もおれば誹そしる者もおるが、それもまた人に与えられし自由というものである。しかぁし！」

　突然の怒声に慈じ愛あいの女神がビクッと震えた。

「此こ度たびの件、小童に諫かん言げんする者が一人もおらなんだばかりか、いたずらに煽あおり、あげくイカサマを推奨しておった。見るに堪たえぬ有様であったぞ」

「井戸端会議、チェックしていたのパパ!?」

「たまに面白いので読んでおる。いや、そんなことはどうでもいいのだ！　問題は帝国の民が小童の暴挙を煽っておるということ！　吾輩は神として、罰を下さねばならぬ！」

　ゼーバが拳こぶしを突き上げる。

「そこで観みている帝国の民よ。そうやって楽しんでいられるのは汝なんじらに当事者としての自覚がないからだ。ここにおる小童が敗れたところで自分自身には何の影響もない。そう考えておるからであろう。吾輩はその蒙もう昧まいが許せぬ！」

　最高神が腕を振り下ろすと室内に雷が落ちた。

　壁の一面が黒焦げになる。

　クオーレとベアトリーチェが悲鳴を上げ、二人同時に常つね信のぶにしがみついた。そのまま引っ張り合いになる。ジルベルトたちは狼狽うろたえるばかりだ。

「良いか、帝国の民。これが神罰である」

　別のカメラを指差し、ゼーバが重々しく告げる。

「汝らは己に罪などないと思い上がっておる。故に神罰が下るのだ。そこの小童が吾輩との勝負に負けたとき、汝ら全すべてに神罰を下そう。帝国中に神の裁きが下ると心せよ！」

　会場全体が凍りついた。

　先程まで騒いでいた警備隊も竦すくみ上がって誰だれ一人口を開かない。

　ベアトリーチェも、クオーレですら、言葉を失っていた。

「言いたいことはそれだけか？」

　その中で、常信だけが不敵な態度を崩さない。

「ならば、時間も過ぎている。早く始めようじゃないか」

「陛下……」

「皇帝……」

　不安そうな二人の声に、一度振り向いた。軽く頷うなずいてみせる。

「グロリア帝国の皇帝として、この勝負、必ず勝つ」

　常つね信のぶは最高神に向き直った。フンと鼻を鳴らし、ゼーバが顎あごをしゃくる。

　彼の側に百枚のチップが用意された。

　常信の側には一枚もない。

「勇者よ。チップはどうした？」

「ああ。ちょっと多すぎるから、テーブルに載らないんだ」

「そうであるか。まあ、さして問題ではないな」

　互いの前に紙が置かれ、手て許もとが見えないよう衝つい立たても置かれた。

「勇者よ。吾わが輩はいがどこに賭かけるか確認してから賭ける場所を決めようとしても無駄だ。もちろん、このくらいは承知の上であるな？」

　紙に番号を書き込んだゼーバは、それを折りたたんで小さな箱に放り込む。

「もちろん、承知の上だ」

　常信も書き込み、折りたたんで箱に入れた。

　ともに回収されたところでディーラーがルーレットに球を投げ入れる。回転する球を見ている間にゼーバの紙が箱から取り出され、読み上げられた。

「ゼーバ様、赤の34にチップ百枚」

　白い球が跳ね回る。

　ゼーバがニヤリとした。

　白い球はしばらくルーレットの上で踊り、赤の34番ポケットに収まった。

「これで吾輩のチップは36倍。一気に３６００枚だ。さて、汝なんじの予想は当たったか？」

　ディーラーは常信の書いた紙を開き、一瞬、眉まゆを顰ひそめた。

「どうした？」

「いえ……」

　ゼーバに睨にらまれ、内容を読み上げる。

「皇帝陛下、０から36までの全ての数字にチップ二百枚」

「何だとおおお!?」

　最高神が目を剝むいた。

「全すべての数字、だとっ……！」

「これにより、第一回の結果はゼーバ様がプラス３５００枚。皇帝陛下がプラス７０００枚となります。それでは、第二回のベットに移って下さい」

「待て待て待て待て！　待てぃっ！」

　ゼーバが身を乗り出して制する。

「全てだと!?　汝は、全ての数字に、吾輩の倍のチップを賭けたというのか!?」

「ああ、そうだ」

　常信は平然と答えた。

「これなら絶対に当たるだろ？　賭かける場所の数に制限がなくて助かった」

「……勇者よ。分かっておらんようだから、説明してやる。吾わが輩はいはどの数字に球が入るのか必ず当てることができるのだ。つまり、絶対にチップを36倍に増やしていけるのだ。今は１００枚であった。しかし、次は３６００枚あるのだぞ」

「次は３６００枚賭けるんだろ？　そんなことは分かっている」

「分かっているだと!?　いいや、そんなはずはない！　分かっているのなら、これがどれだけバカげた所業なのか気づいて然るべきだ！」

　憤然とゼーバはこちらに指を突きつける。

「十回だぞ！　この勝負は十回行われるのだ！　つまり、吾輩はあと九度、チップを36倍に増やせるのだ！　汝なんじは、汝はそれに対し、毎回、二倍のチップを37個全すべての数字に賭けるというのか!?」

「ああ、賭けるぞ。俺は毎回、あんたの倍額、全ての数字に賭ける」

「正気の沙さ汰たではない！」

　バンとテーブルを叩たたき、ゼーバが叫んだ。

「そんなことをすれば、確かに吾輩よりチップを稼ぐことはできるであろう。しかし、それによって失われるチップはどれほどのものだ!?　一枚一万オーロなのだぞ。増えた枚数を差し引いても、今回は二百枚失われた。つまり二百万オーロをドブに捨てたのだ！　次の回では７２００枚が捨てられる。７２００万オーロだ！　愚かしいにも程がある！」

　憤ふん懣まんやるかたなしといった相手に、常つね信のぶはあえて醒さめた目を向ける。

「だから、それがどうしたと言っている？　今回の勝負は稼いだチップの数だけがカウントされる方式だ。だから俺がどれだけチップを失おうと、あんたより稼いでしまえば勝ちなんだよ。重要なのはそこだけだ」

「ぬうっ……？」

　ゼーバの目つきが変わった。常信の本心に気づいたらしい。

「……勇者よ。汝、まさか、初めからそれが狙ねらいか？　イカサマの仕掛けはただの見せかけで、端はなからこれが汝の勝機であったのか？」

「確率を操れる神様相手に、賭け事で戦う気は毛頭無い」

　不敵に笑った。

「ルーレットが賭け勝負だと、誰だれがいつ決めた？」

　ゼーバがあんぐりと口を開ける。

「確率など関係ない。圧倒的な資金力の差があるのならば、それを利用して相手を押し潰つぶす。それが帝国の戦い方だ」

「……だが、しかし、それでも愚かであるぞ、勇者よ」

　苦しそうに最高神が首を振った。

「吾わが輩はいの上をいきたいのであれば、倍額でなくても良いであろう。先程は百一枚賭かけておれば、それで十分だったのだ。何な故ぜ、二百枚も賭けた？　それどころか、一回目からこんな無茶をする理由がどこにある？　最後の十回目。そこで今のような手を打てば、それで十分であろう？　一回目から九回目までの間に汝なんじが失うチップは人の身には信じられぬほど莫ばく大だいなものになるはずだ」

「チップ５８０３４２６０９５３３８００枚だ。一枚一万オーロだから、５８０３４２６０９５３３８００００００オーロだな」

　さらりと言ってのける。

「ちなみに十回目まで合わせるとチップの枚数は２０８９２３３３９４３２１７０００枚。オーロ換算で２０８９２３３３９４３２１７０００００００オーロだ」

「……人間の尺度では、途方もない金額ではないのか？」

「途方もない金額だな。だが、何の問題もない」

　常つね信のぶは堂々と言い切った。

「だってウチ、大国だから」

　呆ほうけている最高神に対し、更に続ける。

「何故、二百枚も賭けたのかと聞いたな？　そんなもの決まっている。圧倒的な勝利こそ帝国に相応ふさわしいからだ。一枚、二枚勝ったところで何だ？　九回目までは意味がない？　十回目だけで十分？　そうではない！　全すべての勝負において倍額勝ち、相手を圧倒する。それこそがグロリア帝国なのだ」

　ゼーバが「ぬう」と呻うめいた。

「俺は、グロリア帝国皇帝として、親愛なる国民に示さなければならない。帝国の絶対的な強さを。圧倒的な力を。この強大な国を支えているのは自分たちなのだと誇りに思える強烈な勝利を」

　常信はゼーバの手て許もとにあったチップの山から一枚取り、相手に見せつける。

「さっき、あなたは俺がチップ二百枚をドブに捨てたと言った。二百万オーロを失ったと。違う。ドブになど捨ててはいない」

　パチリとチップをテーブルに置いた。

「俺は皆に示したんだ。２０８９２３３３９４３２１７０００枚のチップ。２０８９２３３３９４３２１７０００００００オーロあれば、卑ひ小しような俺たち人間でも、神を超えることができるのだと。帝国民一人一人が預けてくれた一オーロが積み重なり、寄り集まったとき、爆発的な力を発揮するのだと！」

　椅い子すの背もたれに身を預け、締め括くくる。

「莫大な損失？　違うな。たった２０８９２３３３９４３２１７０００００００オーロだ。たったそれだけで最高神ゼーバ様に勝てるのなら、こんなに安いものはない」
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　静寂が訪れた。

　この室内だけではない。生配信で成り行きを見守っていた全員、大陸中が静まり返ったのを確かに感じた。

　ゼーバは目を剝むき、固まっている。

　それから、ゆっくりと俯うつむいた。

　常つね信のぶはディーラーを見やる。

　あんぐりと口を開けてテーブルを見つめていた彼に告げた。

「続けよう。二回目のベットだ」

　ハッとしてディーラーが左右を見る。

「いや、その必要はない……」

　くぐもった声が聞こえた。見ると半裸の中年男性が肩を揺らして笑っている。

「ククク……フハハハ……ハッハッハッハッハ！　何たる傲ごう慢まん！　何たる不ふ遜そん！　これほどまでの冒ぼう瀆とくは他に類を見まい！」

　ガッと天を仰ぎ、大笑した。

「まったくもって愚かである！　……であるというのに、実に清すが々すがしい」

　穏やかな顔で言う。

「こんなに下世話な力で、これほど爽そう快かいな敗北を得たのは初めてかもしれん」

「!!」

「勇者よ。汝なんじの勝ちだ」

　最高神ゼーバが席を立った。

「これ以上、続けても仕方あるまい。それより、余ったチップを民のために使うが良い。汝にはそれが出来るのだから」

「ゼーバ様、それでは……」

「うむ。此こ度たびの選挙、最後まで見守らせてもらう。もちろんクオーレが勝つことを願っておるが、全すべては人々の意志によるものだ。そのチップのようにな」

　テーブルに置かれた一枚を見下ろす。

「一人一人は小さくとも、集まれば大きな力を発揮する。さて、大陸の民たちは汝の正妻に誰だれを選ぶのであろうな？」

「帝国の民は、いや、他国の民も、最も賢明な判断をし、行動すると俺は信じている」

「吾わが輩はいも、そう願うぞ」

　どこからともなく荘そう厳ごんな旋律が流れてきた。光が天から差す。

「では、また会おう勇者よ」

「いや、もう来ないでくれ」

　ハッハッハッハッハ！　と高らかに笑い声を響かせ、最高神ゼーバは姿を消した。

「ん？」

　チップの上に何か乗っているのに気づき、常つね信のぶはそれを拾い上げる。

　ダイヤモンドの指輪だった。

「陛下」

　耳元で囁ささやかれ、急いで指輪を隠す。振り向くとベアトリーチェが眉まゆを顰ひそめていた。

「さすがに２０８９２３３３９４３２１７０００００００オーロは国庫にもありません。破産致しますわ」

「だよなー……。多分、気づいてたんだろうけど、ゼーバ様が負けてくれて良かった」

「皇帝！」

　後ろから抱きつかれる。クオーレが大はしゃぎで叫んだ。

「私のために、あそこまでやってくれるなんて！　やっぱり愛なのね！」

「違います。あなたのためではありません。離れなさい！」

　ベアトリーチェがむきになって女神を引き離そうとする。しかしクオーレの腕力は意外と強くてビクともしなかった。

「やっぱり運命なのよ！　私たちは結婚すべき運命なのーっ」

「やめろっ。首が……首がしまるっ……！」

　常信は必死になってクオーレの腕を叩たたいた。
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第八章　うん、知ってた（強がり）







　山の月６日。

『生配信をご覧の皆様、こんにちは。カタリナ・メルクリアーニと申します。本日は宮廷会議室より、グロリア帝国皇帝正妻総選挙公開討論会をお届け致します』

　黒髪の美少女がカメラに向かって一礼する。

　彼女の背後には重厚な樫かし材の円卓が設えられていた。すでに席に着いている者もいれば、円卓の側そばで柔軟体操をしている者もいる。各々、討論会の開始時刻まで好きなように過ごしているようだ。

「これが正妻総選挙最後のイベントだ。何事もなく終わってくれよ」

　常つね信のぶは別室で手を合わせて祈る。

　部屋には衛兵を除けば常信一人しかいなかった。皇帝が討論会の場にいるのは不公平を生じる恐れがあるからと言われ、帰ってきたパオラに会うことすらできず、ほとんど隔離状態で会議室の様子を眺めている。

　画面の中の彼女たちは概おおむね緊張した面持ちで、特にヒルデガルトの表情が硬い。対してキャラはいつものように腑ふ抜ぬけており、隣でパオラが何やら楽しそうに喋しやべっていた。
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『そろそろ開始時刻となります。候補者の方々が席に着かれたようです』

　カタリナがそう言うと映像が切り替わる。円卓には十人が座っていた。初めに映し出されたのはパオラである。そこから時計回りにキャラ、ベアトリーチェ、ヒルデガルト、ロザリンドと続き、パオラの向かい側にクオーレが腕を組んで座っている。彼女の斜め後ろにはユーリが茫ぼう洋ようとした顔で控えていた。

　さらにナタリア、シエラが映し出され、膝ひざにセキリンダイシンリュウを乗せたマリアンヌ、最後にマライカが笑顔で手を振ってパオラへと戻ってくる。

　全員の紹介を終えたカタリナは司会用の台に立ち、杖つえを振った。

　円卓の中央に「討論議題」という単語が浮き上がる。

『公開討論会の議題は、有権者の皆様から公募致しました。どのような皇后陛下となられるおつもりなのか。皆様、忌き憚たんのないご意見をいただければと存じます』

　常つね信のぶは手て許もとの水晶球に目を向ける。そこには「一言投稿」の画面が映し出されていた。＃正妻総選挙や＃公開討論会をつけた投稿がちらほら見受けられる。

『それでは、一つ目の議題はこちらです』

　カタリナの言葉とともに円卓中央の文字が変化する。

　皆の前に、第一の議題が提示された。

『どんなパンツ穿はいてんの？（議題提案者：深しん淵えんなる紅ぐ蓮れんの碧へき眼がん）』
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　常つね信のぶは目を剝むいて立ち上がる。

　画面の中でも候補者たちが戸惑っていた。『何だ、これは!?』とロザリンドが叫び、『こんなの答えられないよ～☆』とマライカが可愛かわいらしく顔を真っ赤にしている。

『バカバカしい！　誰だれですか、こんな下らないイタズラをしたのは!?』

　ベアトリーチェが怒鳴った。ただちに議題を消すようカタリナに命じる。

『狼狽うろたえるな、小娘ども！』

　ところが、そこにシエラの大音声が響いた。

『この程度で動揺するようでは、皇后として公務をこなすことなど夢のまた夢だよ』

『その余裕ぶった態度。これは貴女あなたの仕業ね？』

　ベアトリーチェが眉まゆ根ねを寄せて問う。シエラは軽く肩をすくめてみせた。

『誰がやったかなんて、今は重要じゃない』

『そうね。後で徹底的に……いえ、それはやめましょう……』

　相手が期待に充みち満ちた目で見つめてきたので、ベアトリーチェは言葉を濁す。悔しそうに歯を食いしばった。

『とにかくっ。つまらない冗談はさっさと流して、まともな議題を──』

『おいおい、勝手に議題を変えようとしないでくれよ。これはボクたちに提示された立派な討論議題だ。真剣に話し合おうじゃないか』
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　シエラがぐるりと円卓を見回し、最後にカメラの方を見た。

『公募された中に、これがあった。ということはボクたちは、この議題に対し真剣に答える義務があると思うね』

『穿はいている、パ、パンツの色について語ることと陛下の正妻になることに何の関係があると言うんだっ？』

　ロザリンドが言い返す。シエラが口の端をつり上げた。

『大ありだよ、ロザリー。ちなみに君は今、どんな下着を身につけているのかな？』

『そんなこと、公の場で言えるわけないだろう！』

『ハッハッハ！　甘いな、ロザリー』

　シエラはゆっくりと頭を振る。まるで相手を哀れむように。

『下着の色すら公表できないような者に、皇后が務まるわけがない』

『何で、そうなる!?』

　ツッコむロザリンド。しかしナタリアが深々と頷うなずいた。

『……なるほど。それも一理あるな』

　まさかの展開にロザリンドはあんぐりと口を開ける。

『皇后ってのは、皇帝の正妻。つまり大陸最高の地位に就く女ってことだ。そいつがもし、とんでもない下着を身につけてたらどうするよっ？　最悪、国が滅ぶぜ……』
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『確かに』

　シエラが相あい槌づちを打った。

『ちなみにボクは今、黒のパンツを穿はいている。これがどういう意味か分かるかい？』

　彼女の視線がヒルデガルトに向けられた。その雰囲気に飲まれたのか、ヒルデガルトは真剣な表情で『ええと……』と考え込む。

『黒はテルエ王国において最も高貴とされる色だからだよ！』

　何な故ぜ、分からないんだと責めるような口調でシエラが言い放った。『ごめんなさいっ』とヒルデガルトも咄とつ嗟さに謝ってしまう。

『つまりボクは愛国心を常に身につけているということだね。それこそ、肌身離さず！』

　ドヤ顔が鬱うつ陶とうしかった。

『見えないところも、それこそパンツさえも常に王女であり続ける。ボクはそうやって生きてきた。そして皇后になった暁には、より一層、己をさらけ出していく！　いいかい、君たち。皇后にプライベートなどないんだよ！　パンツの色一つで動揺するような小娘に皇帝の正妻は務まらないね！　さあ、どんなパンツを穿いているか白状するのか、ここから泣いて立ち去るのか、二つに一つ、選び給たまえ！』

『あたしは水色だぜ。青系が多いんだよな。ほら、青系って見た目が涼しいだろ？』

　間髪入れずナタリアが口を開く。室内に新たな緊張感が走った。
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「まさか、こいつら……」

　常つね信のぶはゴクリと息を吞のむ。

　バカげた議題だが、シエラはそれを利用して討論会の主導権を握ろうとしている。ナタリアはその意図を見抜き、便乗してきた。すでに彼女たち二人が場を支配しつつある。

『どうした、お嬢さん方？　恥ずかしくて答えられないのか？　それとも、恥ずかしさに身み悶もだえる様を全国にさらして好感度を上げようって腹か？　どっちでも良いが、これは皇帝の正妻を選ぶ選挙のための討論会だぜ』

　ナタリアがさらに煽あおってきた。

『好感度を上げたところで、本当に票に繫つながると思うのか？　なあ、マライカ。お前のファンは本当にお前に投票するのか？　一位になったら皇帝の嫁になるんだぞ？　ファンとしては、むしろ投票したくないんじゃないかねえ』

『何が言いたいのよっ……？』

　顔を真っ赤にして俯うつむいていたマライカがキッとナタリアを睨にらんだ。

『もうアイドルは辞めたんだろ。だったら全力でかかって来いよ！　一位になれなかったときのこと考えて、好感度を維持しておこうなんて、つまんねえこと考えてんじゃねえ！　マライカ・ビッテ・アラースムはそんな弱い女じゃねえだろ!!』

　マライカが目を見開く。椅い子すを蹴けって立ち上がった。
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『……アタシとしては、すごく不本意なんだけど』

　皆が見守る中、彼女は何かを振り払うように叫んだ。

『今、穿はいてるのは水色よ！　何でナタリアと被かぶんないといけないのよっ』

『あ、あたしと同じっ？　……何だよ、照れるじゃねえか。もっと早く言えよっ』

　ナタリアとマライカの間に妙な空気が生まれる。

『は～い！』

　そこに可愛かわいらしい声がした。パオラが元気よく手を挙げている。

『私は白です！　あのね！　小さなリボンとかついてて可愛いんだよ！』

　シエラが頰ほおを緩ませて『いいね！』と親指を立てる。

『さあてとぉ。まだ答えてない人がいるようだけど、どういうことなのかなあ？』

　殴りたくなるような顔で彼女が煽あおる。ベアトリーチェは完全無視を決め込んでいるが、ヒルデガルトとロザリンドは態度を決めかねているようだ。

『あらあら～』

　マリアンヌがセキリンダイシンリュウを抱え直して頰に手を当てる。

『答えても良いけど、大して面白みはないわよ～。私は──』

『答えんで良い！』

　膝ひざの上の幼女がぐいっと豊満な胸を押し上げて遮さえぎった。口から小さな炎が洩もれ出る。
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『とんだ茶番につき合わされたものだ！　見てみよ、浅薄で暗愚な人間どもよ！』

　赤い羽を広げ、セキリンダイシンリュウが宙に舞い上がった。皆を見下ろし、フンとスカートをたくし上げる。真紅の下着が露あらわになった。

『こんなものについてグダグダと話し合ったところでどんな益があると言うのだ!?』

『うふふ～。リンちゃんったら、はしたないわよ。降りてらっしゃい』

　マリアンヌに呼ばれ、彼女は円卓に降りる。

『ねえ、さっきから気になってたんだけど』

　それまで意外にも静かにしていたクオーレがひょいと手を挙げた。

『何で穿はいてる前提で話をしてるの？』

『えっ……？』

　その場が凍りつく。ロザリンドがギリギリと錆さびついた人形のようなぎこちない動きで彼女の方を見た。

『まさか、クオーレ様は……』

『穿いてないわよ』

　堂々と言い切る。

『おー』

　それまで円卓に寝そべっていたキャラが尻尾しつぽをピンと立てた。『あたしもー』と言う。
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『下着って窮きゆう屈くつだよねー……。やっぱり穿はいてないのが一番だよー』

『あら、そこの獣人は分かってるじゃないの。そもそも私は衣服だってあまり着ていたくないの。暑いんだもの。だから自分の部屋では全裸で過ごしてるんだけど、ユーリとか侍女がうるさいのよねえ……』

『人間と神、常識、違う』

　ユーリが囁ささやくように言った。それに『分かってるわよ』と返しつつ、クオーレが衝撃の発言をする。

『そういうユーリは、ちゃんとパンツ脱いでるんでしょうね？　私の側そばにいるときは下着つけてちゃダメって約束よ』

「なん……だとっ……？」

　常つね信のぶは過去のアレコレを思い返してしまった。クオーレが降臨した後、ユーリが自分の膝ひざの上に乗ったことがあったような。

『大丈夫。脱衣済み』

　ユーリが淡々と答えた。

　何となく視線が彼女の足元に向いてしまう。慌てて頭を振った。

『ねえ、いい加減、議題を変えましょう。頭が痛くなってきたわ』

　ベアトリーチェが眉み間けんに指を押し当てる。
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『私は、緑です』

　ところが、彼女の隣でヒルデガルトが意を決したように言った。両隣から凄すさまじい眼光を向けられる。ヒルデガルトは、それを堂々と受け止めてみせた。

『お二人は答えないのですか？　それは民に対して不誠実なのでは？』

　真面目まじめな顔で左右を見る。左隣に座るロザリンドが『くうっ……』と歯がみした。

『ロザリー。残念ながら、あなたの覚悟では私の覚悟を超えることはできない』

『覚悟、だとっ……？』

『そうだ。私はどんなパンツを穿はいているかくらい答えられる。何な故ぜなら、実際に見せるのは陛下お一人だけなのだから！』

　凛り々りしい声と表情で従姉妹いとこを見み据すえる。虚を突かれたロザリンドが胸に手を当てた。

『確かに、陛下にだけお見せするのなら納得がいく。私は、何と愚かだったのだ……！』

　深呼吸をし、清すが々すがしい表情になって言う。

『ヒルデ、私は蒙もうを啓ひらかれたよ。この場で答えよう！　今は黄色と緑のチェック柄を穿いている！　ブラジャーもきちんと同じ色と柄で揃そろえているぞ！』

　ロザリンドとヒルデガルトが力強く握手をした。

『あなたの成長速度には驚かされるよ、ヒルデ』

『あなたこそ、すぐに自分の過ちを正すことができる。尊敬に値する人だ、ロザリー』
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『今回は一本取られた。だからこそ、あえて言わせてもらおう』

　しっかり握手したままロザリンドが従姉妹いとこに挑戦的な言葉を投げかける。

『私は……イキ顔なら負けない!!』

　常つね信のぶは盛大に吹き出した。ヒルデガルトも『ロザリー？』と困惑している。

『ヒルデ、君は陛下に弄もてあそばれたことがあるか？　私は何度も……何度もイかされた！　もう、この体は陛下の責め苦に染め上げられている！　陛下のためなら何度だってイくことができるんだ！』

『くっ……。そういうことか……！』

　ヒルデガルトが悔しそうに唇を嚙かんだ。彼女たちの向かい側でシエラが血走った目でふんふん鼻を鳴らしながら話に聞き入っている。

『皇帝の責め苦はすごいよねぇっ。ボクも、もっと味わいたいといつも思ってるんだ！』

「よし、議題を変えよう！」

　これ以上はまずいと判断し、常信は伝令を走らせた。

『ええと、皇帝陛下の命により、議題を変更致します』

　カタリナがそう告げるなり、水晶球にものすごい勢いで苦情が流れる。

　その後は終始落ち着いた調子で討論が続いた。パオラはあわあわしているばかりで、キャラはほぼ寝ていたが、他の皆は予想以上に高度な意見を戦わせる。
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『それでは最後の議題です。各自のキャッチコピーについて詳しく説明して下さい（議題提案者：三毛猫王）』

「ようやく終わりか……」

　常つね信のぶはフウと息を吐く。初めはどうなることかと思ったが、概おおむね、問題なく終わりそうだ。ただ、パオラが全く目立たなかったのは残念だった。

「こういうのは、合わないよなあ……」

　一人ずつキャッチコピーについて語る中、もじもじしている小柄な姿を見つめる。

『……ってことで、薄いマンガ本という文化を守ることは世界平和にも繫つながる。だから、あたしはこれからも帝国の素晴らしい文化を守っていくつもりだ』

『これでパオラ様以外は話したかしら？　ああ、キャラもいたわね』

『んあー……。特になーし……』

　キャラがひらひらと手を振り、皆の視線がパオラに集まった。『はわわ』とパオラが銀髪を撫なでつける。椅い子すに座り直した弾みでたゆんと胸が揺れた。

『パオラ様のキャッチコピーは「元気な子を産みます！」でしたわね』

　ベアトリーチェに促うながされ、彼女はこくりと頷うなずく。けれど、すぐには話し出さず、何かを躊躇ためらうように『えへへ』と愛想笑いを浮かべた。

『えっとね……』
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　やがて、そろそろと話し出す。

『お祖じ父いちゃんがね、泣いてたんだ……』

　常つね信のぶは首を傾かしげた。他の者たちも目を瞬しばたたかせたり訝いぶかしげに眉まゆを寄せたりしている。

『……お母さんが、天国に逝いったとき、お祖父ちゃんが泣いてたの。子どもにね、先立たれるのが一番辛つらいって。お兄ちゃんが……倒れたときも、すごく落ち込んでた……』

　会議室がシンと静まる。

　その中で、パオラは一言一言嚙かみしめるように語った。

『わたし、へーかの一番嫁になるって決めて、でも、わたしがへーかに何をしてあげられるかなって考えたら、あの、その……このくらいしか考えつきませんでした』

　ふにゅふにゅと迷いながら、それでも精一杯の思いを込めて続ける。

『元気な子どもを産んで、いっぱいいっぱい愛情込めて育てて、わたしより、へーかより長生きしてもらうのっ。へーかには、泣いて欲しくないから。わたしも、もう、イヤだから……。あ！　子どもはたくさん欲しいな！　それで、みんな仲良いんだ！』

　少し涙ぐんだ顔で、将来を想像して笑顔になった。

　常信はグッと口を引き結ぶ。

『……以上です』

　皆が押し黙ってしまったからか、パオラは戸惑い気味にお辞儀をした。
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　どこからともなく優しい旋律が聞こえてくる。

「これは……」

　そう呟つぶやいたときには、パオラの隣にクオーレがいた。

　普段の彼女とはかけ離れた、慈じ愛あいに満ちた表情でパオラの銀髪を撫なでる。『ふえっ？』と顔を上げた彼女をそっと抱きしめた。

　会議室全体が穏やかな空気に包まれる。

『パオラ・ハルバート。その心に女神の祝福を』

『ありがとうございます、クオーレ様』

　パオラが女神にしがみつく。むにゅんと大きなものが当たった。慈愛の女神のこめかみにピキッと青筋が浮き出る。

『お……大きければ良いってもんじゃないんだからねーっ！』

　唐突に叫び、パオラを振り払ってクオーレは会議室を飛び出していってしまった。

「……何で、最後まで女神らしくできないんだ？」

　どうしても残念な慈愛の女神に対し、そんな呟きが洩もれた。




　公開討論が終わるなり、パオラが私室に駆け込んできた。

「へーか！」

「パオラ、お帰り！」

　胸に飛び込んできた彼女をしっかり抱き留めた。「えへへー」と擦り寄るパオラの頭を優しく撫でる。柔らかな優しさが体温とともにじんわり伝わってきた。

「二週間、よく頑張ったね」

「うん！　そっか……。二週間しか経たってないんだよね。もっと長い間、へーかと会ってなかったような気がする」

「俺もだよ。今日はゆっくりお休み。明日は夜に最終結果が出るからね」

　くっついたままの彼女を促うながして部屋まで送ろうとしたとき、「ご無ぶ沙さ汰た致しております」と禿とく頭とうの宰さい相しようにも挨あい拶さつをされた。

「儂わしが留守にしていた間、何かと大変だったようですな」

「まあ、どうにかなったよ。そっちもパオラの付き添い、ご苦労だったな」

「パオラのためですからな」

　ムツィオはくたびれた顔で、それでも達成感に満ちた目で答える。

「先程の話ですが、忘れてくだされ」

　宰相が耳元で囁ささやいた。

「まさか、パオラに見られておったとは……。儂もまだまだです」

「いいじゃないか」

　パオラには聞こえないよう囁ささやき返す。

「血も涙もない宰さい相しようより、よっぽど信頼できるよ」




　翌、山の日７日。グロリア帝国皇帝正妻総選挙は最終日を迎えた。

　最終日だけあって最も多く投票がなされ、投票率は一気に九割を超えた。開票は受付を締め切った後なので、円グラフで支持率の変動を確認することはできなくなる。

「全すべては、今夜決まる」

　夕ゆう餉げの後、常つね信のぶは大広間に主立った者たちを集めた。

　帝都の貴族たちも見物にやってくる。城の一部を開放して平民の見物も許した。続々と人が押し寄せ、あっという間に満席になる。それでも立ち見が尽きないので予定外の区画も開放させて混雑を出来る限り緩和させた。

「いよいよですなっ」

　ムツィオが鼻息荒く言う。対してサルバドールは冷静だ。少なくとも表面上は。

　舞台にパオラたちが上がった。

　ワッと大きな歓声に包まれる。彼女たちは皆、きらびやかな衣装を着ていた。立候補者たちに惜しみない拍手が送られる。

「へーか、いよいよだねっ」

　純白のドレスを身に纏まとったパオラが走り寄ってきた。

「みんな頑張ったし、みんな一位になると良いのに！」

「パオラー……、それじゃ何の意味もないじゃーん……」

　珍しく赤いドレスを着たキャラが猫耳をひょこひょこさせながら言う。

「皇帝！　覚悟しなさい！　今度こそ年貢の納め時なんだからっ」

　相変わらずのクオーレは、白を基調としつつも銀糸の編み込まれたレースタイプのドレスである。隣に無表情のユーリを従え、腰に手を当てた。

「あれから逆転の名手でも打てたのか？」

　ユーリの方を見て尋ねる。彼女は「問題ない」とだけ返した。

「何だかんだで票は割れてるみたいだぜ」

　ナタリアが会話に加わる。彼女も珍しく水色のドレスを着込んでいた。長いスカートで歩きにくそうにしている。

「色んな騒動で、考えが変わったり、選挙に興味をもってくれたりした人たちがけっこういるんだって。アタシのこと応援してくれるファンのみんなもいるしっ」

　黄色のドレスはマライカだった。ナタリアと目が合うなり火花を散らす。

「途中経過の順位なんて何の意味も持たないと思うわよ～」

「つまり、あたしにも十分、勝機があるってわけだ」

　フフフフフ……と笑いながら互いに牽けん制せいし合った。

「うふふ～。どんな結果になるのか楽しみね～♪」

「心底、下らん」

　真紅のドレスで揃そろえているのはマリアンヌとセキリンダイシンリュウである。羽を引っ込めた幼女を爆乳で挟み込むようにして抱え、彼女は常つね信のぶに会釈をした。

「皇帝さん、新しいお菓子の城、ありがとうね～♪　前のも大好きだったけど、建て直されてもっとステキになったわ～♪　大好き！」

「お待たせ致しました！」

　緑と黄緑。従姉妹いとこ同士、似た色合いのドレスをまとったヒルデガルトとロザリンドが姿を現す。凛りんとした華やかさに会場が沸いた。揃って帝国淑女式の礼をし、腰を下ろす。

「もうじき発表ですわね」

　豪ごう奢しやな金髪をアップにして、いつも以上に気品を漂わせているベアトリーチェのドレスは紫だった。装飾品も抜かりはない。こちらに艶つややかな流し目をしてから席に着いた。

「やあ、みんな！　中間発表一位で公開討論でも大活躍だったボクが来たよ！」

　彼女が登場するなり、若干、会場の空気が変わる。

　歓迎して良いものか、複雑な感情の入り交じった中を、黒のスーツ姿で颯さつ爽そうと歩いてきたのはシエラだ。胸ポケットには真っ赤なバラが一輪挿ささっている。

「皇帝！　もうすぐボクが君の正妻になるよ。楽しみで仕方ないね！」

　芝居がかった動きで椅い子すに座り、長い足を組んだ。

「全員、揃いましたな。陛下もご着席下さい」

　ムツィオに促うながされ、常信は貴賓席に落ち着く。

　周りでは貴族たちが選挙の結果についてひそひそと憶測を語り合っていた。気にはなったが、なるべく聞かないようにする。心臓がバクバク鳴って少し気持ち悪いくらいだ。

　何十回目かの深呼吸をしたとき、大広間の扉が開かれた。

　数人の文官が真まっ直すぐこちらに向かって来る。銀製の盆に封書を載せて恭うやうやしく捧げ持っていた。常信たちの席の手前まで来ると跪ひざまずいて盆を掲げる。

「こちらに」

　ムツィオが指示し、別の役人が盆ごと受け取って宰さい相しようの前に運んだ。封書を手にすると、ムツィオが常信に両手で差し出す。

「……俺が発表するのか？」

「結果は壁に映し出されます。陛下にまずご確認いただいた後、発表となりますので」

「そうか」

　口の中がカラカラに乾いていた。封書を受け取り、ペーパーナイフで封を切る。一度深呼吸をしてから開いた。「あっ」と声が洩もれる。
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　結果が壁に映し出された瞬間、大きなどよめきが起きた。

「一位は、パオラ・ハルバート様！　パオラ・ハルバート様でございます!!」

　文官たちが声を揃そろえて結果を叫ぶ。

　それは大広間の外にも伝わり、城の一画に集まった人々の下にも届けられた。

　地鳴りのような歓声が夜空に轟とどろく。

　大広間は拍手の音で何も聞こえないくらいだ。

　常つね信のぶは彼女たちの様子を窺うかがった。

　椅い子すから立ち上がって何か叫んでいるクオーレがすぐ目に止まる。恐らく「何でよ!?」と叫んでいるのだろう。隣でユーリが無表情に、いや、微かすかに笑んでいた。

「？」

　目を瞬しばたたかせて、もう一度よく見る。真っ白な少女は無表情だった。

　頭を抱えて項垂うなだれているのがナタリアで、その肩をマライカが優しく叩たたく。そんな彼女もどこか悄しよげていた。ヒルデガルトとロザリンドが抱き合って静かに涙を流している。その隣でキャラが大きなあくびをした。

　ベアトリーチェは親指の爪を嚙かみ、分かりやすく悔しがっている。

　一応、シエラの様子も確認してみると、彼女は蕩とろけきった顔になっていた。

「どうせ、最下位への転落に気持ち良くなっちゃってるんだろうなあ……」

　どんな辛つらい状況でも喜べる精神というのは、ある意味最強だと感心せざるを得ない。

　そして、パオラは。

　ぽかーんと壁を見つめていた。

　常つね信のぶは席を立ち、そっと彼女に近づく。耳元で囁ささやいた。

「一位だよ。おめでとう、パオラ」

　ハッと彼女が振り向く。

「はわわわわわわ……」

　耳まで真っ赤にして翡ひ翠すい色の瞳ひとみを大きく見開いた。

「へーか、わたし、一番なのっ？　本当に、一番になったの!?」

「ああ、そうだよ。パオラの地道な活動が実を結んだんだ。みんな、ちゃんとパオラのことを見てくれて、応援してくれたんだよ」

　そう言いながら、胸が熱くなる。

　買収や脅きよう迫はくや囲い込みや横暴や理不尽等々。

　様々な問題があったけれど、絵に描いたような理想が現実化した。

　パオラを抱きしめる。

「ふやっ？　へーか!?」

　はわはわとパオラは戸惑っていたが、すぐにキュッと抱きしめ返してくれた。

「やったよ、へーか」

　彼女の声が耳をくすぐる。

「わたしが一番嫁だよ」

　その声は純粋な喜びに満ち溢あふれていて──

　少しだけ女の色香があった。




「……というわけで、陛下とパオラ様のご婚約は成立致しません」

　数日後。執務室でベアトリーチェが淡々と報告した。

「まあ、そうなるよなぁ……」

　常信は椅い子すの背もたれに寄りかかる。

「当然です。グロリア帝国の法律では兄妹きようだい婚は認められておりません！　たとえ正妻総選挙で決まったこととはいえ、妹を妻とするなど、それこそ破は廉れん恥ち外道ですわ、陛下」

　澄ました顔で言う彼女は随分と安心した顔をしていた。選挙の結果が出てから数日、不眠不休で根回しに奔走していたのを知っているのだが、ツッコむつもりはない。

　正妻総選挙はパオラの勝利で幕を下ろした。

　しかし、その後、結婚における帝国内の法律が壁となり、二位の繰り上げ当選とすべきではないかという意見が出てクオーレがたちまち息を吹き返した。しかし、民意をないがしろにすべきではないという意見も台頭して衝突したのである。

　結果、パオラは正妻という「称号」を得たものの結婚は認められず、二位の繰り上がりもなしとなった。実に中途半端なところに落ち着いたものだが、それには幾いくつもの思惑が絡んでいるようだ。

「パオラには俺から話しておくよ」

「左様ですか」

　彼女を下がらせ、常つね信のぶも執務室を後にする。

　皇帝の私室にはいなかった。

　部屋を訪れてみたが、そこにもいない。

　しばらく城内を彷徨さまよい、図書館を訪れた。

　果たして、パオラはそこにいた。

　四階に上がってすぐ。応接間のようになっている空間でパオラは熱心に何か読んでいた。声を掛けようと思ったけれど止やめて、そっと後ろから覗のぞき込む。料理の本だった。

「料理か。パオラは何か得意な料理はあるの？」

　そう尋ねるなり、「ふぁひゃぁ!?」と銀髪が跳ねる。文字通り飛び上がったパオラは常信を振り向いてぷくっと頰ほおを膨らませた。

「へーか、ビックリさせちゃダメっ」

「ごめん、ごめん。随分、集中して読んでたんだね」

「うん！　だって、わたし一番嫁だから」

　大きな胸を張る。

「ああ、そのことなんだけど……」

　常信は隣に腰掛け、慎重に言葉を選んでベアトリーチェに言われたことを伝えた。

「そっかー……。今のままじゃ結婚できないんだね」

　パオラは本を置き、天井を見上げる。

「パオラが『正妻』なのは間違いないから、そこは──」

「うん！　やっぱりそうだよね」

　意外にも元気な声を出し、パオラがぴょこっと立ち上がった。

「やっぱり、みんなへーかの嫁だもん！　一番嫁の称号を得たわたしが一番だけど、みんな仲良くしたいから、結婚はまだ置いておいた方が良いよね！」

　しかつめらしい顔をして「うむうむ」と頷うなずく。

「あれ……？　それでいいの？」

　予想外にあっさりしていたので、少し驚いた。パオラは天使のような笑顔で答える。

「えへへーっ。ちょっと残念だけど、ちょっとホッとしてるんだ。わたし、正妻のお仕事とかまだよく分からないから」

「ああ、それもあったね」

　サルバドールの言葉を思い出し、苦笑する。

「それじゃ、せめてこれを」

　常つね信のぶは床に片かた膝ひざをついて手を差し出した。

「パオラ、左手を出して」

　ビクンと彼女の肩が跳ねる。たまには空気を読んでくれと従属魔法に訴えたくなる。

「はい。へーか」

　ともあれ素直に差し出された白くて細いそれを、左手で大切に下から受ける。

　それからポケットに入れておいた物を取り出し、彼女の薬指に嵌はめた。

　あつらえたようにピッタリ収まる。

　図書館の細い窓から差し込む日光を反射し、七色に光り輝いた。

「ふわーっ！　とってもキレイだね、へーか！」

　ダイヤモンドの指輪をパオラは嬉うれしそうに見つめる。

「婚約指輪だよ。ゼーバ様からもらってたんだ。それをパオラに贈る」

「ありがとう……」

　パオラは礼を言い、しかし、ふと表情を曇らせる。

「……何か、まずかったかな？」

「ううん……。あのね、へーか」

　俯うつむき、ちょいちょいと手招きした。常信は彼女に身を寄せる。

　耳元で囁ささやかれた。

「!?」

　目を見開く。

　パオラは俯き、もじもじと身を揺すった。

「へーかが、良いなら、だけど……」

「……あ、も、もちろんっ。大変、光栄でありますっ」

　動揺でおかしなことを口走ってしまう。

「それじゃ……」

　彼女の肩に手を乗せて更に身を寄せた。

　震えを懸命に抑えて滑らかな頰ほおに触れ、そっと顔を上向かせる。

　潤うるんだ瞳ひとみに捕らえられた。

「パオラ、大好きだよ」

　勇気を振り絞って言葉を紡ぐ。

「わたしも」とパオラの口から吐息が洩もれた。

　ゆっくりと近づいていき──




「つまり私が実質的な一位だったわけだし、これからここで暮らすのは当然のことだと思うわけよ。で、ユーリは私の侍女だから側そばにいるのは当然として、あと百人くらい……」

　私室でクオーレが喋しやべり続けている。

「あ！　キャラちゃん、これ美お味いしいよ！」

「んー……？　食べさせてー……」

「あら～♪　本当に美味しいわね～」

「マリーよ。そろそろ本気で体重のことを気にした方が良いぞ」

　テーブルではパオラとキャラとマリアンヌが午後のお茶会を楽しんでいた。

「や～ん、どうしよ～☆　アタシのアイドル復帰を願う嘆願書がこんなに届いてるなんて、困っちゃうな～♪　やっぱりマライカちゃんは世界最高のアイドルだよね～っ」

「なるほど、ソニアの仕業だったのか……。あたしの結婚を阻止しようなんて、あいつも可愛かわいいところあるじゃねえか。久し振りにアレグランサに帰るかね」

「ああ！　故郷に帰るに帰れず、かといって帝国にも居場所のない正妻総選挙最下位のボク！　この仕打ち……屈辱っ……たまらないね!!」

　マライカとナタリアと変態もといシエラはそれぞれ身の振り方を考えているようだ。

「つまり、東部諸しよ侯こうの中でも意見は割れているということね？」

「急進派をフェレーロ家が抑えているというのが現状です。もし歯止めが利かなくなれば、再び戦が始まってしまうかもしれません」

「イグドラルの民たちも不安な日々を送っているのだろうな……」

　ベアトリーチェとヒルデガルトとロザリンドは昨今の国際情勢について語り合っている。

　実に騒々しい、日常の光景だ。

「何か、馴な染じんできちゃったなぁ……」

　ぼやく。クオーレが「話聞いてる!?」と詰め寄ってきたので、適当にあしらった。ユーリが「どうどう」と彼女を宥なだめる。

　ぼんやり室内を見渡していると、パオラと目が合った。

「…………」

「…………」

　少しだけ見つめ合い、どちらからともなく目を逸そらす。

　胸にむず痒がゆい温かさが湧わき起こった。

　皇帝としての目まぐるしい日々と騒動。

　それらをどうにかこうにか乗り越えていった先に、求める未来もあるだろう。

「まだまだ、やることがあるからな」

　選挙のときに思い知った、この世界の現実。

　種族間の諍いさかいや奴ど隷れい制度。いまだ戦争の火種はあちこちにくすぶっている。

　そうした国内外に存在する問題を見て見ぬ振りはできない。それは、あれだけ偉そうにゼーバ神に啖たん呵かを切った自分が負うべき義務だと感じている。傲ごう慢まんだとは思うけれど、今はこの世界の人々全すべてを幸せにしたいと考えている。

「きっと、やれるはずだ」

　常つね信のぶは不敵に笑った。

　だってウチ、大国だから。




　というキレイな終わり方など出来るわけがないと、いい加減理解すべきだった。

「へーか、お背中お流ししますね♪」

　湯船に浸つかって寛くつろいでいた常信の下に、笑顔でパオラがやってきた。

　もちろん全裸で。

　手にはスポンジらしきものを持っている。

「パオラ!?　いや、いいからっ」

「はうっ……！」

　彼女がぷるぷる震えた。それでもグッと我慢して近づいてくる。

「だってぇ……、わたしがへーかの一番嫁だからぁっ……。んんんっ♪」

　大きな優しさがぶるんと躍る。

「へーかとぉ、久し振りにお風ふ呂ろぉっ……」

「わ、分かった！　洗ってもらう！　背中を洗ってもらおうわあい嬉うれしいな！」

　常信は前を隠して湯船から上がり、洗い場に腰を据すえた。パオラが嬉しそうに駆け寄り、ふにっと抱きつく。思わず声が出そうになり、グッと歯を食いしばった。まだ洗っていないはずなのにふわりと良い香りが広がる。

「それでは洗いますね～っ」

　弾んだ声でパオラがスポンジらしきものに石せつ鹼けんを塗り込んでいく。それを横目で盗み見つつ、常信はしっかりと下半身を押さえ込んだ。

　ここから本能と理性の壮絶なバトルが繰り広げられる。そう覚悟して深呼吸をした。

「は～い、いきますね～っ」

　背中にむにゅりと柔らかくほんのり温かい感触が乗る。

「……ん？」

　予想より遥はるかに気持ち良い感触に違和感を覚えた。後ろからパオラが両腕を摑つかむ。すぐ耳元で彼女の声がした。

「えへへ～♪　夫婦の間では、こうやって洗うのが正式なんだよって知恵袋で教えてもらったんだ～。へーか、気持ち良い？」

　温かい感触がぬるりぬるりと背中を上下している。少しずつ泡立ちが良くなっていき、背中全体を泡が包み込む。

「…………」

　常つね信のぶは振り返ることができない。我ながらとんでもない想像をしてしまっていて、それを確認するのが怖くて振り返ることができない。

「な、なあ、パオラ？　その、知恵袋には、何て書いてあったのかな？」

「えっとね～」

　そう言いながらパオラが腕を前に回した。その手にはスポンジらしきものが握られている。ところが背中は今も丹念に洗ってもらっているのだ。

「こうやってしっかり泡立ててね～」

　可愛かわいらしい手がスポンジらしきものを何度も揉もむ。すると石せつ鹼けんが白い泡状になり、その滑らかな泡をすくい取ってパオラが今度はこちらの胸に乗せた。白くて細い指を広げ、撫なでるように泡を広げていく。

「それから、こうして素肌で泡を塗ってあげるんだよ～。わ！　へーかの胸って固いんだね！　たくましいね！」

　キャッキャとはしゃぐ彼女の声がすぐ側そばで聞こえる。

　時折、さらさらの銀髪が首や頰ほおをくすぐる。

「パオラっ、ちょっと、一いつ旦たん、洗うのをやめてもらっても、いいかな？」

「はうっ♪　どうしたの、へーか？」

　抱きついたままパオラが尋ねる。吐息が耳にかかった。

「あ、えっと……。その、スポンジで洗ってるんじゃないのかな？」

　床タイルの上に置いてあるスポンジらしきものを指差す。彼女が小首を傾かしげる気配がした。むにむにと背中を優しい感触が蠢うごめく。

「それは石鹼を泡立てるためのものだよ。それでこすったら痛いでしょ」

「あ、あー、そうだよねー……」

　疑惑が確信に変わり、急激に顔が熱くなる。どうにかしてこの状況から脱しなければならないが、ここまで密着しているとかなりの難題だ。

「ねえ、続けていい？　次はへーかのお腹なかを洗いま～す」

　無邪気な声とともに両手が下がっていく。危機的状況だった。

「パオラ！　えっと……」

「やっぱり鬼畜破は廉れん恥ち外道だったのね、皇帝！」

　風ふ呂ろ場に甲高い声が響く。

　ハッと振り向いた先。湯気の奥からクオーレが姿を現した。

「実の妹に、こ、こんなことを毎晩させているだなんてっ」

「ちょっと待ってくれ！　色々弁解したいけど、まず、何で君がここにいる!?」

「取り決め」

　間近で淡々とした声。

　見下ろすと、ユーリがちょこんと正座していた。

「ちょっと皇帝！　ユーリに手を出したら完全アウトなんだからね！」

　バッとクオーレが目の前に立ちふさがる。それでユーリの姿は見えなくなったが、その代わり、彼女の白い肌が丸見えになってしまった。

「あのね！　みんな、へーかとお風ふ呂ろに入りたいって言うから、じゃあ一位から順番に入ることにしようって決めたの！　わたしが一番で、五分置きに入ることになったんだ！　だから、へーか、みんなが集まるまで、ゆっくり入っててね！」

　お腹なかを撫なでるように洗いながらパオラが耳元で解説する。

　常つね信のぶはじっとクオーレのへそを見つめた。上にも下にも視線を動かせない。

「聞いてるの、皇帝!?　これからは私がしっかり監視して、あんたが女の子や男の子に良からぬことできないようにするんだから！」

　両りよう頰ほおを挟まれ、強引に上を向かされる。険しい表情をした慈じ愛あいの女神様と目が合った。白磁のような肌をじっくり見てしまう。

「あの……ユーリは何な故ぜここに？」

「ユーリ？　この子は私の侍女だから一緒に入るのは当然でしょ。そんなことより皇帝！　体を洗うなら、私がやってあげるから、妹にこんな真ま似ねさせるのはやめなさい！」

　そう言うなりスポンジらしきものを摑つかみ、むんずむんずと泡立て始める。パオラが「わたしが洗うんだよーっ」と言い返した。しかしクオーレは一抱えほどもある白い泡を自分の胸に乗せ、「このくらい私にだってできるんだから！」と抱きついてきた。

「ちょおおおおおおい!?」

　泡まみれの二人に挟まれ、ぬるぬると洗われてしまう。

「二人とも！　そんな美お味いしいことをして、ずるいですわ！」

　ベアトリーチェの声がする。彼女が駆け寄り、参戦する未来が簡単に想像できた。

「陛下！　次は私ですからねっ」

　泡を用意し始める金髪エルフの姿を視界の端に認める。

　三人がかりで洗われ、弄もてあそばれているうちに他の嫁たちも浴室にやって来た。

「何で、何でこんなことになってるんだよぉぉぉぉぉ!?」

　常信は天を仰ぎ、そのまま嫁たちの中に包み込まれた。


（了）







あとがき







　こんにちは、櫂かい末ま高たか彰あきです。

　いつも家に引きこもって仕事しているので運動不足なのは分かりきっているのですが、先日、一階から四階までを四往復しなければならないことがありまして、もう最後の方は少しふらついてました。そして翌日、膝ひざ裏うらが筋肉痛になるという。ここが痛いって、どこの筋肉がやられてるの？

　そんなわけで、恒例の謝辞に。

　可愛かわいい女の子からマッチョなオッサンまで自由自在に描いて下さる三み上かみミカ先生。ありがとう、ありがとう。何かとノリの良い担当編集さん。ありがとう、ありがとう。新たな出会いや別れがあります友人知人に親類縁者。ありがとう、ありがとう。どんどん増えていくデザイン頁ページを作成して下さった方。ありがとう、ありがとう。この本に携わってくれた全すべての方々。ありがとう、ありがとう。

　そして読者の皆様。ありがとう、ありがとう。

　それでは、ご縁がありましたら、またお会いしましょう。


二○一七年　九月　櫂末高彰
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電子書籍特典　書き下ろし短編





「ただいま」

　旦那様がご帰宅された声を聞いて、私は急ぎ玄関まで駆けつけます。今夜は新しく買った可愛いエプロンでお出迎えです。

「お帰りなさい、陛下！」

「フフフ。違うだろう、ヒルデ」

　うっかりしてました。私は小さく舌を出して「ごめんなさい」と謝り、旦那様に最高の笑顔で言います。

「お帰りなさい、あなた」

「ただいま、ヒルデ。……ところで、その格好はどうしたんだい？」

　ステキな微笑みを返してくれた旦那様は、私の胸の辺りを見てから、少し視線を逸らしました。このエプロン、あまりお気に召さなかったのでしょうか。

「あの……似合ってませんか……？」

「最高に似合ってるよ！　いつも以上に可愛いヒルデだ!!」

　そう言って旦那様は私を抱きしめました。

「そんなに密着したら……」

　旦那様に私のドキドキが聞こえてしまったら、どうしましょう。顔が急に熱くなってきました。それなのに旦那様は私をギュッと抱きしめて、無防備な背中に優しく指を這わせるんです。

　ビクッとなってしまった私を愛おしそうに見つめて、それから焦らすように腰の辺りを撫で回しました。私がつい「あなた」と切なく呟くなり、旦那様の指がお尻にまで滑り降りてきたんです。

「あっ！　ダメ……」

　少し強めに揉まれて声が出てしまいました。旦那様は耳元で「本当にダメなのかい？」と囁きます。私の旦那様は、ときどきイジワルなんです。

「ダメ……じゃないです……」

　本心を白状すると、旦那様は満足そうに頷いて、私のお尻を弧を描くようにゆっくり撫でてくれました。

「ヒルデのお尻、とってもすべすべしていて気持ち良いよ」

「言わないでっ……。恥ずかしいから……！」

「恥ずかしい？　おかしいなあ？」

　旦那様が不意に私の体を引き離します。それからゆっくりと私の体を見下ろしました。頭の先から足の爪先まで、じっくりと。それから微笑んで、こう仰ったんです。

「裸にエプロンだけ着て夫を迎えておいて、恥ずかしいはないだろう。ヒルデはもう、準備できているんじゃないのかな？」

　エプロンの薄い布地越しに、旦那様が私の胸を包み込むように撫でました。私は見透かされていた恥ずかしさに俯いてしまい、声も出せません。

「ほら、ヒルデ。俺を見て」

　そんな私の顎をつまみ、旦那様はクイッと顔を上げさせました。

「妻として、言わなきゃいけないことがあるんじゃないか？」

「あ……はい……。あなた、ご飯にしますか？　お風呂にしますか？　そ、それともっ……私にしますかっ？」

「もちろん君をいただくぞぉぉぉぉぉっ！」

　その場でエプロンをはぎ取られ、生まれたままの姿になった私は──




「……ヒルデ、誰にそそのかされた？」

　常信は水晶球の画面をヒルデガルトに見せながら尋ねた。

「十二星姫の仲間たちに教えていただきました！　夢を実現させるための、おまじないだそうですっ。自分が求める状況をなるべく具体的に描くことができれば本当に実現するそうなんです！」

　ヒルデガルトは活き活きとした瞳で答える。それから小首を傾げた。

「何か問題がございましたか？　あっ！　もしかして文法の誤りがっ……？」

「そういう問題じゃないから！」

「でしたら、どのような問題が……？」

　キョトンとするヒルデガルト。

　前も似たようなことがあった気がするなあ……と常信は頭を抱えた。
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